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愛を誓えますか？




「あなたは健やかなる時も病める時も……命ある限り愛し、支え合うことを誓いますか？」

　六月某日、大安吉日。雲ひとつない快晴の日曜日。都内の有名ホテルの中で行われている結婚式で、神父の厳粛な声がチャペル内に響く。

　もし、ここで『いいえ』と言ったらどうなるだろう？

　そんな悪い考えが脳裏をチラッとよぎる。私の頭の中では、父とバージンロードを歩いた時からずっと、パイプオルガンの重厚で破滅的な不協和音が鳴り響いていた。

　私が数秒沈黙すると、隣にいる背の高い冷血メガネ男が私をギッと睨にらみつけてくる。

　おお、こわっ！　その視線だけで人が殺せるんじゃないだろうか？

　一瞬怯ひるむも、どこか一歩引いた目で結婚式を見ている自分がいた。

　梅うめ園ぞの桜さくら子こ、二十四歳。文学部英米文学専攻の大学院生。目は二ふた重えでくりんとしているが、目以外の顔のパーツは小さく、髪は昔から黒髪ストレートのセミロングで日本人形のようだとよく人に言われる。

　だが、自分では褒ほめ言葉とは思っていない。身長は百五十八センチと平均並みだし、顔も服装も地味で見栄えがしないのだ。趣味は読書と食べること。現実の恋愛には興味なく、本の世界のイケメンに夢中。

　そんな私がどうして今、結婚式を挙げているのだろう。

　ウェディングドレスを着ているのにね……。まるで他ひ人と事ごと。

　ううん、式の三十分前に、横にいる冷血メガネ男から突然、花嫁役を言い渡されるまでは、本当に他人事だったのだ。だって、ここに立って返事をするのは私の姉……薫かおる子この予定だったのだから……。

　なんだって私が姉の身代わりに……。

　恨み言を言いたくなる状況だけど、冷血メガネ男のレーザービームのような鋭い視線が、容よう赦しゃなく私に突つき刺ささる。

　うっ、痛い！　わかりました、わかりました！　言えばいいんでしょう？　言えば！

　私は横目でキッと彼を睨み返すと、目線を正面に戻し、フゥーッと息を吸った。

　ああ、もうどうにでもなれ！

「はい。誓います」

　神父の目を見て、私は仕方なく偽りの言葉を口にする。

　ほとんど話したこともないこの男をどうして愛せよう。

　確かに顔は美形だ。それに、シルバーの細いメタルフレームのメガネもすごくよくお似合いで、メガネ男子が好きな女性なら絶対惚ほれるだろう。この顔だけで。

　鷹たか司つかさ刹せつ那な。これがこの冷血メガネ男……姉の結婚相手の名前。鷹司グループの御曹司でホテルＴＡＫＡＴＵＫＡＳＡタカツカサの社長。

　なんでも三年前に刹那さんの母親が心労で倒れ、彼の父親が妻をスイスで静養させるために経営から退いてからは、ひとり息子の刹那さんがあとを継いだらしい。二十六歳という若さだが、彼の経営手腕はすごいとの噂うわさだ。

　ここ二年の間に世界の主要都市の土地を買収してホテルを次々と建設し、海外の有名高級ホテルの仲間入りを果たした。

　ちなみに、ここもＴＡＫＡＴＵＫＡＳＡ系列のホテルだ。

　鷹司さんは姉の同級生で、幼稚園から高校までずっと同じクラスだったらしい。私も彼とは二歳しか違わないし、同じ学校だったから幼い頃から名前と顔は知っている。

　鷹司さんは、学校で知らない人がいないというほどの有名人だった。中学、高校では生徒会長をしていたし、背も百八十センチくらいあって顔もイケメンで頭もよくて、女の子のファンクラブまであって……まあ、言うなれば学校のスター的存在。

　眉目秀麗、文武両道、才色兼備……そんな四文字熟語が浮かんでくるほど、非の打ちどころのない人だ。でも、いつもクールな彼はニコリと笑うこともなく無表情で、彼を見ても、私はほかの女の子たちのように胸が躍ることはなかった。むしろ、完璧すぎて人間味に欠け、近寄りがたく思っていたくらい。

　鷹司さんは目鼻立ちがキリッとした端正な顔をしていて、知的で落ち着いたイメージ。目は二重の切れ長で瞳はダークブラウン。髪は短髪で黒く、前髪をサイドに軽く流していて、上品な大人のムードが漂っている。

　メタルフレームのメガネをかけたその顔は、いかにも有能なビジネスマンって印象だ。人間離れした彫刻のように綺麗な顔は、まるで悪魔のようで余計に冷たく見える。

　実際冷たいけどね。普通、新婦が式の当日に逃亡したら、式を中止するでしょう？　でも、この男は私を姉の身代わりにして、強行したのだ。




　＊　＊　＊




　姉はドレスに着替える時、「みんなをビックリさせたいから」と言い張り、両親と私を花嫁の控え室から追い出した。

　姉はワガママな性格だから、仕方なくその場にいた四十代くらいの着付け師の女性にラウンジにいると伝えて、母と一緒にコーヒーを飲みながら時間をつぶす。父は娘の結婚式で緊張しているのか、「ちょっと一服してくる」と言ってどこかに行ってしまった。

　三十分ほど経っただろうか？

　着付け師の女性が慌てた様子でラウンジに駆け込んできて、息せき切って私と母に声をかける。

「梅園様！」

　なんだろう？　お姉ちゃんがまたワガママでも言って困らせてるのかな？

　そう思いながら着付け師に目をやれば、彼女は驚きの言葉を告げた。

「大変です！　ご、ご新婦様がいなくなりました！」

　え？

　状況をすぐには呑のみ込めず、数秒キョトンとする私と母。

「梅園様、ご新婦様がいなくなりました！」

　何も言わない私たち親子に向かって、着付け師はもう一度繰り返す。

　ご新婦……つまり、お姉ちゃんが……いなくなった？

「ええ～!!」

　私はここがホテルのラウンジということも忘れて大声で叫ぶと、ショックで言葉を発することもできない母と顔を見合わせた。

　まさかの花嫁逃亡!?

「いなくなったって、どういうことですか!?」

　私は椅子から立ち上がると、着付け師につかみかかりそうな勢いで問いただす。

「ご新婦様が、『緊張しているので少しの間、席を外してほしい』とおっしゃいまして……私どもは別室で控えていたのですが……式のお時間も迫っていますし……先ほど控え室に戻りましたら、ドレッサーの鏡に書き置きがしてありまして……。お手洗いも探したのですが、中にも周辺にもいらっしゃらなくて……」

　着付け師は、しどろもどろになりながら状況を説明する。私はドレッサーの書き置きが気になって、母を連れて控え室に向かった。

　ノックもせずに控え室のドアを開ければ、目の前には薔ば薇らの彫刻が見事な白いドレッサーがあり、鏡には真っ赤なルージュで書き置きがしてあった。

【やっぱり結婚やめる。あんな男、嫌よ！】

　何かの間違いであることを願って何度も何度も読み返す。でも、何度見ても書いてある文字は同じわけで……。

　えっ、どうして!?　新郎と喧けん嘩かでもしたの……？　心変わり早すぎだよ！

「あはは……どうすんの、これ？」

　乾いた笑いが私の口から出る。

　お姉ちゃん、違う意味でビックリさせてどうすんのよ！　ワガママにもほどがあるよ。何考えてるの～！

　チラッと壁時計に目を向ければ、時計の針は一時三十分を指している。式の時間は午後二時。開始まであと三十分しかない。

　壁時計の音はかなり小さいはずなのに、カチカチと大きな音で時を刻んで私にプレッシャーをかける。

　花嫁なしの結婚式なんてあり得ない。私はパニックになっていた。

　一方、母はあんぐりと大きく口を開けたまま放心状態。おっとりしていて脳内がいつもお花畑のような母は、こういう時全く役に立たない。

　私は黒いバッグからスマホを取り出して姉に電話をかけるが、電源を切っているのか繋つながらなかった。

「ああ～、もう～。お姉ちゃん、何やってるの！」

　いても立ってもいられなくて、私はスマホに向かって悪態をつく。

　念のため、その後も電話をかけたり、メールやＬＩＮＥラインをしてみたけど、なしのつぶてだった。

「お母さん……お姉ちゃんと連絡取れない。どうしよう……」

　式の時間が迫っているのに姉と連絡がつかず、私は青ざめた。

　あたふたしている間に、担当のウェディングプランナーの女性もやってきた。

　着付け師から話を聞いていたのか「お式、少し遅らせますか？」なんて私たちを気遣う提案もしてくれるが、姉に戻る意志がなければ意味がない。

「すみません。ちょっと待ってください」

　私が決めてしまっていい問題ではない。

　ウェディングプランナーの女性に軽く頭を下げると、父の携帯に電話する。だが、繋がらず、姉が消えたので早く控え室に戻るようにとメッセージを残した。母は放心状態だし、とりあえず父を待つしかない。

　お父さん、早く戻ってきてよ！

　スマホを握りしめ、じっと父を待つ。その間、ウェディングプランナーはスマホで誰かと話して綿密に会場の最終確認をしていたが、その様子を見ているといたたまれなくなった。

　ウェディングプランナーだって必死だよね。今日の式の新郎がこのホテルの社長なんだもん。失敗は許されない。だけど、お姉ちゃんがトンズラした以上、式をやる可能性なんてないのだ。

　憐あわれ、ウェディングプランナー。恨むならお姉ちゃんを恨んでね。

　それにしても、お父さんはまだ？　一秒がすごく長く感じるんだけど……。

　背中に嫌な汗をかきながら壁時計の秒針を目で追っていると、バタンとドアが開く音がした。

「おい、薫子の準備はできたのか？　鷹司さんがドアの前で待ってい――」

　気まずい空気が流れるこの部屋に、父がドアを開けて入ってきた。そして、まずドアの前にいる私と母に目を向けると、次に姉の姿を探して辺りを見回し、最後にドレッサーの鏡を見て目を見開いた。

「これはどういう……」

　言葉を失い、絶句する父。どうやら私の電話のメッセージは聞いていなかったらしい。当然、そういう反応するよね。お姉ちゃん、逃げちゃったんだもん。

「お姉ちゃん、いなくなったみたい。スマホも繋がらない。……どうする、お父さん？」

　いまだにショックで声を発しない母に代わり、私は動揺しつつも状況を父に伝える。

「お父さん、もう時間がないよ。鷹司さんがチャペルに行く前に事情を説明して、中止ってつ――」

　伝えて……と、私が言いかけたその時、ゾクリと悪寒がして鳥肌が立つと同時に、ドアが勢いよく開いて冷血メガネ男が無表情で部屋に入ってきた。その動きは優雅で無駄がなく、彼の後ろにひるがえるマントの幻が見えるほど。彼の後ろには、榊さかきさんという二十五歳くらいの、茶髪で長身の男性秘書がいる。

　冷血メガネ男はドレッサーの鏡に目をやると、その形のいい目を細め、私を見た。

　ひょえ～！

　私の身体は、震ふるえ上がり、カチンと凍りつく。

　……魔王降臨だ。怖い……。なんか冷気が漂ってるよ。彼の背後に、暗黒軍団でも従えてそうな雰囲気なんですけど。

「中止にはしない。俺に恥をかかせるな」

　周囲の空気をも凍りつかせそうな冷たい声に、身がすくむ思いがした。

「……このたびは……薫子が……申し訳ありません」

　父が鷹司さんの登場に動揺しながら、絨じゅう毯たんに両手をついて土下座する。

　父が土下座する姿なんて初めて見た。

「代理を立てればいいだろう」

　鷹司さんの手がスーッと空を舞ったかと思えば、その長くて綺麗な指先がピタッと私を指して止まる。

「え？　私？」

　ビックリして鷹司さんの指を凝視する私。自分でもかなり間抜けな声が出たと思う。

　私が……代理？　この人、気が触れたの？　参列者じゃないのよ、新婦だよ？　今日の大事な主役なのに～！　無理です、無理！

　心の中でそう反論するが、口に出して言うほど私も空気が読めない女ではない。

「どうしても中止にしたいのなら、融資の件は白紙に戻す。いいのか？」

　鷹司さんは父に目をやったあと、今度は私を意味ありげにじっと見み据すえてくる。氷の剣のように鋭く、冷ややかなその瞳から逃げようとしても逃げられなかった。

　私……何も聞いてないけど、〝融資〟ってどういうこと？　お父さんの会社って危ないの？

　父の会社、梅うめ園ぞの商しょう会かいは創業明治十六年という長い歴史を持つ貿易会社だ。日に本ほん橋ばしに本社があり、国内外に二十の支社を持つ会社で、支社を含めると社員数は五千人を超える。梅園家は元男爵家で今は東京に居をかまえているが、もともとは横よこ浜はまに家があり、外国との交易で財を成したらしい。

　今住んでいる東京の家は曽そう祖そ父ふの時代に、当時有名だったイギリスの建築家にデザインしてもらった洋館で、窓はステンドグラス、中の調度品もイギリスから取り寄せ、その歴史的価値は高くて値をつけられないほどだ、って父から聞いている。父が子供の頃は、十人くらい使用人がいたらしい。

　鷹司家ほどではないけど、梅園家もそこそこの名家なのだ。いや、〝名家だった〟と言うべきなのかもしれない。

　先代の社長である祖父は婿むこ養子でしっかりした人で、経営者として社員から尊敬されていたけど、三年前に他界した。それで長男の父が会社を継いだのだが、お坊ちゃん育ちで優柔不断な父は、決断力に欠けて経営には向いていなかったのかも。

　昔いた使用人も、今はみんないなくなっちゃったしね。

　去年、お手伝いのおばさんと庭師のおじさんが辞めてしまったのは、歳のせいではなく、経営難のせいだったのだろうか。家計まで苦しくなるってことは、よほど業績が悪いのかもしれない。

「……桜子、頼む」

　父が顔を真っ青にしながら、私に向かって頭を下げる。そのすがるような目を見てしまっては、『無理』と面と向かって言えなかった。

「お父さん……」

　私は困惑しながら、まだ顔を上げない父の姿をじっと見る。

　この結婚……おかしいと思ったんだ。お姉ちゃんと鷹司さんは同級生だから、その流れで恋愛関係になったのかなと思っていたけど、顔合わせの時、ふたりはお互いの目を見て話さなかった。お姉ちゃんは二カラットの大きなダイヤをじっと眺めてニマニマしていたし、鷹司さんはひと言挨あい拶さつしただけで、三十分くらいで仕事とか言って、秘書と一緒に帰っちゃったし……。

　恋人同士って感じじゃないとは思ったけど、融資って……政略結婚だったのか。だとしても、うちはともかく、天下の鷹司家になんのメリットがあるというのだろう？

　それに、よくあのお姉ちゃんが政略結婚なんて了承したものだ。私なんかよりずっと美人で頭もいいけど、ワガママで自分勝手な人だし……。きっと鷹司さんのお金目当てでオーケーしたのだろう。

　お姉ちゃん、最初から指輪もらって逃げるつもりだったでしょう？

「グズグズしている暇はないぞ。早く着替えろ、桜子」

　不意に鷹司さんに名前を呼ばれて身体がビクンと反応し、金縛りにあったかのように動かなくなる。

　鷹司さんと目が合うが、彼のメガネの奥の瞳がキラリと光ったような気がした。

　名前を呼ばれたのは初めてのはずだ。しかも呼び捨て。でも……その声の響きが懐かしい感じがするのはなぜだろう。

　なんだか……呼び慣れてない？

「桜子、時間がない。一家揃って路頭に迷いたくなければ、早く仕度をしろ」

　冷たい口調。

　主導権は完全にこの男にある。うちの財政状況は知らないけど……父が黙ってしまったということは……かなりヤバいということなのだろう。

　私はいいとして……優雅な生活しか知らない両親が路頭に迷ったら……。想像するだけで怖い。今は私が家事を全部やっていて、お嬢様育ちの母は料理も洗濯もしたことがないし、働いたことすらない。

　父だってプライドがあるし、五十を過ぎて今さら人の下で働けるはずがない。

　姉は父の会社の役員だけど、肩書きだけで毎日遊んで暮らしているし……。

　今だけ私が花嫁のフリをすればいいのよね？　式が無事に終われば、あとはお父さんたちがお姉ちゃんを連れ戻してなんとかしてくれるはず……。

「……わかりました」

　私が覚悟を決め、鷹司さんを見据えて返事をすると、彼はフッと微笑して秘書の榊さんと一緒に部屋を出ていった。

　私はすかさず、思い切り深呼吸した。この数分間、息を吸うのにも気を遣って生きた心地がしなかったのだ。だが、ここでホッとしている場合じゃない。結婚式の時間が迫っている。

「まさか、私がこれを着ることになるなんてね……」

　私は盛大なため息をつくと、ハンガーにかけられた純白のウェディングドレスに目を向けた。

　フランスの有名デザイナーに作らせたというこのドレス。流れるようなドレープも、胸元の開いたデザインも素敵だけど……自分が着るとなると話は別。

　姉は胸もあるし、身長も百五十八センチの私よりも十センチも高くてスタイルもいい。でも、私が着たら……ドレスがずり落ちそう。

　ハーッともう一度深いため息をつくと、私は覚悟を決めてドレスを手に取り、フィッティングルームに入る。

　自分が着ていたピンクのワンピースを脱いで、ウェディングドレスに着替えるが、悲しいことに、予想以上に胸がブカブカ。

　私はフィッティングルームのカーテンから顔だけ出し、そばで控えていた着付け師に遠慮がちに声をかけた。

「……すみません。胸がブカブカで……」

　着付け師は何も言わずに、素早く私の胸元に何枚かパッドを入れる。

　……無言でされると、余計に屈辱的。

　恥ずかしくて顔が赤くなる。

　ところどころピンでとめてサイズを調整すると、今度はヘアメイク。ローズ系の口紅やマスカラ、チーク……普段しない化粧を施される。

　皮膚呼吸できるんだろうか。

　そんな心配をしながら、メイクが終わるのをじっと待つ。

　……歌か舞ぶ伎き役者みたいな仕上がりになっている気がしたが、よくよく鏡を見ると、そこには知らない自分がいた。

　子供みたいに真ん丸の目は、茶系のアイシャドーの効果で大人っぽく見えるけど、まだまだ子供が化粧されている感じ。姉に似ているような気がするけど……やっぱり姉みたいに綺麗にはなれない。

　それからセミロングの髪をアップにされ、白とピンクの花飾りをつけられる。メイクが終わった私を見て、母が「綺麗よ、桜子」と連呼した。

　親にお世辞を言われると、なんだか自分が虚むなしくなってくる。

　なんだろう、この茶番。悪夢でも見てるのかな？

　暗い気持ちでチャペルに向かい、父と一緒に足取り重くバージンロードを歩いた。

　姉のためにオーダーメイドで作られた有名ブランドの靴は、詰め物をしても歩くたびにカプカプして、優雅とはほど遠い歩き。うつむきながらペンギンのように歩く私の姿は、参列者の目にもきっと無様に映っているに違いない。

　姉じゃないってバレたらどうしよう。人から私と姉は顔が似てるなんてよく言われるけど、自分では全くそうは思わない。どうかバレませんように――。

　私は小さい頃から美人の姉と比較され、『地味な桜子』と陰で言われ続けてきた。きっと、鷹司さんもそう思ってるはず。私を代役に選んだことを後悔しているだろう。

　十数メートル先にいても、彼の視線を強く感じる。

　ふと顔を上げると、私の視線の先にいる彼は、冷めた表情で私をじっと見ていた。

　きっと姉のほうがよかったと思っているに違いない。

　私もこんな風に結婚式なんてやりたくなかったよ。私にだって……それなりに夢はあったのだ。

　好きな人とふたりだけでひっそりと結婚式をして……新婚旅行はイギリスで古城と美術館巡り。

　あ～あ、二十メートルのバージンロードが数百メートルにも感じる。みんなが地味な私を見ていると思うと……これは拷ごう問もんだ。きっと姉なら、王女様のように堂々と華やかに歩いただろうな。

　でも、幸いなことに『薫子じゃない』なんて声は聞こえてこない。今のところうまくごまかせている……そう思いたい。




　＊　＊　＊




「では……誓いのキスを」

　最悪な結婚式の式次第を振り返っていると、神父のその声が突然耳に届いて、ハッと我に返った。

　え？　キス？　ええ～！

　うろたえずにはいられない。

　式の流れを思い出す前に、鷹司さんが左手で私の腰をつかみ、私の顎あごに手を添える。

　肝心なことをすっかり忘れていた。打ち合わせする時間なんてなかったけど、キスするフリだけだよね？

　少し怯おびえながら逃げ腰で鷹司さんを見ていると、微かすかに彼の唇くちびるが弧を描いた。

　次の瞬間、彼の顔が近づいて私の唇に触れる。柔らかい感触がしたかと思ったら、フワッと甘い香りが漂った。

　う…そ……。本当にするなんて。

　私は驚きで目を見開いたまま、鷹司さんを呆ぼう然ぜんと見つめる。

　彼は私と目が合うと、フッと微笑した。面白がっているようなその表情。

　この冷血メガネ男、何考えてるの？　姉が逃げたから、その腹いせに私をいじめて楽しんでるんだろうか？　プライドが高そうだし、姉の逃亡は彼にとって、すごく屈辱だったはず。

　でも……何かが引っかかる。彼のこの余裕顔と今のキス。

　梅園桜子、彼氏いない歴＝実年齢。

　人生初のキスは、微かに甘い桃の香りがした。










お役御免になりたいです




　式と披ひ露ろう宴えんがなんとか無事に終わり、控え室に戻ってピンクのワンピースに着替えると、緊張から解放されてホッとしたのか、ギュルルッとお腹が鳴った。

「……お腹空すいた」

　作り笑いをするのが精一杯で、披露宴の間は何も食べられなかった。

　どこかの偉い人のお経のような挨拶が延々と続き、何度も睡魔と戦った。眠らなかったのは、隣にいた鷹司さんがギロッと私を睨んでいたからだ。

　私が本当に結婚する時は、あんな無駄な披露宴なんて絶対にしない。出席者の顔ぶれも料理も豪華だったけど、ただただ退屈だった。

　でも、ひとつ気になったことがある。姉と鷹司さんの友人の出席が少なかったこと。

　お姉ちゃんの友人なんてひとりもいなかった気がする。ブーケトスでブーケ取ったのって、あまり面識がないうちの親戚の女の子だったし。

　政略結婚だからなのだろうか？　おかげで花嫁が違うってバレずに済すんだけどね。

　一番緊張したのは、鷹司さんのご両親に挨拶した時だ。彼のお母様の体調を配慮して、彼のご両親の出席は式のみだった。

　式の直前に会場入りしたふたりに、何を言われるんだろうとビクビクしていた私だったけど、鷹司さんから事情を聞いていたのか、式が終わると彼のお母様は『息子をよろしくね』と優しい目で言って、私をギュッとハグしてくれた。

　彼のお父様も『落ち着いたら、スイスの私たちの家に遊びに来るといい』と紳士スマイルを浮かべ、私の手をしっかり握って挨拶してくれたのだ。

　だから、本当に鷹司さんと結婚したんじゃないかと錯覚しそうになった。偽者の花嫁ってわかったうえでやってるのだとしたら、たいした演技力だと思う。でも、ふたりからは温かみを感じた。

　私が偽者と知らなかったのだろうか？　いや、さすがに息子の花嫁の顔くらいは認識してるよね？　あ～、考えれば考えるほど頭が混乱しておかしくなりそう。

　やめた。もう式は終わったのだし、これ以上、この忌いまわしい式についてグダグダ考えるのはよそう。考えるだけ時間の無駄だ。

　私は左手の薬指にはめられたブカブカの結婚指輪を外し、なくさないようハンカチにくるんでバッグの中に入れた。

「私はこれでお役御免だ」

　今後のことを考えるとちょっと怖いけど、今はとりあえず重圧から解放され、気分はスッキリ。

　なんだか今、無性にチェーン店の牛丼が食べたい。

　牛丼屋に行きたいなんて両親に頼んだら、顔をしかめてダメって断られそうだから、両親には友達の家に寄るとか言って先に帰ってもらおうかな。

「お母さん、奈な々な子この家に寄ってくから先に帰ってて」

　母に告げて、控え室のドアを開けて出ていこうとすると、壁にドンとぶつかった。

　いたっ！

　顔をしかめて目を開けると、ブルーのストライプのネクタイが目に映った。

　驚いて顔を上げると、そこにいたのは厳しい表情の鷹司さん。壁と思ったのは彼の胸板だったらしい。

　タキシードから紺のスーツに着替えた鷹司さんは、私の腕をつかみ、まるで生活指導の先生のように注意した。

「勝手な行動は許さない」

「でも……式と披露宴には出たし、私はもう帰っても……」

　私はちゃんと義務を果たしたはずだ。

　当惑しながら問いかけるように鷹司さんを見るが、彼は冷ややかな表情で首を横に振る。

「ダメだ。薫子が戻るまで、帰すわけにはいかない」

「え？　……それはどういう意味ですか？」

　戸惑い、思わず鷹司さんに聞き返した。

　気まぐれな姉がいつ戻るかなんて、誰にもわからないのに……。

「うちで一緒に住んでもらう」

　ポーカーフェイスで告げる鷹司さんの言葉に、私は面めん食くらう。『はい、わかりました』なんて従順に返事できるはずもなく……。

「でも……結婚相手はお姉ちゃんなのに……」

　一緒に住むなんてマズいのでは？

　鷹司さんが何を考えているのかわからない。

　困惑しながら横目でチラリと父を見て助けを求めるが、父は故意に私と目を合わせないようにする。

　それならば……と今度は母に目をやると、厄介事は嫌なのか急にフィッティングルームに隠れてしまった。

　うっ……ショック。両親にまで見捨てられた。

「お前にまで逃げられては困る。今、俺に必要なのは梅園家の娘だ。薫子でも桜子でもどっちでもいい」

　鷹司さんにぶっきらぼうに言われ、手を引かれたが、私は立ち止まった。

　どうして梅園家の娘が必要なのだろう？　私でもいいなんて……わけがわからない。

「でも……姉のほうが美人だし……頭もいいし……胸があるし……」

　どうしても彼の言うことに納得できなくて、私は彼に姉の長所を伝える。『胸がある』なんて言葉は余計だったかもしれないが、そんなどうでもいいことを言ってしまうほど気が動転していたのだ。

　だって、結婚なんてまだまだ先の話だと思って現実的に考えたこともなかったし、自分には鷹司さんのようなハイスペックな男なんて、不釣り合いもいいとこで……。

「三回目だ」

　鷹司さんが私を見下ろして、冷ややかに呟つぶやく。

「はあ？」

　ポカンとした顔で、私は鷹司さんに説明を求める。

「『でも』って言うな。イライラする。今度言ったら、このまま区役所に行って、お前の名前で婚姻届を書いて出すぞ」

　氷のような鷹司さんの冷たい視線が、私に突き刺さる。

　うひょ～。

　彼の怖い脅しに私は目を丸くしながら、声にならない悲鳴をあげた。

　もはや反論の余地もなし。また何か言って怒らせれば、彼は本当に区役所に直行するかもしれない。休日でもああいう届けって受理されるって誰かに聞いたことがあるし、ただの脅しではなさそうだ。

　黙り込む私の腕をつかんだまま、鷹司さんは無表情で足早にホテルの地下駐車場に行くと、ドイツ製の黒い高級外車の前で立ち止まった。

　私は後ろをついてくる秘書の榊さんに、目配せして助けを求めたが、彼は面白そうに私たちの様子を見ているだけ。

　私の味方はどこにもいないの？

　絶望的にならざるを得ないこの状況。

　車のドアのロックを榊さんが解除すると、鷹司さんは後部座席のドアを開けて、私の背中を軽く押す。私が渋々車に乗り込むと、鷹司さんが私の横に座り込んできた。

　なんだろう。この圧迫感。空気も張りつめていて息苦しさを感じる。

　気づまりを覚えて、バッグからスマホを取り出して画面を確認するが、姉からはなんの連絡も入っていなかった。送ったＬＩＮＥにも既読マークすらついていない。予想はしていたけど、落胆せずにはいられなかった。

　このままお姉ちゃんが戻らなかったら、どうなるの？

　鷹司さんと住むなんて絶対に無理。この人がそばにいるだけで身体が緊張してくる。

　ギュルル～。

　私のお腹が虚しい音をたてて空腹を訴えると、イタい子を見るような目で鷹司さんが私をじっと見た。

　数十秒の沈黙。

　あ～、恥ずかしすぎる！　なんでこんな時に鳴るかな……。

　私がこれ以上鳴らないようにお腹をギュッと手で押さえていると、鷹司さんがため息交じりの声で言った。

「何が食べたいんだ？」

　予想もしていなかった鷹司さんのセリフに、目をパチクリさせる私。

　……素直に『牛丼』って言ったら、どういう反応をされるかな。嫌な顔をする？　それとも……呆あきれる？　でも……それって好都合じゃない？　庶民志向の私なんかいらないって思われて、これで本当にお役御免になるかも。

「牛丼です。高級店のじゃなくて、その辺のチェーン店のをガッツリと」

　鷹司さんの目を見据えながら挑戦的に答えると、彼はなぜかフッと微笑した。

　……まるで、私がそう言うのを知っていたかのような反応で、意外に思う。

　だが、今はそれよりも……このぐうぐう鳴るお腹の音をなんとかしたい。いくら押さえても、私のお腹は空腹を訴え続ける。こんなイケメンにこの音をずっと聞かれていると思うと、いたたまれない。

「そのうるさいお腹をなんとかしないとな。右う京きょう、どこか適当なところへ連れていってくれ」

「了解」

　いつの間にか運転席に乗り込んでいた榊さんが、クスクス笑いながら発車させる。

　ルームミラー越しに榊さんと目が合い、私は赤面した。

　榊さんって下の名前『右京』っていうんだ……って自分の気を逸そらそうとしても、この厄介なお腹の虫は鳴りやまない。

　隣に座る鷹司さんも笑いをこらえているのか、肩が震えてるんですけど……。

　ああ～、もう、恥ずかしい。

　数分後、有名牛丼チェーン店の前で停車すると、鷹司さんに腕をつかまれ、車から降ろされた。

「終わったら呼ぶ」

　鷹司さんは榊さんにそう告げると、私の腕をつかんだまま店に入る。

　まさかと思うけど……鷹司さんもここで食べる気？　こういう庶民的な店は毛嫌いしてそうなのに……。

　鷹司さんは入口横にある券売機のそばで立ち止まり、スーツの内ポケットから長財布を取り出す。

　鷹司さんと牛丼屋。明らかにミスマッチだと思うのだが、彼の動作には戸と惑まどいがない。少なくとも、何度かこういう場所には出入りしているような。

　まさか……ね。

「何にする？」

　鷹司さんに急に振り向かれ、うろたえる私。

「……いえ、自分の分は自分で」

　私は慌ててバッグからお気に入りのピンクの財布を取り出したが、冷血メガネ男にはそれが気に食わなかったようだ。

「俺が払えないほど、稼ぎが少ないとでも？」

　冷ややかな目で鷹司さんにギロッと睨まれ、私は固まる。

　……怖い。これ以上逆らったら、食事抜きで区役所に連れていかれそう。

「……牛丼の並でお願いします」

　本当は特盛がいいんだけど……さすがに引かれそうで、それは言えない。

　鷹司さんは素早く券を買って私の手を引き、カウンター席まで連れていく。

　今日は何度も彼に手をつかまれているのだけど、慣れないせいか、なんだかくすぐったい。

　私の手を放して店員に食券を渡すと、彼はカウンター席に座った。

　……なんでカウンター？　絶対テーブル席に座るかと思ったのに。距離があったほうが彼のことなど気にせず食事しやすいんだけど……。

　顔が見えなくても、体温が伝わりそうなこの距離。彼の存在を強く感じる。……調子が狂うな。

　私が立ったままでいると、鷹司さんにツッコまれた。

「早く座れ。落ち着かない」

「……はい」

　観念して渋々横に座るが、牛丼が来るまで間がもたなくて、テーブルに置かれた水を何度も口に運ぶ。

　はぁ～、こっちが落ち着かない。何か話題ないかな？

　沈黙が怖くて、私は疑問に思ったことを素直に口にした。

「……牛丼屋って初めてじゃないんですか？　なんだか……慣れている感じが……」

「意外か？　学生の時に何度か来てる。部活の帰りとかな」

　部活……。そういえば、鷹司さんはテニスをやってたっけ。確かインターハイにまで行くくらい強かったような。

　本当にオールマイティーな人。鷹司家も元華族でお金持ちだし、顔もよくて頭もよくて……。天は二物どころか四物……いや、それ以上を彼に与えていると思う。

　だから、つくづく不思議に思わずにはいられない。

　鷹司さんが梅園家の娘と結婚して、なんのメリットがあるんだろう。うちは融資を受けられるけど、鷹司家は何を手に入れられるというのか。

　しかも、万が一にでも私と結婚しちゃったら、自分で言ってて悲しいけど、それこそトランプでババを引くようなものじゃない？

　鷹司刹那と私……ははっ、絶対にあり得ない組み合わせ。自分で想像しただけで、笑ってしまう。想像することさえおこがましい。

　本の世界に没頭して二次元の男にハマッている地味な私が、鷹司さんとの結婚を一瞬でも考えるなんて世も末だよね。現実世界の男には全く興味なんてなかったのに、私なんだかおかしい。

　男性に手を引かれたのも初めてだし、あの鷹司刹那が横に座っているかと思うと、今さらながら心臓がドキドキする。

　……考えてみたら、偽りの結婚式でキスまでした!!

　そうだよ。結婚式の時は、あまりの衝撃で実感がなかったけど、彼と本当にキスをしたんだ。

　綺麗な顔が私に近づいて、彼の柔らかな唇が私の唇に触れて……。それはそれは不思議な感覚で……王子様がお姫様にするキスってあんな感じなのかな？

　ワー、ワー！　ギャー！　待て待て、何思い出してるの、私！　しっかりして！

　この人はキスのあと、面白そうにフッと笑ったんだよ。私の大事なファーストキスだったのに～！

　ここは怒るとこでしょう？　回想にふけってうっとりしてどうする！

　自分を叱しっ咤たするが、胸のドキドキが収まらない。

　今さら動揺しても遅いけど、思い出してしまうと鷹司さんの顔を正視できない。そういう点では、顔を見合わせることがないカウンター席に座っているのは、よかったと思う。

　でも、彼はなんで私にキスをしたのだろう？　彼なら角度でしてるように見せるとか、いろいろテクニックを持っていそうなのに……。

「おい、何をひとりで百面相してる？　食べないのか？　牛丼来たぞ」

　不意に声をかけられ、鷹司さんに割り箸ばしを渡される。

「……あっ、いただきます」

　動揺しながらも、鷹司さんから割り箸を受け取って手を合わせると、チラリと彼に目をやった。

　鷹司さんのは、私のどんぶりより少し大きいから大盛かな。

　じっと見ていると、彼は牛丼屋には似つかわしくない美しい所作で、音もたてずに料理を口に運んでいる。

　……こんなに綺麗な食べ方ってあるんだ。男の人ってもっとがっついて食事するものだと思っていた。箸だって先のほうしか汚れていないし……。

　やはり育ちのよさを感じずにはいられない。思わず見とれてしまう。

「桜子、手、止まってるぞ」

　私の視線を感じたのか、鷹司さんが横目で私を見て注意する。

「はい、食べます！　食べます！」

　動揺を悟られないように、慌てて牛丼を口にする。

　今は食べることに集中しよう。

　ひとまず鷹司さんのことを頭から追い出し、どんぶりだけを見てひたすら箸を動かした。そんな私を、彼が面白そうに見ていることに気づかないフリをして……。

　安いし、早いし、美お味いしいし、牛丼最高～。

　私が牛丼を平らげて満足すると、先に完食していた鷹司さんが突然話を切り出した。

「期限は一ヶ月だ」

「へっ？」

　私の口から素っ頓狂な声が出る。

　期限って何？

「一ヶ月以内に姉の薫子が戻れば、家に帰っていい。戻らなければ、俺と結婚してもらう」

　スーツの内ポケットから白い封筒を取り出して、鷹司さんは私の前に置く。

　私が封筒から中身を取り出すと、それは白紙の婚姻届だった。

「今、ここで署名しろ。印鑑は後日、お前のご両親に持ってきてもらう」

　鷹司さんはスーツのポケットから、高級そうな紺のペンを取り出して、私に差し出す。私が受け取るのをためらっていると、彼は冷たい表情で私を脅してきた。

「逆らえば、梅園商会は倒産する。家族だけじゃなく多くの社員が路頭に迷うことになるが、それでもいいのか？」

　冷れい酷こくな目。この人なら顔色も変えず、平然と父の会社をつぶしそうだ。

　不覚にもさっき鷹司さんの所作に見とれてしまったけど、その目を見て今自分が置かれている状況を再認識する。

　そうだった。今、私が彼と一緒にいるのは融資のため。

「……姉が戻れば、これは破棄してもらえるんですよね？」

　私は署名する前に、今一度鷹司さんに確認する。

「ああ。桜子の望み通りにしよう」

　私の目を見て鷹司さんが口の端を上げながら頷うなずく。

　彼のことを信用したわけではないが、この言葉には嘘うそがないような気がした。

「絶対ですよ。お姉ちゃんを全力で探してください！」

　鷹司家の力があれば、姉なんて簡単に見つかるはず。私は愛のない結婚なんて絶対に嫌だ。

　念を押すというよりは、半ば懇願するように鷹司さんにお願いすると、彼は経営者らしく落ち着いた様子で頷いた。

「もちろんだ」

　鷹司さんの返事に、ちょっと安心して彼からペンを受け取ると、私は婚姻届と対峙する。

　何が悲しくて牛丼屋で婚姻届を書かなきゃいけないの。私は絶対に、隣の冷血メガネ男となんか結婚しない。

　そう思いながらも半ばヤケになって署名すると、私はバッグに入れていた指輪を取り出して婚姻届の上にコツンと音をたてて置いた。

「この指輪はお返しします。姉のですし、私には大きすぎますから！」

　暗に、自分には鷹司さんと結婚する意志がないことを告げる。

　姉が戻るまで、私は人質。そういうことだよね？　鷹司さんだって本気で私と結婚する気はないだろう。

　私が反抗心むき出しの目で鷹司さんをキッと睨みつけると、彼は自分のはめていた指輪も外し、私が書類の上に置いた指輪と一緒に手に取って眺めた。

「ああ、忘れるとこだった。小道具とはいえ、これは重要アイテムだ。サイズは合ったものにしないとな、桜子」

　鷹司さんが口角を上げ、悪魔のように微ほほ笑えむ。その時、彼の目がキラリと光ったような気がした。

　ゾクリ……と背筋が寒くなり、総毛立つ。

　私はとんでもない人に捕まってしまったのかもしれない。すごーく嫌な予感がした。










彼の事情




　なぜこうなった？

　婚姻届に署名したあと、鷹司さんに再び車に乗せられ、私たちは今、有名宝石店にいる。

　時刻は八時半過ぎ。店内にはほかの客はいない。普通ならこの店は八時に閉まるのだが、鷹司さんがここの上客ということで特別に開けてもらったらしい。

「……墓穴を掘ったかも」

　私はため息交じりに、ポツリと呟く。

　ＶＩＰビップルームらしき個室に通され、ソファに腰かけるがテーブルの上に並んでいるのはひと目で高価とわかる婚約指輪と、それに比べると少しシンプルな結婚指輪。

　この状況に呆然としている私とは対照的に、隣にいる鷹司さんは優雅にシャンパンを飲んでいる。

「……結婚指輪に婚約指輪。オモチャじゃダメなの？」

　私が放心しながらぼやくと、隣にいた鷹司さんがフッと笑った。

「オモチャじゃ、あの人は納得しないからな」

　あの人？　誰だろう。今日の結婚式に来ていた人だろうか？

　でも、そんなことは私にとってはどうでもいい。私は指輪なんて欲しくないのだ。

「どれがいい？」

　目を細めて忌み嫌うように指輪を見据える私の顔を、鷹司さんが面白そうに眺める。

「レンタルってないんですか？　どうせ返すんだから」

　私は一ヶ月以内に姉が見つかると信じている。買ったら無駄になってしまう。

「鷹司家の嫁にレンタルだ？」

　鷹司さんが急に表情を変え、片眉を上げる。

　うっ……怖い!!　なんか冷気が漂ってる。

「……じゃあ、一番安いので」

　半ば投げやりに自分の要望を伝える。

「……本当、姉とは正反対だな。右京の話では、お前の姉は店で一番高いのを選んだらしいが」

　呆れたような口調で言い、鷹司さんが私を横目で見る。

　どうやら姉の時は、鷹司さんは一緒にいなかったらしい。

　お姉ちゃんは宝石に目がないから、デザインよりもダイヤの大きさや質で選んだんじゃないだろうか。彼女は豪華で派手な物が好きなのだ。

　でも、宝石にお金かけて着飾っても、私には似合わないし、はっきり言って邪魔なんだよね。

「ほら、このブランドのロゴ入りなんて、シンプルでいいじゃないですか？」

　もうなんでもいい。安そうだし、万が一なくしても金額的なダメージが少なそう。

　早く店を出たくて、にこやかに鷹司さんに提案してみる。

「興味があるのは本だけか」

　ため息交じりの声で鷹司さんがボソッと呟く。

「もうこれでいいです。ここは落ち着かないんで、早く帰りましょう」

　私がソファから立ち上がろうとすると、鷹司さんに手をギュッとつかまれた。

「まだだ。実際にはめて試してみないと、ここに来た意味がない」

　手間をかけさせるなと、鷹司さんの目がそう言っている。この目には逆らえない。

　昔から思ってたけど、鷹司さんて王者の風格があってほかの人とは別格の存在だった。彼に歯向かう人なんていなかったし、先生たちも彼に睨まれることを恐れていたような気がする。実際、私も嫌々ではあるがこうして彼に従っているし。

「……はい」

　私が再びソファに腰かけると、鷹司さんは私の左手を手に取り、次々に指輪をはめて試していく。

「それにしても六号なんて細い指だな。一カラットのダイヤでも二カラットぐらいに見える」

　鷹司さんが自分の手と私の手を見比べながら、おかしそうに言う。

「それ、お金がかからないって褒めてます？　私は自分の手、ガリガリしてて嫌なんですけどね」

　鳥の足みたいに骨張っている自分の手を見て、私はぼやいた。

「マニキュアもしてないし、貧相な手だな」

　まじまじと眺めながら、鷹司さんが率直な感想を口にし、穏やかな顔で笑った。

　手で笑われる私って……相当バカにされてる？

「『貧相』で悪かったですね」

　急に花嫁の身代わりを命じられたから、マニキュアする時間もなかったんですよ。

　へそを曲げてプイッと横を向くと、鷹司さんが恐ろしいことを言った。

「この指輪に、愛の言葉でも彫ってもらうか？　少しはリアリティーが出るだろ？」

　鷹司さんの手にあるのは、ダイヤもブランドのロゴも入っていない、クラシックなデザインのシンプルな指輪。

「私を相手にする時点で、リアリティーに欠けますよ！」

　口を尖とがらせてそうツッコむと、鷹司さんはニヤリとどこかダークな笑みを浮かべた。

「そう思っているのは、お前だけかもな」

　意味深な言葉を口にし、鷹司さんは店員を呼んで紙とペンを持ってこさせると、何かを書き込んで店員に渡した。

　あ～、もう早く帰りたい。疲労も限界。家に帰ってベッドに横になりたいけど、今日は私……どこに寝るんだろう？

　まさかと思うけど……鷹司さんと同じ寝室ってことはないよね？　そこまで鬼畜だったらどうしよう？

　私が青ざめていると、鷹司さんにツッコまれた。

「何をそんなに青い顔をしているんだ。普通の女なら、指輪を買ってやったら泣いて喜ぶぞ」

　鷹司さんの発言にムッとした私は、彼に食ってかかった。

「こんな囚人みたいな状況で、喜べるわけないじゃないですか。指輪だって、私にとっては足あし枷かせみたいなもんです」

「……足枷ね」

　鷹司さんが文句を言う私を見て、興味深げに笑う。

　その顔がなんていうか、優しさを含んでいて、調子が狂う。冷たい態度でずっといてくれれば、こっちはずっと怒りをぶつけていられるのに、こういう顔をされると憎みたくても憎み切れない。

　その時、店員さんが箱に指輪を乗せて戻ってきた。

　プレーンだけど上品な光沢を放つ、プラチナの結婚指輪がペアで並んでいる。

　あっ、これ、さっき鷹司さんが手に持ってたシンプルな指輪だ。

　どうやら、ゴテゴテした婚約指輪を私に買うのは諦あきらめたらしい。

　鷹司さんが指輪を手に取って、私に見せる。

「刻まれた文字を見てみろ」

　私は嫌々ながら指輪を手に取ると、そこに刻まれた文字を見てギョッとした。

【ＮＯＮノン　ＲＥＦＵＮＤＡＢＬＥリファンダブル．】

「……返品不可。なんですか、これ？」

　刻まれた文字を日本語に訳して声をあげ、非難の目で鷹司さんに説明を迫った。人をバカにするにも、限度があると思う。

「愛の言葉が嫌なら、これでいいだろ？」

　鷹司さんが同意を求めるが、私は憎らしげにその指輪を見据えた。

　いいわけないじゃない！　どうせなら『返品可』ってしてほしかった。

「人をからかうのもいい加減にしてください、鷹司さん！」

「その〝鷹司さん〟もどうにかしないとな」

　鷹司さんの目がキラリと光る。

「〝刹那〟だ。ほら、練習してみろ」

　意地悪く笑って、鷹司さんは私の顎をすくい上げる。

「私にとっては天てん上じょう人びとだった先輩を、呼び捨てにできるわけないじゃないですか！」

　ブンブンと首を横に振って拒否するが、鷹司さんはそんな私を見て口の端を上げた。

「天上人……か。桜子らしいたとえだな。だが、その天上人とキスまでしたんだ。光栄に思え」

　なんなの？　その俺様発言。しかも、結婚式のキスの話題まで持ち出してきて……性格悪くない？

「思いません。それにその話題はやめてください。ノーカウントにしたいんですから」

　愛のないキスなんて私は認めない。うん、認めちゃいけない。たとえ相手が超絶イケメンでも……。

「ノーカウント？　……ああ、初めてだったか」

　言葉の意味をすぐに理解したのか、鷹司さんの目が面白そうに笑う。

「俺のことを名前で呼ばないと、もっと熱いキスをするが……」

　鷹司さんが黒い笑みを浮かべながら、私に顔を近づけてくる。

　ち、ちょっと待って！　鷹司さんってもっとお堅くて、品行方正な真面目キャラだと思ってたのに……意外に肉食系でかなり意地悪じゃない？

「言います！　言います！」

　これって……なんの拷問なのよ、もう！

　私は鷹司さんの唇に自分の手を押し当てた。

「……せ、刹那さん」

　鷹司さんから目を逸らし、私は恥ずかしがりながら彼の下の名前を口にする。

「〝さん〟が余計じゃないか？」

　私がひどくうろたえる様子を見て、刹那さんは楽しそうに笑う。

「先輩ですし、これが限界です。ご理解ください！」

　私は刹那さんに向かって、手を合わせて懇願する。

「まあ、今日のところはそれでよしとするか」

　穏やかな目で口元を緩めると、刹那さんは私の手から指輪を奪い、私の左手の薬指にゆっくりはめていく。

　式の時にも同じことをされたのに、今のほうが緊張するのはなぜだろう？　指輪のサイズがピッタリだから？

　薬指の指輪をじっと見ていると、何を思ったか刹那さんがその指輪にチュッと口づける。

　ギャアー!!

　声にならない悲鳴が出た。

　私がビックリして口をパクパクさせていると、刹那さんがいたずらっぽく微笑む。

「魔ま除よけだ」

　……キスした本人が悪魔の場合、どうやって身を守ればいいんでしょうか？

　そんな疑問を持ったが、身の安全のためにあえて口にしなかった。

「じゃあ、次行くぞ」

　刹那さんに腕をつかまれ、あれよあれよという間にまた車に乗せられる。

「『次』って、もう家に帰るんじゃないんですか？」

　早く帰って休みたいのに……。

　チラリと腕時計に目をやれば、午後の九時過ぎ。

　今日はずっと刹那さんに振り回されて、すごく疲れた。

「そんなに早く俺とふたりきりになりたいのか、桜子？」

　ニヤリとしながら鷹司さんが魅惑的な美声でそう囁ささやいて、私をからかう。

　突然何を言いだすんだ、この人は！

「だ……誰が!!　早く休みたいだけです！　勘かん違いしないでください！」

　顔を真っ赤にし、つっかえながらも、私は全力で否定する。

「新婚さんだもんね」

　ずっと車で待機していた運転席の榊さんが、からかうようにクスクス笑った。

「だから違いますってば！」

　赤面しながら否定し、ルームミラー越しに榊さんを睨みつける。

　一緒に悪ノリしないでよ～！

「右京、笑いすぎだぞ。次は病院だ」

　刹那さんが榊さんを注意するが、その声は親しげで優しい。

　……病院？　一体なんの用事があるんだろう。

「ははは。悪い」

　疑問に思う私をよそに、榊さんはたいして悪びれた様子も見せずに謝る。

　肌が白い刹那さんとは対照的に、彼はサーファーみたいに日焼けしていて髪は金髪に近い茶髪。超絶美形の刹那さんほどの強烈なインパクトはないけど、榊さんも顔が整っていてイケメンだ。彼はいつも笑顔だし、親しみやすくて身近な感じ。

　刹那さんがファーストネームで呼ぶってことは、相当親しいんじゃないだろうか？　榊さんって刹那さんよりは若く見えるけど、実際いくつなんだろう？

「榊さんとかなり親しいんですね」

　私が聞くと、刹那さんは小さく笑って頷いた。

「ああ。従弟いとこだからな。桜子と同い年だ」

『従弟』かあ。なるほど。親しいのも納得。それにしても、榊さんと私が同い年だったとは。彼のほうが社会人なせいか、私よりずっと大人に見える。

「クラスは違ったけど、僕も桜子ちゃんと同じ高校だったんだよ」

　榊さんが自然な流れで、また私たちの会話に入ってくる。

「え？　そうなんですか？」

　私は榊さんの言葉に目を丸くした。申し訳ないけど全然記憶にない。

「刹那兄ほどじゃないけど、僕もそれなりにモテたんだ。これからは僕のこと『右京』って呼んでね」

　右京さんは、私の反応を見て苦笑する。

「……すみません。覚えてなくて」

　私って現実の男に興味がなかったから、クラスメイトの男子ですら顔と名前が一致しなかったんだよね。

「あはは。謝られると、余計惨みじめなんだけど……」

　右京さんは困惑した顔で、ポリポリと頬ほおをかく。

「ごめんなさい。……あっ!!」

　また謝っちゃった。

　慌てて口を押さえると、「桜子ちゃんってかわいいよね」と言って右京さんがクスッと笑うが、刹那さんが急に表情を変え、私のほうを見た。

「右京のことは放っておけばいい。それよりも、病院に着いたら余計なことはしゃべるな。何か言ったら、融資の件は白紙だ」

　刹那さんの目が怖くて、私は口を押さえたままコクコクと頷く。

　突然不機嫌になった彼。

　それから病院に着くまでは、なんとなく気まずくてずっと無言だった。

　病院になんの用があるというのだろう。まさか、私に嫁としての適正があるか検査されるとか？　いや、でも結婚式は終わったし、今さらだよね。しかも、夜の九時過ぎに……。

　有名大学病院の裏口前に着き、車から降りると、今度は刹那さんに手をつかまれるが、驚いたことに彼は指を絡めてきた。

　突然のことにドキッとして、手を繋いで歩く彼の横顔をガン見する。

　だが、いつもポーカーフェイスの刹那さんの表情は読めない。わかるのは、彼が大きくて温かい手をしているということ。

　もっと冷たい手だと思ってたのに……こんな風に恋人繋ぎをされると、落ち着かないんですけど……。

　病院の中に入り、長い廊下を刹那さんに手を引かれながら、小走りで歩く。

　病院は、もう面会時間を過ぎていて静かだった。

　エレベーターに乗って五階で降りると、刹那さんはナースステーションに立ち寄って面会の許可を取り、向かい側にある病室の扉をノックせずに開けて入った。

　応接セットと五十インチくらいの大きなテレビがある、広さ八十平方メートルほどの豪華な個室。置いてあるソファや椅子は、革張りの高級品。壁は上品な白、カーテンの色はアイボリーで上飾りがついていて、床は温かみのある木目のフローリング。

　この部屋、一日いくらぐらいするんだろう？　床が絨毯なら、ホテルとさほど変わらない。鷹司さんのホテルと同じくらいの値段がするんじゃないだろうか？

「祖じ父いさん、待望の花嫁を連れてきたぞ」

　病室のベッドで寝ている老人に、刹那さんが声をかける。

『じいさん』って刹那さんのお祖父様？

　静かに横になっていたはずのやせ細っている老人が、刹那さんの声に反応して上半身を起こした。

「おお、桜子さんか？　よく来てくれた。わしは刹那の祖父の鷹司修しゅう治じだ」

　刹那さんのお祖父さんが瞳を輝かせながらニッコリ笑うが、私は彼が『桜子』と呼んだことに驚きを隠せずにいた。だって、本当の結婚相手は私の姉である薫子なのだ。

　思わず『なんで桜子って知ってるんですか？』と聞き返しそうになったけど、駐車場での刹那さんとの約束を思い出して、慌ててその言葉を呑み込む。

「今日は大事な式に出席できなくて、すまなかったのう」

　なんの挨拶も返せないでいる私に気を悪くした様子もなく、刹那さんのお祖父さんは目を細めて申し訳なさそうに謝った。

「いえ……」

　私は苦笑いしながら言葉を濁にごす。

　横にいる刹那さんの視線が痛い。『早く挨拶しろ』って言いたいんだろうな。

「桜子です。どうぞよろしくお願い致します」

　私はお祖父さんに近づき、ペコリと頭を下げた。

「さすが、梅園家のお嬢さんだ。お辞じ儀ぎが綺麗じゃな」

　私の顔を見て、お祖父さんは満足そうに頬を緩める。

「そんな……とんでもない」

　お祖父さんの言葉に、私は小さく首を横に振る。心の中は罪悪感でいっぱいだった。こんな優しそうな老人を騙だまして……私はここで一体何をしているのだろう？　『姉の身代わりで式を挙げたんです』って、このお祖父さんに言えたらどんなにいいか。

「桜子さんは……麻あさ子こさんによく似とる」

　お祖父さんは私の顔をまじまじと見てそう言った。

　麻子というのは私の亡くなった祖母のことだ。

「麻子さんとわしは若い頃、結婚の約束をしていたんじゃ。だが、梅園家には男子が産まれず、長女だった麻子さんは婿を取らなければならんかった。わしは鷹司家の長男だから、親に強く反対されてのう。麻子さんとは一緒になれんかった。梅園家との結婚はわしの悲願じゃった。刹那が桜子さんと結婚してくれて、わしは嬉しい」

　お祖父さんは両手で優しく私の手を握ると、にこやかに笑う。

　その笑顔はこの結婚を心から喜んでいるようで、偽の花嫁である私は胸がチクッと痛んだ。

「約束、忘れてないでしょうね？　ちゃんと手術受けてくださいよ」

　横にいた刹那さんが、少し怖い顔でお祖父さんに念押しする。

　手術？　今は元気そうに見えるけど……お祖父さん、どこが悪いのかな？

　私が考え込んでいると、お祖父さんがとんでもないことを言いだした。

「ああ、わかっとる。曽ひ孫まごを抱くまでは死ねん」

　曽孫!!

　私がギョッとした顔をすると、それを見た刹那さんがニヤリとした。

「曽孫を抱きたかったら、早く手術を受けて、先生の言うことをよく聞くんですね」

　刹那さんが私に近づいて当然のように肩を抱くと、ムスクの甘い香りがフワッと漂った。

　男の人なのに……こんないい匂いがするんだ。でも、危険な香り。なんだか……自分がおかしくなりそう。

「ふん、うるさいわ」

　お祖父さんが目を細め、ムッとした顔をする。

「『梅園家の娘と結婚しないと手術を受けない』って、子供みたいに駄々をこねてたのはどこの誰ですか？」

　刹那さんが冷ややかにお祖父さんを見据えると、お祖父さんは悔しそうにギリギリと歯ぎしりした。

　……なるほど。刹那さんが梅園家の娘との結婚にこだわっていたのって、お祖父さんのためだったんだね。

　この政略結婚の謎が解けて少し胸がスッキリした私に、お祖父さんは優しい目をして言った。

「桜子さん、こいつは有能だが陰険で毒舌で腹黒くてのう。扱いづらいだろうが、よろしく頼む」

「『陰険で毒舌で腹黒い』っていうのは、余計ですよ」

　刹那さんとお祖父さんの間に、火花が散っている。

　仲がいいのか、悪いのか……。

　でも、お祖父さんに手術を受けさせるために、うちとの結婚を決めるなんて……刹那さんにとっては、お祖父さんはとっても大事な存在なんだろうな。冷たい人かと思ってたけど、優しいところもあるのかもしれない。

「それにしても、鷹司家の嫁にしてはやけにシンプルな結婚指輪じゃな」

　お祖父さんが私の薬指の指輪に、チラリと目をやる。

　さっきまでの表情とは違う鋭い視線に、思わずギクッ。

　き、来たー！　早速ツッコまれた。

　お年寄りなのに目ざとい。

　刹那さんが宝石店で言ってた『あの人』って、お祖父さんのことだったのか。

　どうするの？　どうするの？

　私がおろおろしながら助けを求めるように刹那さんを見上げると、彼は余裕の笑みを浮かべた。

「桜子は宝石よりも本に興味があるんですよ。ダイヤに頬ずりはしなくても、オースティンの『高慢と偏見』の初版には、喜んで頬ずりするでしょうね」

　……なぜ私の好きな本まで知ってる？

　私は驚きで目を見開いた。

　オースティン……ジェーン・オースティンは十八世紀後半から十九世紀初頭にかけて活躍したイギリスの有名女流作家で、彼女の恋愛小説は海外でいくつも映画化されているし、私も大学院で彼女の作品を研究している。『高慢と偏見』は簡単に言うと、プライドと偏見に翻ほん弄ろうされる男女のラブストーリーで、オースティンが書いた中で私が一番好きな作品だ。

　結婚相手の妹だから素行調査くらいしているのかもしれないけど、私がどんな本が好きなのかなんて、お姉ちゃんも知らないのに……。

「そういえば……麻子さんも本が好きじゃった。愛読書は源氏物語で――」

　昔を思い出し、お祖父さんが懐かしそうにお祖ば母あちゃんのことを語るが、突然刹那さんがお祖父さんの話を遮さえぎった。

「俺たちはもう帰ります」

　刹那さんは悪びれた様子もなく、お祖父さんに軽く頭を下げる。

「おい、ここからがいい話なんじゃ」

　病室のドアに手をかける刹那さんを、お祖父さんは慌てて引き止めようとする。

「年寄りの話は長くなりそうですからね。忘れてませんか？　俺たちは今夜が結婚初夜ですよ。曽孫を抱きたければ、無駄話はやめて早く寝てください」

　意地悪く言って、刹那さんはお祖父さんとの会話を終わらせる。

「せ、せ、刹那さん！　何言ってるんですか～！」

　私は恥ずかしさでいっぱいで、ここが病院だということも忘れ、顔を真っ赤にして声の限り叫んだ。

「心配するな。ベッドでは優しくするから」

　そう甘く囁いて、刹那さんがどこか企み顔で微笑みかけるが、その笑顔が不気味すぎて、私の顔からサーッと血の気が引いた。

　ま、まさか……本気じゃないでしょうね？　一いち抹まつの……どころか、かなり不安。お姉ちゃん、どこにいるの？　お願いだから早く戻ってきて～。

　私が固まっていると、刹那さんが再び私の手に指を絡めてきて、彼に促されるまま私たちはお祖父さんの病室をあとにした。










ごまかせません




　ついに来てしまった。刹那さんの家。いや、刹那さんとお姉ちゃんの新居。

〝いざ、お宅訪問〟なんて明るい気分ではない。ここに彼と住まなければならないのかと思うと、牢ろう獄ごくに思えて気分が暗くなる。

　大学病院で刹那さんのお祖父さんに挨拶をしたあと連れてこられたのは、高たか輪なわにある二十五階建てのアールデコ調の高級マンション。

　彼の家は最上階にあり、玄関の扉は両開きで床は大理石。西洋風のデザインで、正面に視線を向けると、数十メートルもある長い廊下がスーッと延びていて、『ボーリングができそう』とふと思った。

　玄関の壁の左右には、シャガールの絵画が数点飾ってある。

　シャガールは二十世紀に活躍したロシア生まれのフランスの画家で、彼の作品ではパリのオペラ座の天井画が特に有名だ。

　シャガールの絵があるなんていいな。憧れちゃう。

　私は刹那さんに促されて靴を脱いで上がるが、壁に飾ってあるシャガールの絵の前で立ち止まる。車の中では緊張でドキドキしていたのに、絵を見た途端、目を奪われて心が落ち着く。

　この絵、本物だよね？　シャガールの幻想的な絵は、私も好きだったりする。青の色合いとかがとても綺麗で、一日眺めていても飽きない。

　絵をじっと眺めていると、刹那さんが私の横に立ち、声をかけた。

「シャガール、好きなのか？」

　絵に視線を向けたまま、そんな質問を投げかけてくる刹那さんの横顔を見ながら、正直な感想を伝える。

「美術にそんなに詳しくはないですけど、見るのは好きですよ。いいですね、毎日見られるなんて」

　単純に刹那さんがうらやましいと思っただけなのだが、彼は私と目を合わせると、意地悪く笑った。

「桜子も、これから毎日ずっと見られるだろ？」

　そんな面白そうに言って、私をからかわないでほしい。

「勝手に決めつけないでください」

　断じて、〝ずっと〟ではない。お姉ちゃんが戻るまでの間だけだ。

　私は再び絵を見据え、ムスッとした顔で答える。

「姉が戻ると、本気で信じてるのか？　たいした自信だな」

　刹那さんの、人をバカにしたような口調に思わずカッとなって、私は彼に向き直ると声を荒らげて言った。

「鷹司家の力を持ってしても、うちの姉ひとり探すことはできないんですか？　ずいぶん弱気ですね！」

　怒りで熱くなっている私がそう皮肉ると、刹那さんは微かにフッと笑った。

「これは一本取られたな」

　刹那さんが廊下をスタスタと歩いていくので、私も彼のあとについて、キョロキョロしながら廊下の突き当たりにあるリビングに向かう。

　途中に五部屋くらいあったし、間取りは５ＬＤＫか６ＬＤＫくらいだろうか？　高級マンションのペントハウスだなんてセレブな生活だなあ。ここ、いくらくらいするんだろ？

　刹那さんに続いてリビングに入ると、まずその部屋の広さに驚いた。

　三十畳ほどの広いリビングの天井はドーム型で、イタリア製と思われるオシャレな白いソファセットと、ブラックのガラステーブルが置かれている。床に敷かれているライトブラウンのカーペットは、ゴロゴロしたくなるくらいモコモコしていて、ガラス張りの大きな窓からは、綺麗に輝く東京タワーのイルミネーションが見えた。

　リビングだけでも、このこだわり。この天井は多分特注だよね？　ペントハウスだからできるんだろうけど。

　シックでラグジュアリーな大人の空間だけど、天井がドーム型のせいか、温かみもある。

　スーツのジャケットをソファの背もたれにかける刹那さんのそばに行き、私は語気を強めた。

「お姉ちゃんが戻ってきたら、刹那さんがうまくお祖父さんに事情を説明してくださいね！　私はもう、嘘をついて人を騙すのは嫌ですから。そもそも、なんでお祖父さんは私の名前を知っていたんです？　花嫁が変わってるのに、そのことについては何も言わなかったですよね？」

　病院で刹那さんのお祖父さんは、戸惑うことなく私のことを『桜子』と呼んだ。お祖父さんに直接聞けなかった疑問を、私は刹那さんにぶつける。

「桜子がウェディングドレスに着替えている間に、うちの両親と祖父さんには事情を説明しておいた」

　刹那さんは私の質問に無表情で答えるが、そんな彼の言葉を素直に信じることができない。確かに、私が代理だと説明する時間はあったと思う。でも、それならもっと気まずい雰囲気にならない？　なのに、『よろしく頼む』とまで言われちゃったし。

　彼のご家族が私に気を遣ってくれたのかもしれないが、何かが引っかかった。でも、その『何か』っていうのが、自分でもわからない。

　ああ～、考えていると頭痛がしてきた。そういえば……。

「お祖父さんは、なんの病気で入院してるんですか？」

「胃癌がんだ。今死なれては困るんだ。手術をすれば、まだ治せるステージだし、俺が鷹司グループを掌握するまでは生きていてくれなくては。俺が梅園の娘と結婚すれば手術を受けるというのなら、喜んで結婚する。結婚なんて、そもそも興味ないからな」

　冷たい目をして淡々と告げる刹那さんを見て、落胆する自分がいた。

「……なんだか、ちょっとガッカリ」

　口にできるはずもない言葉が、うっかり出た。

　病院では少しは優しい人なのかな、って思ったのに。やっぱり冷たい人なんだ、この人は。

「何がだ？」

　刹那さんの声で振り返ると、彼は目を細め、鋭い視線で私を見据える。

　でも、私は怖くなかった。むしろかわいそうな人だなって思う。

「私利私欲のためなら、なんでもするんですね。やっぱり冷血メガネ男だ」

　刹那さんの目を見て毅き然ぜんとした態度で言うと、彼は自じ嘲ちょうするかのように笑った。

「お前は謙虚で引っ込み思案な人間かと思っていたが、意外とはっきりものを言うんだな。面白い」

　……面白い？

『冷血メガネ男』と言った私のことを、怒らないのだろうか？

「この俺を恐れずに、面と向かってそんなことを言うのは、お前か右京くらいだ」

　刹那さんは興味深げに私を見る。その目に怒りは宿っていなかった。

「寂しいですね。本音を言ってくれる人が、あまりそばにいないだなんて」

　本当、心から同情します。

「俺が寂しい……か。ところで、お前の寝る場所についてだが、俺の寝室を使ってもらう」

　刹那さんが瞳に暗い影を落としたと思ったら、すぐに口角を上げ、悪魔のような笑みを浮かべる。

『俺の寝室』って、嘘でしょう!?

　刹那さんの冷たい声が頭の中でこだますると同時に、ハンマーで頭をドンと殴なぐられたような衝撃が私を襲った。

　本当に？　本当なの？

　私が信じられないという顔で刹那さんを見ると、彼は面白そうに軽く頷いてみせた。

　なんだか頭がくらくらする。今日はお姉ちゃんがいなくなったせいでずっと緊張を強しいられていて、ついに自分のキャパを超えてしまったのかもしれない。

　目の前には黒い渦巻きが見えて、自分の身体が巻き込まれそうだ。逃げようと思っても、身体が動かなくてどうすることもできない。

　これは悪夢だ……。現実のわけがない。夢から覚めれば、いつも通りの生活。お母さんの代わりに朝食を作って、洗濯をして、大学へ行って、バイトをして……。

　慌てた様子で「桜子！」と叫ぶ刹那さんの声が、遠くで聞こえたような気がした。




　目覚めると、私は知らないベッドの中にいた。

　見たこともないほど大きな、キングサイズのベッド。新品らしき白い枕に、真っ白な布ふ団とん。

「夢……じゃない」

　現実ということにショックを受けて、辺りを見回すと、ベッドには私しかいなかった。そのことにちょっとホッとする。横に刹那さんがいたら、失神したかもしれない。でも、左手の薬指の結婚指輪を見ると、思わずハーッとため息が出た。

　窓から太陽の光が差し込んでいるから、夜が明けたのだろう。昨日から状況は何も変わっていない。お姉ちゃんの結婚相手のベッドで目覚めるなんて最悪だ。

　それにしても、お姉ちゃんの荷物らしき物が見当たらないのはなぜだろう。お母さんの話では、今日から刹那さんと暮らすことになっていたはず……。荷物は、ほかの部屋にしまってあるのだろうか？

　私が寝ているベッドの横の空間は冷たい。でも、シーツや枕にちょっとシワがあるから、考えたくはないけど、刹那さんもここで寝たのだろう。彼に寝室が同じだと言われてからの記憶が、全くない。

「お姉ちゃんが戻ってくるまで、ここで寝なきゃダメなの？」

　考えると頭痛がする。額を押さえながら起き上がるが、何か変だと感じた。

　……なんで黒いＴシャツなんか着てるの？　しかもこれ大きいし、絶対に刹那さんのだよね？　それに、なんだか足がスースーするんだけど……。

　恐る恐る布ふ団とんの中を覗のぞけば、さらに驚いたことに、下着以外は何も身につけていなかった。

　自分で着替えた記憶はない。考えられるのは……刹那さんが……着替えさせた？

「わ～!!」

　私は奇声をあげて、両手で顔を覆った。想像するだけで身体がカーッと熱くなる。

　ブラはちゃんとつけているし、身体に違和感とかがないから、多分何もされていないと思う。だけど、着替えさせる時に、刹那さんは私の貧相な身体を見たに違いない。

「もう最悪!!」

　貧相すぎて、きっと鼻で笑っただろうな。あんな女慣れしてそうな人に見られるなんて……恥ずかしくて、当分顔を合わせられない。

　いや、……待って。もっとポジティブに考えよう。このＢカップの幼児体型のような身体のおかげで、私は無事だったのでは？

　刹那さんの周りにいる女性って、きっと綺麗な人が多いだろうし、私は女としては対象外ではないだろうか。同じベッドで寝ても襲われなかったのだから、私には興味がないに違いない。

　だとしたら、一ヶ月経たなくてもすぐに解放されるかもしれない。下着姿を見られたのは恥ずかしいけど、逆にラッキーじゃない？

　それにしても、刹那さんはどこに行ったのだろう？　いや、その前に今何時？　結婚式をやった昨日が日曜だったから、今日は……月曜だ。大学に行かなきゃ！

　慌ててベッドから下りようとしたその時、ピピピとメールの着信音がした。

　音のほうに目を向ければ、ベッドサイドのライトの下に私のスマホが置いてあった。

「あれ？　普段はマナーモードにしてるんだけどな」

　スマホを手に取ってメールの着信を確認すると、送信者は刹那さん。

　彼のアドレスを登録した覚えもないのに……なんで？

「寝ている間に、勝手に操作され……た？」

　スマホのロックは、いくつかの点を指でなぞって解除する簡単なものだから、昨日車の中でスマホを操作する時に、刹那さんにそれを見られていたのかも……。

　抜け目ない人だな。ある意味感心する。だから、経営者としても成功してるのだろうけど。

　スマホを操作して、刹那さんからのメールを開く。

【おはよう。今日から大学の送り迎えは右京がする。家の中の物は自由に使ってくれていい。足りない物があれば右京に言ってくれ。指輪は絶対に外すな】

「指輪は絶対に外すなって言われても、人に聞かれたらなんて答えるのよ！」

　この場に刹那さんはいないので、スマホに向かって文句を言う。

「つけていました」って嘘を言えたらいいんだろうけど、嘘をつくのって苦手なんだよね。きっと刹那さんにはすぐにバレるし、バレて融資を止められたら最悪だ。

　刹那さんがいる時以外は、絆ばん創そう膏こうか包帯でごまかす？　アクセサリーにあまり興味がない私が指輪してたら絶対に友達にツッコまれるし……。

「う～ん」と唸うなりながらふとスマホの時刻を見ると、午前八時すぎ。

「嘘！　マズい!!　遅刻する！」

　今日は九時に、学会で発表する論文を教授に見てもらう約束をしているのだ。遅れるわけにはいかない。ここからだと、大学まで電車で三十分はかかるよね？

　いや、そもそも持っていく論文が手元にない。一度家に戻らないと……。グズグズしてはいられない。

「服……私の服は？」

　ベッドから出て、辺りをキョロキョロと見渡せば、サイドテーブルの横に私の紺のスーツケースと、昨日結婚式に持っていったバッグが置いてあった。

「……スーツケース、いつの間に持ってきたのだろう？　刹那さんか右京さんが、私の家から取ってきてくれたのかな？」

　ベッドを出てスーツケースを開けると、私の着替えが数着と化粧品、それと通学で使っている紺のトートバッグが入っていた。トートバッグの中を確認すると、ノートパソコンと用意した論文が入っている。

「よかった。これなら、このまま大学に直行できる。お母さんが準備してくれたんだろうけど、たまには気が利くじゃない。……いや、たまたまバッグに入ってたと考えるほうが当たってるかな？　あのお母さんだもんね」

　ホッと安あん堵どし、素早く着替えを済ませて寝室を出ると、すぐにあの長い廊下に出た。

　小走りで玄関に向かって靴を履はくが、やはり刹那さんの靴はない。きっと今頃は会社で忙しく仕事をして、あの冷たい顔で部下にいろいろ命令しているんだろう。

　靴を履き終えると、ガチャという音がして玄関のドアが開いた。

「おはよ、桜子ちゃん。ハァーッ、間に合ってよかった」

　右京さんが、息せき切って現れる。

「右京さん……？」

　私はなぜ右京さんが来たのかわからず、小首を傾かしげながら彼を見上げた。

「遅れてごめん。刹那兄から聞いてると思うけど、これから毎日、大学まで送り迎えすることになったから。昨日の夜、桜子ちゃんの荷物を取りに梅園の家に行った時に、桜子ちゃんのお母さんが言ってたけど、今日は大学九時からなんでしょう？」

　……右京さんが私の荷物取ってきてくれたのか。そういえば、刹那さんのメールに送迎のことが書いてあったっけ。

　指輪や論文のことに意識が向いていて、気にもとめていなかった。でも、送迎なんて必要ない。

「大丈夫ですよ。子供じゃないし、大学まで行けますよ」

　私はニッコリ笑って断るが、右京さんは「そんなのダメダメ」と首を横に振った。

「桜子ちゃんは、わかってないなあ。鷹司家の嫁だよ。誰かに誘ゆう拐かいされる可能性だってある。お願いだから、もうちょっと危機感持ってね。無自覚なのが一番怖いから」

「はは、まさか」

　私が訝いぶかしげな視線を右京さんに向けると、人のよさそうな彼はポロリと本音を口にした。

「まあ、桜子ちゃんが逃げないか見張ってる、というのもあるんだけどね」

　右京さんは人懐っこい笑顔を見せると、ペロッと舌を出した。

「……やっぱり」

　私はガクッとうなだれる。きっとそれが一番の目的なのだろう。

　ええ、わかっていましたよ。あの冷血メガネ男が親切心で送迎してくれるわけがない。梅園家の娘がふたりとも逃げたんじゃあ、お祖父さんだって手術受けないかもしれないし、結局自分のためなんだよね。

　そう思うと、少し胸がチクッと痛んだ。

「桜子ちゃんのスマホに、僕のメアドと電話番号も登録済みのはずだから、講義が終わったら連絡くれる？　あと、これは生活費。三十万円入ってる」

　右京さんが胸ポケットから封筒を取り出すが、私は首を横に振った。

「受け取れません。私は刹那さんの、本当の妻じゃありませんから」

　それに、愛人でもない。こんなお金を用意するなんて最低。まるで自分がお金で買われるみたい。お金で私が思い通りになると思ったら、大間違いだ！　あの陰険男！

　私は顔をしかめながら、心の中で刹那さんを罵ののしった。

「じゃあさ、必要経費と思えない？」

　困ったような表情で右京さんは妥協案を提示し、私の手に封筒を握らせようとする。だが、私の意志は変わらなかった。

「刹那さんのお金はいただけません！」

　私は右京さんの目を見て、自分の意志をきっぱりと伝える。

　一円たりとも、刹那さんのお金なんか遣いたくない。変なプライドかもしれないけど、彼のお金を遣ってしまったら、負けのような気がした。そりゃあ融資のために偽装結婚は渋々承諾したけど、私がお金を欲しいわけじゃない。

「わかった。でも、送迎は譲ゆずれないからね」

　私の意志が固いのを悟ったのか、右京さんは仕方ないなって顔で、コクリと頷いた。

　できればひとりで通いたかったけど、人のよさそうな右京さんもさすがにそこは折れてくれそうになかったので、今日は仕方なく彼に従って車で大学に送ってもらう。

　右京さんが私を気遣って車内でいろいろ話しかけてくれたが、私は刹那さんにムカついていて『はい』とか『いいえ』しか言えなかった。

　四十分ほど車に乗っていると、ようやく大学が見えてきた。

「あっ、ここでいいです。ありがとうございました」

　右京さんに声をかけて、正門の少し手前で降ろしてもらう。

「桜子ちゃん、大学が終わったら連絡してね」

　車のドアを閉めようとする私に、右京さんが念を押すように言うが、私は返事をせずにドアを閉める。そして、彼の顔を見ずにそのまま大学の門を通って、教授の研究室に向かった。

　教員研究室棟の五階にある教授の部屋のドアをノックするが、教授はまだ来ていないのか、反応はない。

　腕時計に目をやると、ちょうど九時だった。

「もう少ししたら、教授も来るよね」

　フーッと息をついて壁にもたれかかり、乱れた前髪を左手で直すと、左手の薬指の指輪が目に入った。

「あっ……忘れてた。これ隠さないと」

　トートバッグから水玉模様のポーチを取り出し、中から絆創膏を出す。そして忌いま々いましい左手の指輪をじっと睨みつけると、指輪の上から絆創膏を貼った。指輪に恨みはないが、見るたびに刹那さんへの怒りが込み上げてくる。

　友達に気づかれなければいいのだけど……。昨日の結婚式からドタバタ続きの私。

　ハーッと朝から盛大なため息をついていると、教授がやってきた。

　論文を教授に見てもらうと、その後は友達となるべく接触を避けて講義をふたつ受け、今日の大学での予定は午後三時でなんとか無事に終了。

　右京さんに電話するように言われたが、私は彼には連絡せずに、いつものように電車に乗ってバイト先に向かった。

　大学からバイト先までは電車で十分。駅から五十メートルほど歩くと、ネオ・ゴシック様式の厳粛な雰囲気が漂う二階建ての建物が見える。それが私のバイト先である『久く世ぜ書しょ店てん』。

　中央には大きな天窓があり、その両サイドにはクラシックなステンドグラス、ドアを開けて一歩足を踏み入れば、目の前には赤い絨毯が敷かれた螺ら旋せん階段がある。

　一階はレトロな喫茶店、二階はアンティークの洋書を扱う本屋で、奥に事務所と控え室がある。一階から二階は吹き抜けになっていて、中央の螺旋階段を上ると、木製の本棚が十列あり、本棚には各分野別に革装の本が並んでいる。

　まるで異国の図書館だ。

　本屋の広さは三十畳くらい。階段を上がって右端には、初版本などの珍しい本を集めた特別室、手前にはカウンター、左手にはロココ調の豪華なソファと長テーブルがあって、座って本棚の本をゆっくり見ることができる。

　ここは、私の大好きな場所。私の担当教授が『君にピッタリだ』と言って、バイト先として紹介してくれたのだ。

「やあ、桜子ちゃん。今日は大学、早く終わったんだね。昨日の薫子と刹那の結婚式、出張で行けなくてごめん。式はどうだった？」

　本棚の奥から、イケメン店主の久く世ぜさんが顔を出す。

　うっ、いきなりその話題ですか？

「……なんとか無事に終わりました」

　お願い、それ以上は聞かないでください。もう二度とあの結婚式のことを思い出したくない。

　私は苦笑しながら答え、さりげなく久世さんから目を逸らした。

　久世さん……久世秋あき人ひとさんは、全国に百十店舗ある大手書店『ＫＵＺＥクゼ　ＢＯＯＫブックＳＴＯＲＥストア』の御曹司。このアンティークの洋書店は、もともとは久世さんのお祖父さんのものだったらしいけど、お祖父さんが亡くなってからは、久世さんが趣味で店を開けていて、一階の喫茶店も彼が経営している。

　久世さんは刹那さんやお姉ちゃんと同級生で、高校生の時は生徒会の副会長をしていた。

　世の中って狭いと思う。久世さんとは大学が違ったし、まさか彼に再会するとは思わなかった。

　久世さんは私が尊敬する先輩で、優しくて親切で兄のような存在。高校一年の時、クラスの学級委員だった私は、体育会や文化祭の運営で困った時に、生徒会副会長だった久世さんによくアドバイスをしてもらった。

　久世さんは髪が短く、茶色のさらさらヘアで前髪を下ろしている。そのヘアスタイルは昔から変わらず、王子様のような甘いルックスで背も高くて頭もいい。高校の時は、刹那さんと女の子の人気を二分していた。

　私は断然、久世派だ。今も昔も。

　刹那さんみたいなクールで冷たい人がいい、って人もいるけど、私はやっぱり久世さんみたいに、優しい人のほうが好感が持てる。それは恋愛感情ではなく、尊敬の念だけど。

　彼は本の知識も豊富で、ここでバイトをするといろいろと勉強になるのだ。

「それはよかった。桜子ちゃん、来て早々悪いんだけど、この本を検品してくれない？」

　久世さんは手招きすると、カウンターの中に入り、ある本を棚から取り出して私に見せる。

　それは、ルドゥーテの『バラ図譜』で茶色の革装の二巻本。

　十九世紀初頭にパリで活躍したルドゥーテは、ベルギー出身の植物画家。薔薇の花の絵は日本でもとても人気があり、初版の絵のプレートはバラバラにされて、一枚十万円前後で取引されている。額縁に入れて壁に飾れば、立派な絵画だ。

　ここで言う〝検品〟とは、ページを一枚一枚めくって、落丁や乱丁がないか調べること。

「ひょっとして、初版ですか？」

　ルドゥーテの本を見て、さっきまでブルーだった私のテンションが上がる。初版となると多分……何百万もするんだろうな。

　検品して落丁がなければ、こういう貴重な本は特別室に置かれる。特別室は普段施錠されていて、お客さんは店員の立ち会いなしに入室できない。

「そうだよ」

　久世さんが目を輝かせる。

「了解です！　荷物置いてきますね」

　ひと言断ってから、奥の控え室に荷物だけ置いてすぐに戻ると、カウンターの中に入る。そして引き出しから白い手袋を取り出し、はめようとすると、私の手を見た久世さんが表情を変えた。

「桜子ちゃん、その左手どうしたの？」

　あっ、早速ツッコまれた。久世さん、結構目ざとい。

「……え～と、紙でスパッと切っちゃって」

　嘘をつくのが後ろめたくて、思わず目が泳ぐ。目を合わせて平気で嘘をつくほどの度胸は私にはない。

　そんな私のやましい気持ちを知ってか知らずか、久世さんはさらにツッコんできた。

「でも、絆創膏を貼ったにしてはすごく膨らんでるし、左手の薬指なんておかしくない？　その位置だと、指輪を隠してるように見えるんだけど……」

　訝しげな視線。す、鋭すぎる。あなたはシャーロック・ホームズですか？

　大学の友人はごまかせても、久世さんは無理……か。どうする？　素直に打ち明ける？

「そ、それはですね……」

　必死に言い訳を考えようとするが、久世さんにじっと見られていては、うまい考えも浮かばない。

「桜子ちゃん、詳しく説明してくれるよね？　恋人でもできた？」

　久世さんの顔は笑っているのに、目が笑ってない。

　なんだか怖いんですけど……なんで？

「あの……その……」

　私が逃げ腰になっておどおどしていると、久世さんがニコニコしながら私との距離を詰めてくる。

　……怖い。正直に言わなきゃダメ？　どうする桜子!!










想定内って？




「ふーん、薫子の身代わりね。刹那のヤツ……」

　顎に手を添えながら、久世さんは顔をしかめ、ポツリと呟く。その目はじっと私の薬指を見ていた。

　薬指に貼っていた絆創膏は久世さんにはがされ、ピカピカの結婚指輪が彼の目に映っている。

　左手の指の怪け我がが嘘だとバレてから、私は久世さんに事情をほとんど説明した。いや、白状させられたと言うほうが正しいかもしれない。

　だって、いつもは優しい久世さんの目に、なんか禍まが々まがしいものが見えたんだもん。

　逃げた姉の代わりに式に出たことや、婚姻届に署名させられたこと、一ヶ月以内に姉が戻らなければ本当に結婚させられること、結婚指輪は外してはいけないこと、そして……刹那さんの家に同居していることを辿たど々たどしい口調で説明した。

　だけど、ひとつだけ久世さんに言えなかったことがある。それは、刹那さんと一緒に寝たこと。

　何もなかったけど……ほかのことを久世さんに話していくうちに、彼のまとっている空気がだんだん黒くなっていく気がして、これだけはどうしても言えなかった。

「あの……お願いです。私が話したことは、刹那さんには内緒にしててください。バレたら、区役所に婚姻届を提出されちゃいます」

　私は久世さんに向かって手を合わせ、必死にお願いする。

　刹那さんにバレた時が怖い。あの人が本気で怒ったら、彼のひと睨みで私はカチンコチンに凍る自信がある。

「……わかったよ。でも、何か困ったことがあったら、必ず僕に相談して」

　ため息交じりの声で渋々了承し、久世さんは私の両肩に手を置いて、じっと見つめてくる。

「……はい」

　久世さんに迷惑をかけられないなって思いながらも、小さく返事をした。

「でも……ちょっと腑ふに落ちないんだよね」

　形のいい眉を寄せながら、久世さんは悩ましげに呟く。

「何がです？」

　私は首を傾げて、彼を見つめ返す。

「仕方なく結婚する相手と、あの刹那が一緒に住もうとするなんて……。僕の知ってる刹那なら、式を挙げて籍を入れたら、結婚相手には自分とは違うマンションを買い与える」

　なるほど、久世さんだとそういう読みになるのか。さすが幼稚園から大学まで、刹那さんと同じだっただけのことはある。

「そう言われると、そういう気もしますが……刹那さんのことってよく知らないんですよね」

　学生の時から刹那さんの存在は知ってたけど、面と向かって話したのは、昨日が初めてだし……。久世さんみたいに刹那さんの思考や行動パターンまではわからない。

「薫子と予定通り式を挙げてたら、一緒に住もうとしただろうか？」

　私に質問するというよりは、自問自答するように久世さんは呟く。

「さあ……」

　首をひねりながら、頭の中で久世さんの疑問について考える。

　確かに、まだ刹那さんの家を全部見たわけじゃないけど……お姉ちゃんの荷物がなかったような……。

「考えてみると、刹那って結構……」

　久世さんは何か思い出したのか、顔を近づけ、私をじっと見据える。

　え……え、何？

「久世さん？」

　久世さんの顔が近くにあって、私はうろたえた。

「……いや、なんでもないよ。それより、刹那はこのバイトのこと知ってるの？」

　久世さんは首を横に振りながら笑顔を作ると、スッと顔を遠ざけて話題を変えた。

「いいえ。……言ってないので、多分知らないと思います」

　刹那さんに話してバイト禁止にされたら、私の憩いこいの時間がなくなる。

「そう。今ここにいることも、刹那には伝えてないんだね？」

　久世さんが穏やかな声で確認してくると、私は彼の目を見て頷いた。

「はい」

　私の答えに「ふ～ん」と呟くと、久世さんは顎に手を当てて何やら思案する。だが、それ以上刹那さんのことには触れなかった。

「じゃあ、ルドゥーテの本の検品を頼むよ」

　久世さんはいつものようにニッコリ微笑むと、私の肩をポンと叩たたく。

　……私を見て、何か考えてたような気がしたんだけどな。なんだったんだろう。

「……はい」

　私が返事をすると、久世さんはカウンターテーブルの上に置いておいたノートパソコンに触れ、何やらメールをチェックしだした。

　きっと『ＫＵＺＥ　ＢＯＯＫＳＴＯＲＥ』のほうの仕事のメールだろう。社長の息子である久世さんは、この洋書店の店主だけど、『ＫＵＺＥ　ＢＯＯＫＳＴＯＲＥ』の常務でもある。

　店を私に任せて千代田区にある本社に行くこともしばしば。

　今日はスーツを着ているし、本社に行くのかな？

　久世さんから解放された私は白い手袋をはめると、椅子に座って、久世さんの横で本の検品を始めた。

　今はお客さんはひとりしかいないし、集中してできそう。

　このバイトを始めて、一年が経つ。

　最初はわからないことが多かったけど、仕事にもだいぶ慣れてきた。この仕事は好きだし、お姉ちゃんの身代わりをしているからといって、辞めたくない。

「今日も、久世さんは本社に行くんですか？」

　私は本から顔を上げると、久世さんの予定を確認した。

「その予定だったんだけどね。急な来客がありそうだからやめておくよ」

　何やら企み顔で久世さんは微笑む。

「急な来客？」

　私が首を傾げると、久世さんは私の肩を軽くポンと叩いた。

「桜子ちゃんは気にしなくていいよ。さあ、仕事に集中しようか」

「はい」

　そうだ。バイトに来たんだもん。ちゃんと仕事しなきゃ。

　私は慌てて本の検品に取りかかる。本に書かれている目次やプレートリストと照合しながら、ページの抜けがないか確認していく。

　やはりルドゥーテの絵は、手て彩さい色しょくが綺麗で絵に見入ってしまう。辞書とか、聖書の検品は、途中で睡魔との戦いになるんだけどね。

　睡魔に襲われて、どこまでページをめくったか覚えてなくて、最初からやり直したことが結構ある。

　いつもよりじっくり時間をかけて検品を終えると、そっと本を閉じた。

　ただでこんなに見られるなんて、役得だよね。

「よかった。落丁なかった」

　入荷した本の値段を決めるのは、久世さんだ。本の仕入れ値やコンディションで決めるらしいが、私とふたつしか変わらないのに、久世さんひとりで仕入れから販売までできちゃうってすごい。

　久世さんは、すべてお祖父さんに教えてもらったって言っていたけど、『ＫＵＺＥＢＯＯＫＳＴＯＲＥ』の常務の仕事もしているし、有能な人だなって思う。

「久世さん、落丁はありませんでした」

　私は椅子から立ち上がると、隣にいる久世さんに笑顔で報告する。

「そう。ご苦労さま」

　久世さんがニコッと微笑んだ時だった。

　螺旋階段のほうからコツンコツンという靴音が響くと、なぜか一気に鳥肌が立つ。

　この鳥肌の立ち方。寒気もするし、すごーく嫌な予感がする。まさか……。

「右京から、大学が終わったら連絡するように言われていたはずだが」

　怒気を含んだ冷たい声が、私の脳に直接響く。

　その声とともに姿を現したのは、やはり冷血メガネ男だった。

　顔からサーッと血の気が引いていく。

　どうしよう。見つかってしまった。久世さんの言ってた『急な来客』って、刹那さんのことだったのか。久世さんは、刹那さんが私のバイト先をすぐに突き止めるって予期してたのね。

　……考えてみれば、私の愛読書だって刹那さんは知ってるんだもん。バイト先を知るくらいわけないよね。言わなければバレないと思ってた、私の考えが甘かった。

　冷たいその眼まな差ざし……怖すぎる。

　私がうろたえている間に、刹那さんは私がいるカウンターの前に立つ。目の前に立たれると、威圧感が半端ないし、逃げ場がない。

「そ、それは……」

　身体が萎い縮しゅくしてしまって、何も言えない。

　だって、バイトしてるなんて話したら、絶対辞めさせられるのがわかってたから。

〝仮〟とはいえ、『鷹司家の嫁がバイト？』って、すごく怒って睨みそうじゃない？　もうすでに怒らせてるみたいだけど……。

「なぜ連絡しなかった？　右京は一時間、ずっと大学の前でお前を待ってたぞ」

　大人が子供を叱しかるように、刹那さんは私を注意する。

　右京さん、一時間も待ってたんだ。

　ふとブラウンのアンティークの壁時計に目をやれば、午後五時前。

「……連絡したら、きっとダメって言ってたでしょう？」

　刹那さんから目を逸らし、伏ふし目がちに答える。

　右京さんには悪かったけど……。

「……私だって自由が欲しいんです。私は奴ど隷れいじゃない」

　小さな声でそう答えると、私は自分の手をギュッと握りしめた。

「自分の立場がわかっていないようだな」

　怖くて顔を上げられないけど、刹那さんの鋭い視線を痛いほど感じる。

　どうしよう？　怒ってる。すっごく怒ってる。

　私がブルブルと震えていると、久世さんが私をかばうように、私たちの会話に割って入ってくれた。

「刹那、久しぶりだね。うちの店員に何か用？」

　久世さんはにこやかに挨拶するが、刹那さんは無表情のままチラリと久世さんに目を向けただけで、自分の用件のみを伝える。

「妻を迎えに来ただけだ。連れて帰る」

「妻……ね。うちにも披露宴の招待状が来てたけど、相手は桜子ちゃんだったんだね。僕はてっきり、薫子と結婚するのかと思ってたよ、招待状も薫子の名前になってたし。招待状が間違ってたのかな？」

　久世さんの目が面白そうに輝く。

　すると、刹那さんはぶすっとした表情で目を細めた。

「ああ。ちょっとした手違いだ」

「ちょっとした？　鷹司家の披露宴にしては、やけにお粗末じゃない？」

　顔はニコニコしているけど、久世さんは刹那さんに喧けん嘩かを売るようにツッコむ。

　すごい……。刹那さんに負けていない。刹那さんと対峙しても全然怯んでいない。

　さすが学生時代、刹那さんと双璧だっただけある。テストの成績もスポーツも、女子の人気も、常にこのふたりは首位を争っていた。親友というよりはライバルだったんだよね。

「政略結婚だ。急な変更くらいある」

　刹那さんは久世さんの挑発には乗らず、平然と告げた。

「ふうん。つまり、薫子に逃げられた？」

　久世さんが刹那さんをからかうように、クスッと笑う。

　だが、私の予想に反して刹那さんは悔しがる様子もなく、フッと笑ってみせた。

「それは想定内だ」

　……なんだろう、この余裕。まるで、お姉ちゃんが逃げることを予想してた言い方じゃない？　まあ、幼稚園から高校までずっとお姉ちゃんと同級生だったんだから、お姉ちゃんの性格くらい、知り尽くしているだろうけど。

「そうなんだ？　仕事が忙しいのにわざわざ妻を迎えに来るなんて、お前も変わったね。しかも、政略結婚の相手なのにさあ」

　久世さんの、どこか挑発するような口調にも刹那さんは動じず、冷ややかな視線を久世さんに投げる。

「余計なお世話だ。桜子、帰るぞ」

　刹那さんが久世さんに冷淡に言って、私の手をギュッとつかむ。

　……手が痛い。そんなに力入れなくても……。

「まだ仕事が……」

　私はこの状況に動揺しながらも、刹那さんにまだ帰れないと伝えようとした。

「今日はもう上がっていいよ、桜子ちゃん。でも刹那、桜子ちゃんはこの仕事が好きなんだ。辞めさせるようなことはしないよね？　そこまで心が狭い男じゃないと、僕は信じてるよ」

　久世さんが刹那さんに、挑戦的な目を向ける。

「桜子ちゃんはとってもいい子なんだ。彼女を泣かせたら僕が許さない」

　真剣な表情で告げると、久世さんは刹那さんに鋭い視線を投げた。

　いつも笑っている久世さんの、そんな怖い顔を見るのは初めてだった。

「お前に何ができる？」

　久世さんを見据え、片眉を上げる刹那さん。

「力づくでもお前から桜子ちゃんを奪う。刹那はいつだって無表情で、僕の欲しい物を易々と手に入れるんだ。正直言って、ムカつくんだよ」

　久世さんは強い口調で、刹那さんへの不満を口にする。

「それは、お前が本気にならないからだろう？」

　刹那さんは、どこか久世さんをバカにしたような声で言い放った。

「まあね。だから……桜子ちゃんを泣かせたら、今度ばかりは僕も黙っちゃいないよ。本気でいく」

　……ふたりの話が、なんかおかしな方向に行ってない？　私を守るために、久世さんも心にもないこと言っちゃって……。私のことを心配してくれるのは嬉しいけど、刹那さんに喧嘩を売ったら、久世さんだって何をされるかわからないのに。

「勝手にしろ」

　刹那さんは久世さんを睨みつけるようにそう言うと、私を椅子から立ち上がらせて、手を引く。

「久世さん……」

　私が不安げに久世さんを振り返ると、彼は私を安心させるように微笑んだ。

「また明日ね、桜子ちゃん」

　久世さんが手を振ると、私は彼の目を見てコクリと頷いた。

　関係ないのに巻き込んじゃってごめんなさい、久世さん。

　階段を下りて店の外に出ると、突然、刹那さんが立ち止まった。

「これからはどこにいるか、必ず連絡しろ。右京だって心配する。俺だって暇じゃない。手間をかけさせるな」

　冷淡な声。刹那さんは無表情で、感情が読めない。

『悪かったですね』って皮肉っぽく言いたかったが、拳こぶしを握りしめてなんとかこらえる。

「……はい」

　右京さんに会ったら、ちゃんと謝ろう。彼もひょっとしたら、私のせいで刹那さんに叱責されたかもしれない。

「そんなにバイトがしたいなら、続けていい。ただし、今日のような勝手な真似はするな。今度やったら、どうなるかわかっているな？」

　刹那さんの静かな怒りが、ひしひしと伝わってくる。

「……はい」

　私は悔しくてギュッと唇を噛かみしめた。ここで『いいえ』と言えたら、どんなにいいだろう。でも、そんなことは許されない。

　バイトのお許しは出たけど、私は……まるで彼の囚人だ。私に行動の自由はない。だけど……お姉ちゃんが戻ってくれば、私は解放される。もし……お姉ちゃんが戻らなかったら……ずっとこのまま。ううん、そんなの絶対に嫌!!　考えたくもない。

　マンションに戻ったらお父さんに電話して、お姉ちゃんが見つかったか聞いてみよう。お父さんだって、お姉ちゃんのことを探してるはずだ。

　それにしても、さっき刹那さんが言っていた言葉が気になる。『想定内』と彼は言った。用意周到そうな彼のことだ。お姉ちゃんが逃げることを予期していたってことは、私と式を挙げることも想定していたわけで……。

　なんだろう、胸に広がるこの不安。うがった見方をすれば、お姉ちゃんが逃げたのは、彼にとって計画通りだった？










飴あめと鞭むち




　久世さんの店を出ると、すぐに右京さんの運転する車が現れ、刹那さんと私は後部座席に乗り込んだ。

「右京さん、いろいろとご迷惑をおかけしてすみませんでした」

　私は車に乗ると、開口一番に右京さんに頭を下げて謝った。

「迷惑じゃないけど、桜子ちゃんが誘拐されたのかと思って、マジで焦あせったんだ。これからは、ちゃんと連絡してね」

　右京さんは優しく言うが、私はシュンとなる。

　罪悪感でいっぱいだ。彼を心配させるつもりはなかった。私はただ刹那さんに腹を立てていて、バイトのことを連絡しなかったのは、私なりに反抗しただけ。

　そもそも、本屋のバイトのことは家族にすら知らせていない。『梅園家の娘がバイトなんて！』と反対されるのが目に見えているからだ。

　誘拐の心配までさせてしまったのなら、本当に悪いことをした。きっと大騒ぎだったに違いない。多忙の刹那さんが隣にいるのが、その証拠だ。

　刹那さんは車中というのにノートパソコンを広げ、電話会議中。

　時刻は夕方の六時。十五分ほど車に乗っていると、車は赤あか坂さかにあるホテルＴＡＫＡＴＵＫＡＳＡのエントランスの前で停車した。

　刹那さんが降りたので私も車から降りようとしたが、彼に冷たく止められた。

「桜子は来なくていい。右京がマンションまで送っていく。くれぐれも勝手な行動はしないように」

　刹那さんは、先生のように私に注意する。

「はい」

　私は彼から視線を逸らし、機械的に返事をした。私なりのささやかな抵抗だ。

　私が『はい』と言えば、それであなたは満足なんでしょう？　ひとりでは、もう出歩くなってことだよね。そのうち、トイレに行くのにも許可がいるんじゃない？

　心の中でそっと毒づくと、彼の背中に向かってあっかんべーをする。大人げないと思ったが、やらずにはいられなかった。鬱うっ憤ぷんがたまっていたのだ。

　刹那さんの姿が見えなくなると、右京さんは苦笑しながら車を発進させる。どうやら今のあっかんべーを見られたらしい。

「刹那兄もすごく心配したんだよ。桜子ちゃんのスマホのＧＰＳで、居場所がほぼわかった時は、会議中だったのに『俺が直接迎えに行く』って言いだしてね」

「……私がいなくなったら、お祖父さんの手術のことで困りますもんね」

　私が心配だからじゃない。お祖父さんに死なれたら困るからだ。

　直接迎えに来たのだって、私が逃げないよう脅すためだよね？

「……桜子ちゃん。刹那兄はそんな冷たい人間じゃないよ」

　右京さんが刹那さんをフォローするが、私は聞く耳を持たなかった。

　刹那さんはお姉ちゃんが逃げたのは『想定内』って言ってたけど……万が一、彼の計画通りだとしたら、一ヶ月以内にお姉ちゃんが戻ってこない可能性が高い。

「右京さん、刹那さんはちゃんと、お姉ちゃんを探してくれてますよね？」

「もちろんだよ」

　右京さんは間かん髪はつをいれずに答えるが、それを鵜う呑のみにはできない。今の私は彼らの言うことに懐疑的になってしまう。私は右京さんの顔をじっと見た。

　刹那さんがお姉ちゃんを探していないとしたら……？

　私も梅園家の娘だから、結婚相手として彼の条件に合うのは理解できる。だけど、刹那さんにとって、お姉ちゃんよりも私のほうがいいと思えるメリットは？　……私は地味だけど……お姉ちゃんよりも離婚しやすい点だろうか？

　お姉ちゃんは自己主張が強いし、刹那さんの都合で離婚ということになれば、ごねにごねて高額の慰謝料を請求するに違いない。お姉ちゃんはそういう人だ。お金がすべて。自分が何不自由なく暮らせればいい。それに、束縛をされるのを何よりも嫌う。

　私は性格も生活スタイルも地味だし、お姉ちゃんのような豪遊もしないし、離婚ということになればお金の請求はせずにすぐに応じる。

　刹那さんの鷹司グループでの地位が確固たるものになれば、彼はきっとすぐに離婚を切り出すだろう。

　私って……刹那さんにとってみれば都合のいい女なのかも。

　そう考えると、思わず長いため息が出た。

　高輪の刹那さんのマンションの前で車を停車させると、右京さんは後部座席にいる私のほうを振り返った。

「刹那兄の帰りは深夜になると思うんだ。気にせず寝ていいよ。冷蔵庫に食材は入ってるし、食べる物には困らないと思う。足りない物があったら連絡してね」

「あのう、実家に取りに行きたい物があるんですけど……」

　遠慮がちに右京さんにお願いしてみる。今日は迷惑かけちゃったから、あまり強くは言えない。

「何？　僕に言ってくれれば取ってくるよ」

　右京さんが私に向かってニコッと笑うが、その顔を見て『おやっ？』と思った。

　笑顔でごまかそうとしてるけど、実家に物を取りに行くのも禁止なの？

「本を数冊と梅干しと、イカナゴの佃つくだ煮にと自じ然ねん薯じょです。すり鉢は刹那さんのマンションにありますか？」

　右京さんに確認するが、彼は私のセリフに目を丸くした。

「梅干しとイカナゴの佃煮と……自然薯？　それって……？」

　呆あっ気けに取られた顔で、右京さんは私に聞き返す。

「私の〝飯の友〟です」

　すると、右京さんがケラケラ笑いだした。

「ハハッ、やっぱ桜子ちゃんって面白いわ。普通女の子って、服とか化粧品を気にするのに……。まあ、そこが桜子ちゃんの魅力なんだろうね。すり鉢も……刹那兄の家は調理器具も揃ってるから、多分あると思うよ」

『面白い』って……何？　何がそんなにおかしいの？

　爆笑している右京さんを見て、キョトンとする私。

　だって、服とか化粧品とか必要な物はスーツケースに入ってたし、私はファッションより食べ物のほうが気になるんだもん。

　とりあえず、すり鉢はある……と、あと何か忘れてないかな？

「あっ、あと味み噌そもお願いします」

　味噌もうちで使ってる物じゃないと、落ち着かないんだよね。

　私が真顔でお願いすると、右京さんは腹を抱えて大爆笑する。

「桜子ちゃんって、どこかのおばあちゃんみたいだね。梅園家の食事も家政婦さんがいなくなってからは、桜子ちゃんが作ってたんでしょう？」

　笑いすぎて涙目になっている右京さんは、手で涙を拭ぬぐいながら私に尋ねる。

「……なんで、そんなことまで知ってるんですか？」

　私は右京さんの言葉に目を丸くした。

「昨日の夜、桜子ちゃんのお母さんに、桜子ちゃんの荷物をまとめてもらったんだけど、バッグを受け取る時に『桜子がいなくなると、食事を作る人がいなくて困るわ』って、お母さんが話しててね」

　お母さん……右京さんに、何うちの事情をベラベラ話してるのよ！　それに、『娘が心配』とかないの？　……薄情な母だ。

「ははは、そうなんですね。母は家事が苦手で、姉も家事には全く興味がないので」

　私は乾いた笑いを浮かべながら、右京さんにうちの事情を説明する。

「桜子ちゃんて、いい子だよね」

　急に右京さんに優しい顔で褒められ、私は首をブンブンと横に振る。

「いえ、そんな。私の趣味みたいなもんですから」

　私に料理を教えてくれたのは、うちに来ていたお手伝いさんだ。華道や日本舞踊などの習い事より、私は料理をしているほうが楽しかった。私が作る物を家族に食べてもらって、『美味しい』って言ってもらえるのが何より嬉しい。

「あっ、そういえば今日のご飯、誰が作ったんだろう？　お父さんかな？　でも、お父さん、料理できたっけ？　いや、できないよね、やっぱり。このままだと……路頭に迷うどころか餓が死しする？」

　独り言のつもりだったのに、私が青くなっていると右京さんが疑問に答えてくれた。

「大丈夫だよ。桜子ちゃんが刹那兄のマンションに住むことになったから、刹那兄と相談して、梅園の実家のほうには家政婦を手配したんだ。実家のことは、心配いらないからね」

　私を安心させようと、右京さんはニコッと微笑む。

　右京さんって有能だな。……仕事が早い。

「そうなんですね。でも、そこまでうちが甘えてしまうのは……」

　私が申し訳なさそうにしていると、右京さんは首を横に振った。

「そう重く考えないの。鷹司家にとっては、なんでもないことだよ。それに、奥さんの実家を守るのも、旦だん那なの努めでしょう？」

「私は仮の嫁ですけどね」

　私がすさんだ心で呟くと、右京さんがおかしそうに頬を緩める。

「ふふ。こだわるね。抵抗するのをやめて、そのまま刹那兄の本当のお嫁さんになればいいのに」

「丁重にお断りします」

　私が仏ぶっ頂ちょう面づらで言うと、右京さんは困ったように笑い、ズボンのポケットから金色のカードキーを取り出して、私に手渡す。

「これがマンションのカードキー。オートロックだから、気をつけてね。あと、玄関に刹那兄からのプレゼントを置いておいたから開けてみて」

　私は右京さんからカードキーを受け取ると、首を傾げた。

「プレゼント？」

「それは、開けてみてからのお楽しみ。僕も同じマンションの下の階に住んでるから、何かあれば遠慮なく言って。あっ、それから必要な本のタイトル、僕にメールしておいてね」

　右京さんは私に向かってウィンクすると、私を元気づけるように微笑んだ。

　……あなたは秘書というより、どこぞのアイドルでは？　高校の時は存在にも気づかなかったけど、確かにこのチャーミングな顔ならモテてたかも。

「ありがとうございます」

　軽くお辞儀をして車を降りると、昨日、刹那さんがしていたようにマンションの入口でカードキーをかざし、部屋の前のドアも同じようにして中に入る。

「これ、さっき右京さんが言ってた、刹那さんからのプレゼントかな？」

　玄関前の廊下に、見覚えのある薔薇の花模様の紙袋が置いてあった。

　開けてみたい気もするが、その前に確認したいことがある。

　靴を脱いで中に上がると、手当たり次第に部屋のドアを開けて、姉の荷物がないか確認した。最後に、今日目覚めた寝室の中も探したけれど、姉の荷物はどこにも見当たらない。

　久世さんの言うように、刹那さんはお姉ちゃんに、どこか別のマンションを用意したのだろうか？　だとしたら、どうして私をここに連れてきたの？　ネチネチいじめて楽しむため？

「う～ん、わからない」と首を傾げると、バッグからスマホを取り出して姉から連絡がないか確認した。やはり音おと沙さ汰たはなく、昨日に送ったＬＩＮＥにも既読マークすらついていない。電話もかけてみるが、応答しなかった。

　落胆しながら、父に姉の捜索状況を知らせてくれるようにメールを打つと、姉にもすぐに連絡をするよう、もう一度メールとＬＩＮＥにメッセージを送った。

「あっ、そういえば、右京さんに本のタイトルを知らせるんだっけ？」

　メールを早打ちして、図々しくも本のタイトルを十冊ほど羅列すると、右京さんにすぐに送信。

　それからキッチンに行って、業務用かと思うくらい大きな冷蔵庫の中を確認した。

　右京さんの言うように、肉、魚、野菜がたくさん詰め込まれている。

　料理を作って冷凍とかすれば、二週間は買い物しなくもよさそうじゃない？　米も未開封の物が十キロあるし……。

「……これで籠ろう城じょうでもしろと？」

　アイランド型のキッチンはうちのと違って広いし、使い勝手がよさそう。オール電化なのもいい。

　梅園の家だと、たまにうっかりガスコンロの火をつけっぱなしにして、鍋を焦こがしちゃうんだよね。

　冷蔵庫の食材の賞味期限を確認しながら、料理をシミュレーションし、いろいろ下ごしらえをすると、右京さんの部下らしき人が、私の飯の友と本を持ってきてくれた。

　時計を見れば、もう午後九時。

「お腹空いたし、今日はこの辺で終わりにしてご飯食べよう」

　適当に食器棚を漁あさって、ひとり黙々とご飯を食べる。広いキッチンに、無駄に広いダイニングテーブル。ひとりで食べるのってなんだか寂しい。

　ひとりだけの食事は、たった五分で終わった。

　いつもならお父さんやお母さんから、料理のコメントがもらえるんだけどな。

　食器を片づけてお風呂を沸かそうと廊下に出ると、玄関の紙袋が視界に入る。

「あっ、そういえば開けるの忘れてた!!」

　玄関に戻って紙袋の中を見てみると、そこにあったのは一ヶ月分はありそうな、イギリスの高級ブランドのバスボム。ピンク、紫、赤……色とりどりの紙に包まれたバスボムが、箱に綺麗に並んでいた。匂いもローズ、ラベンダー、ジャスミンなど、五種類くらいあって、かわいくて見ているだけでテンションが上がる。

　昔、友達から出産祝いのお返しで、同じバスボムをもらったことがあるんだけど、うちは両親と一緒のお風呂だから、泣く泣くひとり暮らしの友達に譲った。シュワシュワの泡に、薔薇の花びらが浮いているようなお風呂に父が入るのを想像すると、痛々しくて……。

「……家の中では、くつろげってことなのかな？　これって……飴と鞭作戦？」

　きっとそうだよ。厳しいことばかりだと私が逃げ出すから、食べ物とバスボムで懐柔しようとしてるんじゃない？

　お風呂を沸かして、早速バスボムを試してみると、ピンクの泡がシュワシュワと出てきて、最後には綺麗な赤い薔薇の花が浮かんできた。ローズのいい香りがする。

「すごーい!!　わ～、綺麗～。これ、新婚さんなら、絶対喜ぶよ」

　ひとりで歓声をあげるが、次の瞬間、一気に気分が下降する。

　あっ……。私は決して新婚さんじゃない！

　自分で自分の地雷を踏んでしまった。

　やっぱり刹那さんの嫌がらせ？　でも、バスボムに罪はない。これ、一個千円くらいする高価な物だし、堪能してやるんだから！

　結局、私は一時間も長風呂をし、優雅なバスタイムを楽しんだ。

　お風呂のあとはベッドに入って読書、と決まっているが、あの寝室には行きたくなくて、グレーのスウェット姿のままリビングの白いソファに横になった。

　そして、今日大学の生協で買った洋書を読みふける。至福の時間だ。

　今読んでいるのはイギリス人の芸能記者が、異国の王子様に恋をするというラブストーリー。

　お姉ちゃんはバカにするけど、女の子なら『いつか王子様が』って憧れるものじゃない？　夢を見るのは自由だ。一日の終わりは、幸せな気分で眠りにつきたい。それが、私にとっての一番の贅ぜい沢たく。

「私の王子様は、絶対にあの冷血メガネ男じゃないけどね」

　クスッと笑いながら小説を読み進める。現実を忘れ、私は夢の世界にのめり込んだ。




　――それから、しばらくして寝落ちしたらしい。

　気づいた時には、私はまたあのベッドで寝ていた。

　そう、悲しいことに、現実というのは必ずやってくるのだ。










今日の教訓




　ブーブーとスマホのバイブ音がする。

「う～ん」

　寝返りを打ちながら瞼まぶたを開けると、目の前には、それはそれは端正な顔立ちの王子様の寝顔があった。

　その超絶美形な顔に目を奪われ、バイブ音が気にならなくなった。

　漆しっ黒こくの髪に、長い睫まつ毛げ、彫りが深いその顔。ちょっと疲れた様子で眠っているが、それはそれで女心をくすぐるというものだ。

　頭の中で妄想しすぎて、本の中の王子様が夢に出てきたんだろうか。夢でもいい。こんなカッコいい王子様にギュッと抱きしめられたら、三日間はそれを飯の友にできるかも……。

　でも……あれっ？　本の中の王子様は、確かスペイン人だったけど……この人はどう見ても日本人。待って、日本人ということは……。

　え、え、え～!!

　王子様をガン見しすぎて、目の大きさが倍になる。

「ギャー!!」

　あまりのショックに大声をあげながら、パッと素早くベッドから飛び起きる。

　そうだよ、メガネをかけていないからすぐに気づかなかったけど、刹那さんじゃない？

　でも、でも……昨日は私、ソファで本読んでたよね？　なんでまた刹那さんのベッドにいるのよ～!!

「うるさい。朝から大声を出すな」

　顔をしかめながら、刹那さんがゆっくりと上体を起こす。

　前言撤回。王子様じゃなくて悪魔だ。

　彼は額に手を当てながら目を開けるが、その顔はすこぶる不機嫌だった。ギロッと私を睨むと、ベッドサイドにあったスマホに触れ、アラームを解除する。

　刹那さんのスマホだったのか。今、何時だろう……と壁時計にチラリと目を向ければ、六時。それにしても……。

「どうして私……ここで寝てるんですか？」

　ご機嫌斜めの刹那さんに、恐る恐る聞いてみる。

　全然思い出せないんですけど……。

「ソファで寝てたら風邪ひくだろ。わざわざ運んでやったんだ、感謝しろ」

　ぶすっとしたこの物言い。何様だ！　だったら、客室に運んでくれればいいじゃない！　なんで同じベッドで寝なきゃいけないの？　納得がいかない。

「……それは、余計なお世話です」

　ムッとして小さな声でボソッと呟くが、どうやら刹那さんは地獄耳だったらしい。

「『余計なお世話』だ？」

　不機嫌な顔つきの刹那さんが、片眉を上げる。

　……怖い。

「……いえ、メガネがないと、若く見えますね」

　とりあえず、刹那さんのご機嫌を取らねばと思い、お世辞を言ってみる。

「ほお。で、桜子はどっちの顔が好きなんだ？」

　刹那さんは完全に目が覚めたのか、面白がってその綺麗な顔を私に近づけてきた。とりあえず、彼が紺のパジャマを着ていて安心する。

　その時、フワッとローズの香りが漂った。

　これは……。

「嘘！　刹那さんも、薔薇のお風呂に入ったんですか？　昨日、私がお風呂入ったあとは、お湯流しちゃったはず」

　そういう趣味があったんですね？　すご～く意外。もちろん、他言しませんよ。誰にでも秘密はありますもん。

　私がニヤニヤしていると、刹那さんが私の額をデコピンし、即座に否定した。

「バカ！　違うだろ！」

「痛っ!!」

　額を押さえながら、私は目で刹那さんに抗議する。

「俺が薔薇の風呂にひとりで入ってたら、気持ち悪いだろ。それに、深夜の一時に帰ってきて、湯船に浸かる気力はない」

「それはそうですね。でも……薔薇のいい匂いが……」

　疑いの目で刹那さんを見ると、彼は面倒臭そうにハーッとため息をついた。

「それは、桜子の匂いが移ったんだろう。それに、誰のせいで寝不足だと……」

　刹那さんの最後のほうの言葉は、ほとんど独り言でよく聞き取れなかった。

「はい？　何か言いました？」

　私が聞き返すと、刹那さんはひどく疲れた様子で首を振った。

「いや、いい。気にするな」

「はい。でも、そうかあ。私の匂いが移ったんですね」

　納得しながら呟くが、その意味をよくよく考えて、顔がボッと火がついたように熱くなる。

〝匂いが移る〟ってどれだけ親密なの？

「桜子でも恥ずかしがることがあるんだな」

　刹那さんが私を見て、意外そうにクスッと笑う。

「私だって人間ですよ」

　私は刹那さんをじとっと睨み、口を尖らせた。

「お前は……なんというか、ほかの女と比べるとちょっと変わっている。俺に平気でものを言うし、媚こびないし、色気がないし……ある意味珍獣だな。見ていて飽きない」

　珍獣～!?

「色気がないのは余計です！　まさか、私をペットとして、ここに置いているんじゃないでしょうね？」

　カッと頭に血が上り、刹那さんのパジャマの胸元をギュッとつかむ。

「よくわかったな」

　刹那さんの目がいたずらっぽく光る。

　むむむ、この男は～!!　どこまでが本気なの？　許せない！

「ところで、右京が言っていたが、梅園の実家から飯の友を持ってこさせたそうじゃないか。俺に出してみろ。食べてやる」

「鷹司家の御曹司のお口に合うかどうか……」

　私は刹那さんから故意に視線を逸らし、言葉を濁す。

　誰があなたに、私の大事な飯の友を食べさせるか。

「もう六時を過ぎてるし、時間がない。十五分で準備しろ。今日は大阪に行くから、七時には家を出なくてはいけないんだ」

　刹那さんは早口でそう言いながら、ベッドから出る。

「ち、ちょっと！　人の話聞いてます？」

　なぜ私が、あなたの予定に合わせなきゃいけないの！

「俺は着替える。ちゃんと用意しておけよ」

　刹那さんは私の頭をポンと叩くと、ニヤリとしながら寝室を出ていく。

　うっ、犬扱い。ご主人様のつもりですか！

「だから、人の話を聞け～!!」

　刹那さんの背中に向かって枕を投げつけたが、後ろにも目があるのかと疑ってしまうくらい、見事にひょいとかわされた。

　枕がドアにボンとぶつかって虚しく落下する。かわされると、余計悔しい。

「私は家政婦じゃないですよ！」

　刹那さんはドアの向こうへと消えるも、私は声を限りに叫ぶ。

　私に家事をやらせるために、このマンションに連れてきたんじゃないかと疑いたくなる。

「桜子、時間がないぞ！」

　廊下のほうから、刹那さんの声がした。

「……なによ！」

　もうひとつ枕をドアに向かって投げつけると、私は渋々ベッドから出て身支度を整え、仏頂面でキッチンに向かう。

「はいはい、行きますよ、ご主人様」

　融資を受けている以上、逆らえないのが悔しい。

　昨夜いろいろ仕込んだし、準備にそんなに手間はかからない。昨日の晩ご飯の残りの味噌汁を温めて、塩しお麹こうじを塗ぬっておいたサワラを焼いて、炊飯予約しておいたご飯をよそい、それらをダイニングテーブルに並べる。あとは、冷蔵庫に入っている飯の友を並べればでき上がりだ。

　全部並べ終えると、刹那さんがネクタイを結びながらスーツ姿で現れた。

「ずいぶん手際がいいな」

　刹那さんは並んでいる料理を見てそう感想を述べると、席に着いた。

「手の込んだ物はありませんよ。サワラの西さい京きょう焼やきは明日が食べ頃ですけど、イケると思います」

　私も席に着くと、刹那さんと一緒に手を合わせて、ご飯を食べた。刹那さんがまず口にしたのは、大根の味噌汁だった。ひと口飲んで「悪くない」と頬を緩める。

『悪くない』って何よ。高級ホテルの社長様だし、さぞかし、毎日美味しい物を食べてるんでしょうね。お口に合わなければ、食べなくてもいいんですよ。

　ムスッとしながら黙々と食べていると、目の前に空のご飯茶碗が置かれた。

「おかわり」

　刹那さんがニッコリ笑う。

　……なんだろう、この反応。冷血メガネ男のくせにかわいいじゃないか。懐かなかった犬が、尻尾を振っているみたいで嬉しい。

　この人、こんな風にも笑えるんだ。明日はもう少し早く起きて、自然薯を出してあげようかな。だし汁と混ぜ合わせれば、ご飯三杯はいけるよ。

　ご飯をよそって手渡すと、刹那さんは「ありがとう」と礼を言って、数分でそれを平らげた。

「このイカナゴの佃煮、生しょう姜ががアクセントになっててハマるな」

「でしょう？　昔、お手伝いさんに作り方を習って、今は私が明石あかしからイカナゴを取り寄せて作ってるんですよ」

　拳を握りしめながら力説すると、刹那さんは柔らかな笑みを浮かべた。

「これから、毎日頼む」

「はい、喜んで！」

　私が反射的に返事をすると、刹那さんは満足そうに頷いて席を立った。

「あっ……」

　しまった！　刹那さんに乗せられて思わず返事しちゃったよ。これで家政婦決定？

　さっきの笑顔も、彼の作戦なんだろうか。

　でも、美味しそうに食べてたし……まあいっか。ひとり増えたって、作る手間は一緒だしね。

　皿を手に取り、後片づけを始めると、なぜか刹那さんが戻ってきて私の顎をつかむ。

「忘れ物だ」

　そう呟いて、彼は私の唇を奪う。

　不意打ちのキスに、呆然となる私。

　一瞬の出来事で最初は何が起こったのか理解できなかったけど、彼が私から離れると、ようやく状況がつかめた。

「なんで……」

　呆気に取られて口をパクパクさせていると、彼はいたずらっぽく笑った。

「夜中に桜子に抱きつかれて、情熱的なキスをされたから、そのお返しだ」

「『情熱的なキス』……？　え？」

　私はわけがわからず、首を傾げる。

「俺はそんなに、昨日読んでた本の王子に似ているか？　何度も俺のことを『王子様』って呼んでたぞ」

『王子様』というキーワードで、ようやく呑み込めた。

　あ、あ、ギャー!!　嘘でしょう!?

　血の気が一気にサーッと引いていく。

　夢の中で、王子様のネクタイをつかんでつま先立ちになって、自分からキスをして、抱きついて……。

「嘘……私が……刹那さんを襲った？」

　夢だと思ってたのに、あれは刹那さんだったの？　誰でもいいから、『嘘』って言ってよ～！　ああ、もう最悪。穴があったら入りたい。でも、どこまでが夢で、どこまでが現実なの？

　あれが全部現実だとすると、私……相当すごいことやってるよ。今、刹那さんにキスされたショックよりも、私が夜中に彼を襲ったことのほうが衝撃的だ。寝ぼけていたにしてもひどすぎる。

　あまりのショックに頭を抱えていると、刹那さんがまた私に近づき、身を屈かがめる。そして、私の耳元で甘く囁いた。

「そんなに欲求不満なら、今日はなるべく早く帰ろうか？」

　背中がゾクリとした。さっきまで青くなっていた顔が、一瞬でりんごのように真っ赤になっていることだろう。

「もう一生、帰ってくるなあ～！」

　恥ずかしくてギュッと目をつぶりながら叫ぶと、刹那さんはハハッと笑いながらダイニングを出ていく。

「欲求不満じゃないもん」

　涙目になりながら刹那さんの後ろ姿を睨みつけ、ポツリと呟く私。

　ううっ、桜子、一生の不覚。

　今日の教訓。

　夜寝る前に読むロマンス小説は、あまり刺激的ではないものにしましょう。でないと、近くにいる相手を襲います。










かわいい嫌がらせ




「それで、その薬指の指輪は何？」

　その日のお昼、大学の学食で、私は親友の小お沢ざわ奈々子に詰問されていた。

　昨日は指輪を隠すため、『教授に呼ばれた』とか、『生協に本を買いに行く』とか言って接触を避けていたのだが、彼女も同じ学科だから、そううまくはいかない。

　親友ではあるが、奈々子に事情を話すと、きっと根掘り葉掘り聞かれる。

　今日も逃げようとしたら、私の行動を不審に思った奈々子にお昼休みに捕まってしまった。彼女に首根っ子をつかまれて、学食まで連れてこられ、ついに指輪のことがバレた。

　まあ、今朝、刹那さんが私の醜態を思い出させたせいで、絆創膏を貼るのをすっかり忘れていたから、バレて当然なのだけど……。

　奈々子は大手食品メーカーの社長令嬢。幼稚園から大学院まで、私とずっと一緒で無二の親友だ。モダンなボブカットが印象的でモデルのような容姿だけど、とても気さくで面倒見がいい。当然、刹那さんや久世さんのことも知っていて、彼女も久世さん派。

「え～と、これはね……」

　額に汗を滲にじませながら、奈々子から目を逸らして言い訳を考える。

　大好きな蟹かにのトマトクリームパスタが目の前にあるのに、お預け状態。

「ジュースのプルタブなんて言い訳は、通用しないわよ」

　奈々子の鋭い視線が、私に突き刺さる。

　あっ……私の思考を熟知している奈々子に、先手を打たれた。

「やっぱり、ダメ？」

　私は諦め顔で、ハハッと乾いた笑いを浮かべた。

「ごまかせるわけないでしょう。それに、そのプレーンな指輪は、どう見ても結婚指輪よね？　週末に結婚したのは薫子さんでしょう？　なんで、あんたがはめてんのよ」

　……シンプルな指輪にしたのが、裏目に出たか。奈々子に言うと心配するから、言わないでおいたんだけどな。

「それは……説明すると長くなるんだけど……先に食べちゃダメ？」

　パスタって、冷めるとマズくなるんだよね。

　私は上目遣いに奈々子にお願いしてみる。

「ダメに決まってるでしょう！」

　奈々子がテーブルをバンッと叩き、私をギロッと睨みつける。

「桜子は食べてる時、人の話なんてろくに聞かないんだから」

　私はパスタの皿をじっと見つめながら、ガックリと肩を落とした。

「それで、何があったの？」

　奈々子は犯人を尋問する刑事のように鋭い目をして足を組むと、テーブルに身を乗り出してきた。

　うっ、奈々子、怖いよ。

「……結婚式の直前で、お姉ちゃんが逃げた」

　思い出すと口にするのも悔しくて、私は暗い顔でボソッと呟く。

「薫子さんが逃げた!?」

　目を丸くして声をあげる奈々子の声に驚いて、周囲の学生たちが一斉に私たちに視線を向ける。

「シッ！　声が大きいよ」

　私は咄とっ嗟さに奈々子の口を手で塞ふさいだ。

「あっ、ごめん、ごめん。でも、式の直前で逃げて、その式はどうなったの？　相手はあの鷹司先輩でしょう？」

　うっ、やっぱりそこ気になるよね。

　これ以上、追及されないようにと願いながら、私は正直に奈々子に小声で告げた。

「……式は中止にせず……私が……花嫁代理を……」

「桜子が？　それで、その指輪してるのね？」

　私の説明に驚いた奈々子は、眉根を寄せた。

「……うん、そう」

　私は嫌々認める。

　もういい加減、この話題は終わりにしたい。精神的にぐったり疲れる。

　でも、奈々子の追及は終わらなかった。

「代理っていったって、誰にもバレなかったの？」

「うん。刹那さんとお姉ちゃんの友人は、ほとんど来てなかったみたいだし」

「ふうん。あんた薫子さんに似てるし、まあ、遠目ならごまかせるか」

　奈々子は私の顔をじっと見ながら、ひとり納得するように呟く。

　あんなワガママなお姉ちゃんに、私は顔も性格も似てなんかいない。

「似てないよ」

　私はムキになって否定した。

「それは桜子がそう思ってるだけであって、姉妹だもの。やっぱり似てるわよ。それで、薫子さんは今どうしてるの？」

　それは私が聞きたいくらいだ。

「……行方不明。携帯に連絡しても繋がらない」

　ため息交じりの声で呟くと、奈々子は同情するような目で私を見た。

「それは困ったわね。だからあんたがその指輪して、いまだに身代わりにされてるの？」

「そうなのよ。私の苦労、奈々子ならわかってくれるよね？」

　だから、尋問はおしまいにして、早くパスタを食べさせて。

　大げさに自分の不幸をアピールしたのだが、それにほだされるような奈々子ではなかった。私の顔をじっと見ていた彼女の視線が、なぜか私の首に向けられる。

　うっ、まだお預けなの、奈々子？　次はどんな質問するつもり？

　私はおどおどしながら、奈々子の様子を窺うかがう。

「じゃあ、その首筋についてる鬱うっ血けつ痕こんは、どう説明するわけ？　それも、薫子さんの代理でされたわけ？」

　奈々子は何やら訝しげな様子で、私の首筋を指差した。

「鬱血痕って？」

　思いもよらぬ質問にキョトンとしながら、奈々子に聞き返す。

「俗に言う〝キスマーク〟よ」

「え？　キスマーク!?」

　この私に？

　奈々子の説明に、私は驚きで目を丸くした。

「やっぱり気づいてないんだ。虫に刺されたとは言えないくらい、くっきりついてるけど、相手は鷹司先輩なの？」

「え？　どこ？　どこについてるの？」

　奈々子の質問そっちのけで、私は自分の首にペタペタと触れる。

「髪の毛で隠れることもあるけど、ここよ」

　奈々子が立ち上がって私の首筋に触れ、ポケットからスマホを取り出して、パシャッと写真を撮る。

「ほら、ご覧なさい」

　奈々子が私にスマホを見せる。

　覗き込むと、確かに首筋に赤紫の痣あざのようなものが、くっきり写っていた。

「顔面蒼白になりながら、スマホの画面を凝視する。

　犯人は、刹那さんしかいない。

　彼が自分にキスマークをつけるところを想像し、顔が一気に火照った。

「もう刹那さん、何やってるの！」

　この場に刹那さんはいないのに思わず毒づくと、奈々子が悪魔な顔で口の端を上げる。

「やっぱり鷹司先輩にやられたのね。説明しなさいよ」

「あっ……」

　ハッと我に返る私。

「どうして鷹司先輩にキスマークなんかつけられたのかしら？」

　奈々子が、今度はニコニコ笑顔で質問してくる。

　このお嬢様スマイル、怖い顔で尋問されるより不気味で怖いんですけど……。

　これも言い逃れはできなそう。

「……うん。実は……刹那さんのところに同居してて、昨日……彼と同じベッドで寝たみたいで……それで、私……寝ぼけて刹那さんを襲っちゃったらしいんだよね。小説に出てくる王子様と間違えて……。だから、その時刹那さんに仕返しでやられたのかも……」

　奈々子の反応を意識しながら辿々しい口調で説明すると、彼女は信じられないと言わんばかりに目を見開いた。

「あの鷹司先輩を襲った？　……あんた、ある意味大物ね」

「だから寝ぼけてたんだってば！」

　私は必死で言い訳する。

　好きで襲ったわけじゃない。たまたま近くに刹那さんがいたから間違えただけだ。

「あんた本で妄想しすぎて、欲求不満になっちゃったんでしょう？」

　奈々子は長い足を組み直すと、ニヤリと口角を上げた。

「刹那さんと同じこと言わないでよ。これ……絆創膏でごまかせるかな？」

　周囲を気にせずにはいられない。

　首筋のキスマークを手で押さえると、不審者のようにキョロキョロと辺りを見回す。

　みんなが自分のキスマークを見ているような気がするのは気のせいだろうか？

　他人に見られてると考えるだけで、死にそうなくらい恥ずかしい～！

　ああ～、もう刹那さん、どうしてこう厄介ないたずらするの！　刹那さんの意地悪！

　心の中で刹那さんへの悪態をつく。

「絆創膏だと不自然っていうか、余計目立つわよ。コンシーラー塗って、ごまかしたほうがいいわね」

「コンシーラーって？」

　聞き慣れない用語が出てきて、私は小首を傾げた。

「あんた、ほんと色気より食い気ね。美容に関心なさすぎ。……まあクマとかシミとかをごまかすための魔法の道具よ。あんたの肌、白くてシミもなくてファンデいらずだもんね。うらやましいわ」

　奈々子は頬杖をつきながら呆れ顔で言うと、じっと私の顔を眺める。

「メイクって面倒なんだよね。私がやると、パンダになるんだもん」

　化粧水とか乳液はつけても、メイクは基本しない。せいぜい、唇に色付きリップを塗るくらいだ。

　以前、自分でメイクをしてみたけど、アイシャドーをつけすぎて、目に粉が入ってかなり痛い思いをしたし、チークを塗りすぎてりんごみたいなほっぺになったから、それ以来、やめてしまった。

　私は奈々子のほうがうらやましいけどな。メイクが上手で、大人っぽくて。

「桜子は不器用だからね。どうせあんた化粧品持ってないから、あとで塗ってあげるわよ。顔が人形みたいにかわいいから、メイクの必要はないかもしれないけど、普通はいろいろと粗を隠すのに苦労するのよ」

　奈々子は悩ましげにハーッとため息をつく。

「人形みたいにかわいいって……。私は『お姉ちゃんと違って、地味な桜子』って言われてたんだよ？」

　いじけながら奈々子の言葉を否定する。

　男の子たちにそう言われるのが嫌で、高校の時は暇さえあれば、旧校舎の図書室に逃げ込んで本を読んでいた。

「それは、桜子がフッた男の子が腹いせに言ったのよ。桜子は自覚ないかもしれないけど、あんたに惚れてる男の子って結構いたんだから。まあ、あんたの妄想癖を知ったら、引いたかもしれないけど」

「まさか？　私と親しくなって、お姉ちゃんと付き合いたいだけだよ」

　私は顔をしかめて、奈々子の言葉を否定した。

「薫子さんは確かに綺麗だけど、男の子からすれば、桜子みたいなタイプのほうが庇ひ護ご欲をそそられるんだと思うわよ。性格は置いといてね」

「私の性格のどこがいけないのよ？」

　奈々子の言葉に、思わずムッとなる。

「ちょっと残念なところかしら。お嬢様のくせに所帯染じみてて、本の世界に生きて現実世界の男と恋愛しないとこ」

　ニヤリとしながら、奈々子は私をからかう。

　夢を見て何がいけないのよ？　現実世界の恋愛なんて、いろいろと面倒だ。プロセスを間違えると、すぐにダメになるし……。

　正直言って、リアルな男性だとすぐに欠点を見つけて、幻滅してしまう。いいかなと思っても、自分の理想と少しでも違うことをされると、恋愛対象として見られなくなるのだ。だから、二十四歳になっても、本気で好きになった人はいない。

「だって、小説の中のヒーローは、完全無欠でカッコいいじゃない？」

「現実世界にだって、いい男はたくさんいるわよ。鷹司先輩だって、すごくいい男じゃない。ところで、話戻すけど、なんで同居までしてんの？」

「お父さんの会社が結婚を条件に刹那さんから融資を受けていて、私はお姉ちゃんが戻るまでの人質というか……。まあ、刹那さんのほうにも事情があるんだけど……」

　全部を話すのが億おっ劫くうで、私は言葉を濁した。

「やっぱり政略結婚だったのね。鷹司先輩と薫子さんの組み合わせはおかしいと思ってたもの。それで、鷹司先輩とどこまでいったのよ？」

　同情してくれるのかと思っていたが、なぜか奈々子は目を輝かせながら聞いてくる。

「え？　牛丼屋と宝石店と大学病院まで……かな？」

　私の答えを聞いて、奈々子は呆れたような目で私を見た。

「あんた、ほんと天然ボケね。その様子だと、まだ最後の一線は越えてないようね」

「最後の一線って……奈々子。刹那さんは、お姉ちゃんの結婚相手だよ！」

　奈々子の言葉の意味を理解して、赤面する。

「その人にキスマークつけられてんのよ。楽しい同居ね。あんた、このままだと本当に鷹司先輩の嫁にされるわよ。どうする気？」

「どうする気って……お姉ちゃんが戻るのを待つしかないんだけど……」

　下へ手たに動いて刹那さんを怒らせたら、融資を止められちゃうかもしれないし。

「そんな受け身でどうするのよ」

　奈々子がハーッとため息をつきながら、呆れたような目で私を見る。

「面白そうな話をしてるね」

　……この声は？

　ハッと後ろを振り返ると、私たちの座っているテーブルの数メートル先に久世さんがいた。スーツ姿でニッコリ微笑んで、まるで俳優さんのようにカッコいい。彼の周りだけ空気が違う。どうして彼がここにいるんだろう？

　久世さんが大学にいても、学生みたいで違和感はないんだけど、うちの大学にいるのが不思議だった。久世さんの出身大学は、刹那さんと同じ有名国立大だったし。

「久世先輩じゃない？　すごくいい男になってるわね」

　奈々子が声を潜め、口の端を上げた。

「う、うん」

　奈々子の言葉に適当に相あい槌づちを打ちながら、近づいてくる久世さんを見る。

「ちょうど外から桜子ちゃんの姿が見えてね。昨日は大丈夫だった？」

　久世さんは私たちのテーブルに近づくと、私の横の椅子に腰かけた。

　長い足を組んで座るその姿は、すごく絵になっていて、周りの女子学生もじっと久世さんの姿を見ている。

「……はい、なんとか」

　本当は全然大丈夫じゃないけど……このキスマークには気づかれませんように。

　私が首筋に手を当てたまま久世さんに作り笑いをすると、ホッとしたことに久世さんは奈々子に目を向けた。

「君は……確か小沢フーズの？」

「はい、小沢奈々子です。桜子が、久世先輩のところでお世話になってるようで」

　姿勢をキチンと正した奈々子が、口元に笑みをたたえて優雅に挨拶する。

「今度、よかったらお店に遊びにおいでよ。珍しい本、見せてあげるよ」

　久世さんがすべての女性を虜とりこにしそうな笑みを浮かべると、奈々子もにこやかに微笑み返した。

「ええ、ぜひお願いします」

　奈々子、キャラ変わってるよ。ほんと、イケメンに弱いんだから。

「久世さんは、どうして大学に？」

「教授に頼まれた本を、納品しに来たんだよ。ちょうどお昼だし、桜子ちゃんが学食にいるんじゃないかと思って寄ってみたんだ。昨日のこと、気になってたしね。ところで、首筋どうかしたの？」

　……なんかデジャブ。昨日に続き、今日もこの展開？

「……蚊に刺されちゃって」

　手で隠しながら苦しい言い訳をすると、奈々子がプッと噴き出す。

　私は久世さんにバレないように、テーブルの下の彼女の足を軽く蹴った。

「桜子ちゃんの綺麗な肌を刺すなんて、悪い蚊だね」

　久世さんは笑顔を絶やさぬまま有無を言わさず、私の手をそっとはがし、首筋のキスマークを食い入るような目で見る。

「ほんと、悪い蚊だ。今日から、虫除けスプレーを持ち歩いておくといいよ」

　声は優しいけど、やっぱり今日も久世さんの目が怖い。

　その目から殺気を感じるのは気のせいでしょうか？　何か怒ってらっしゃいます？

「……はい」

　久世さんを正視できなくて、うつむきながら小さく返事をする。

　キスマークってバレちゃってるよね、きっと。犯人が刹那さんってのも、言わなくてもわかるだろうし……。

　せめてもの救いは、ここに刹那さんがいなかったことだろうか。いたら、私が刹那さんを襲ったことまでバレてたよ。そしたら……久世さん、自分の身の危険を感じて、私を辞めさせちゃうかも……。

「さっきの話に戻るけど、僕が桜子ちゃんに協力してあげるよ」

「協力？」

　久世さんの言葉に驚いた私は、ハッと顔を上げて彼を見た。

「僕が薫子を探してあげる。ただし、刹那には内緒ね」

　フッと微笑しながら、久世さんは人差し指をその形のいい唇に当てる。

「薫子がすぐに見つかって戻ってくれば、桜子ちゃんも刹那から解放されるしね」

　私を安心させるかのようにウィンクすると、久世さんは私の頭を撫なでて、この場を立ち去った。

　ウィンクがこんなに似合う男性ってなかなかいないなあ、とひとり感心していると、奈々子がボソッと呟いた。

「桜子は結構、楽しんでるみたいだけどね」

　クスッと笑いながら、奈々子が意地悪な視線を向けてくる。

「楽しんでない」

　私は膨れっ面で否定すると、奈々子をキッと睨みつけた。

「久世先輩、身代わり婚のこと知ってるのね。桜子に気があるみたいだし、面白くなりそう」

　奈々子が私を見ながら、ニヤニヤする。

「もう！　ただでさえ頭が痛い状況なんだから、からかわないでよ、奈々子～！」

　他人事だと思ってひどい。それでも親友か。

　ここが学食というのも忘れ、声を限りに叫ぶ。また周囲の視線を集めたが、気にしてはいられなかった。

「だって、あの冷酷そうな鷹司先輩が、あんたにキスマークつけたのよ。ずいぶんとかわいい嫌がらせじゃない？」

　奈々子は身を乗り出して、フフッと笑う。

「それは……私を珍獣扱いしているからで……」

　伏し目がちになりながら、必死に理由を探す。

「珍獣ね。確かにそうかもしれないけど……やけに気に入られてる気が……」

　唇に指を当てて、う～んと唸りながら奈々子は考える。

「そこ……珍獣って納得しないでよ！」

　私がツッコむと、奈々子は何かひらめいたのか、晴れやかな顔で言った。

「きっと鷹司先輩は、桜子のことが好きなのよ。賭かけてもいいわ」

　真っ赤なルージュを塗られた奈々子の唇が、艶つややかに光る。

「ははは。まさか……」

　奈々子の衝撃発言に顔を引きつらせながら、自分の動揺を隠すようにパスタを口に運んだけれど、すっかり冷めて食べられたものではなかった。










桜子的おねだり




『鷹司先輩は、桜子のことが好きなのよ』

　家に帰ってからも、奈々子の言った言葉がずっと頭の中でリフレインしている。

　学食のパスタもマズくてほとんど残しちゃったし、夕飯に豚丼を作ったものの、食欲がなくてあまり食べられなかった。

　ダイニングテーブルの上の手つかずの豚丼をボーッと眺めながら、刹那さんのことを考える。

　食べることが何よりも好きなはずなのに……。今日の私はおかしい。

　ああ、もう奈々子がおかしなことを言ったせいだ。あの冷血メガネ男が私のことを好きなはずがない。こんな妄想癖のある私を好きになる理由なんて、どこにある？

　刹那さんなら、声をかけなくても美女が寄ってくるはずだし……。容姿、地位、お金……なんでも持っている人だよ。『蓼たで食う虫も好き好き』ってことわざもあるけど、刹那さんに限ってそれはない。完璧主義者の彼なら、私のような残念な女ではなく、おしとやかで上品で……見るからにお嬢様って感じの女性を選ぶはずだ。

「ああ～、もう考えるだけ時間の無駄！」

　ひとりしかいないダイニングで、頭をかきむしりながら叫ぶ。

　今日は考えるための糖分が足りない。

　ふとオシャレな星座表にも見える青地の壁かけ時計を見れば、もう夜の十一時を回っている。

「もうこんな時間？　お風呂に入って、面倒なことは忘れよう」

　何時間、こんなくだらないことを考えてるんだ。思い悩むなんて私らしくない。今日は結婚式の日よりもぐったり疲れた。

　重い身体を引きずるようにバスルームに行き、服を脱ぐと、刹那さんがくれたバスボムをひとつ選んで湯船にポンと放る。

　シュワシュワッと泡が弾ける音がして、お湯が紺に近いパープルに変わった。モコモコした泡と、パープルのお湯が混ざってまるで銀河みたい。

「綺麗～」

　悶々としていた気分がすっきりする。ラベンダーのいい香りがした。リラックス効果があるせいか、ボーッと浸かっているうちにだんだん眠くなる。

　仰あお向むけになって浴槽のへりに頭を預けると、うとうとしてきた。

　脳裏に、私が通っていた高校の校舎がぼんやりと浮かぶ。

　高校生の時、旧校舎の図書室は私のお気に入りの場所で、暇な時間があればいつもそこで過ごしていた。

　新校舎の図書室と違って人が少ないし、とても静かで落ち着く。

　昔の理事長の趣味だったのか、この図書室には寄贈品の洋書が千冊ほど置いてあった。それなりに高価な物だったのだろう。洋書はどれも持ち出し禁止だったから、私は毎日のように通って、電子辞書を片手に洋書の小説を読み漁った。

　ここで私の進路を決める、運命的な本と出会う。

　それが、イギリスの作家ジェーン・オースティンの『高慢と偏見』。今の私の研究テーマは、『オースティンの作品とその社会背景』。大学院への進学を決意したのも、もっとオースティンを研究したかったからだ。

　中学生までは苦手だった英語も、洋書を読んでいくうちに得意になっていった。

　いつからだろう？　放課後うたた寝をしていると、私の肩に大きな学ランがかけられるようになったのは……。

　ちょうど『高慢と偏見』の本にハマッた頃からかもしれない。うたた寝をして決まって夢に出てくるのは、その小説の主人公が恋をする相手。

『……う～ん、ダーシー……』

　目をこすりながら、目を開ける。

『……あれっ、ダーシーは？』

　頭の中はまだ夢か現うつつかわからず、ボーッとしている。窓の外は空が赤く染まって、気づけば図書室には私ひとりしかいなかった。

『今日はもう帰ろ……』

　またうたた寝しちゃった。ここって、温かい日差しが差し込んでぽかぽかしていて気持ちいいんだよね。だからつい睡魔に襲われちゃう。

　読みかけの本を閉じようとすると、本の横にピンクのかわいい包み紙にくるまれた飴らしき物がひとつ置いてあった。

『……これ、誰が？』

　手に取って眺めるが、名前など書いてあるはずもない。ふと肩に違和感を覚えて触れると、私の肩に何か温かい物がかけられていた。

　親切な人もいるもんだ。先生かな？

　そう思いながら、肩にかけられていた物をつかむと、それは意外なことに大きな学ランだった。

『……男子。でも、一体誰が？』

　親しい男子学生などいない。

「う～ん」とうなりながら学ランを眺めるが、名札はついていない。その代わり、その胸ポケットには生徒会役員の証である、金色の鷹たかの紋章のバッジがついていた。

　生徒会役員って……会長の鷹司先輩と副会長の久世先輩と……あとほかに誰がいたっけ？

　ふたりの印象が強すぎて、ほかのメンバーの顔と名前が浮かんでこない……。でも、そっと制服の上着をかけてくれるような優しい人って……。

『鷹司先輩は冷たそうだし、あり得ないよね。柔和な雰囲気の久世先輩かな？　確か大きな書店の御曹司だし……』

　久世先輩も本が好きで、よくここに来てるのかもしれない。この飴も優しい久世先輩がくれた物だろう。

　そう自分で勝手に見当をつける。

　今すぐ食べるのはもったいなくて飴を制服のポケットに入れると、お礼の手紙を書いて生徒会室に向かった。

　ノックしてドアを開けるが、久世先輩の姿は見当たらない。

『あのう、久世先輩は？』

　ドアの近くにいた生徒会役員の男子学生に聞く。

『ああ、会長と副会長は先生に呼ばれてね。もうすぐ戻ると思うよ。中で待ってれば？』

　せっかくの申し出だったが、私は即座に断った。

　知っている人がいない生徒会室は落ち着かなくて、今ここに立っているだけでも、生きた心地がしない。

　生徒会役員はみんな女子にモテるって話だし、変に誤解されてファンの女の子に睨まれても困る。

　その役員の人に久世先輩の学ランを託し、逃げるようにそそくさと生徒会室をあとにする。

　久世先輩に図書室で学ランをかけられたのは、その日だけじゃなかった。

　週に一、二回は学ランを肩にかけられ、私はそのお礼に一度だけ学ランの胸ポケットに、先輩に似合いそうなペンを入れて返した。

　あれは確か、先輩が自由登校になる前だから、二月の初め。

　一度も直接お礼を言えなかったけど……あのペン、使ってもらえただろうか？

　そういえば、久世さんに再会したのに聞いたことなかったな。

　学ランが肩にかけられた時に、お決まりのように本の横に置かれた飴。ピンクのかわいい包み紙を開けると甘い匂いが広がり、思わず顔が綻ほころんだ。口の中に飴を放り込むと、幸せな甘さでいっぱいになる。

　甘～い、甘～い、これは……の味。




「うふふ。美味しい……」

「……桜子」

　遠くで、誰かが私を呼んでいる。

「おい！　桜子！」

　うるさ～い！　今、美味しい飴食べてるんだから邪魔しないでよ。

「桜子、寝てるのか？」

　……だから邪魔しないでよ。

「うるさい！」

　頭にきて怒ると、なぜかブクブクという音とともに、口の中に水が入ってきた。

「ギャボ……ゴボゴボ……!!」

　わわ～！　何？　何がどうなってるの～!!

　身体がズルッと滑すべってバランスを崩し、息ができない中でバタバタ暴れる。

　そうだ、私、お風呂に入っていたんだ！

　すると、バンと浴室のドアが開いて、誰かが私の名を叫ぶ声が聞こえた。

「桜子！」

　チッという舌打ちが聞こえて、いきなり身体を抱き上げられる。

「このバカ！」

　耳元で怒鳴られるが、ゲホッ、ゲホッとひどくむせてしまってそれどころではない。

　脱衣所で下ろされて裸のままブルブルと震えていると、すぐにフワフワの白いバスローブにくるまれた。

「さ、寒い……」

　カチカチと歯が鳴る。震えがまだ止まらない。どうやらお風呂のお湯はすっかり冷めてしまったらしい。

「大丈夫か？」

　優しく声をかけられて、そっと抱きしめられる。

　フワリと漂う、甘いムスクの香り。私はもう……この香りを知ってる。

「刹那さん……」

　ぼんやりした頭で彼の名を呟く。この匂いに安心してしまうのはなぜだろう。抱きしめられると、身体も少しずつ温まっていく。

　ボーッとしていると、また刹那さんに声をかけられた。

「まだ髪も濡れたままなんだから、寝るなよ」

　刹那さんにバスタオルで頭をゴシゴシと拭ふかれ、髪をタオルでターバンのように巻かれる。再び抱き上げられると、リビングに連れていかれてソファに座らされた。

　まだ頭がボーッとしているというか、口や鼻に水が入ったショックで声が出ない。

「ほら、これを飲め」

　刹那さんに手渡されたのは、グラスに注がれたブラウンの液体。

　言われるまま一気に飲み干すと、あまりに苦くて舌がおかしくなる。次の瞬間には身体がカァーッと熱くなった。

　ゲホッ、ゲホッとむせて、グラスをじっと眺める。

「何？　……これマズい」

「ブランデーだ。ちょっとは身体が温まっただろ？」

　いつになく刹那さんの声が優しいし、表情も柔らかい。

「……うん」

　私は子供のように素直に頷く。多分、まだ寝ぼけていたのだろう。

「いいか、風呂で寝るな。俺がちょうど帰ってきたからよかったものの、俺がいなかったら風呂で溺れて死んでたかもしれない」

　刹那さんは屈んで私と目を合わせると、先生のようにガミガミと説教を始めた。メガネをかけているせいで、二歳しか違わないのに本当に先生に思えてくる。

「風呂で溺れる……」

　私は刹那さんの言葉を繰り返す。確かにお湯の中に沈んで、もがけばもがくほど自分でもどうしていいのかわからなくて、本当に死ぬかと思った。

　さっきの感覚を思い出すと……怖い。

「おい、聞いてるか？」

　刹那さんが私に呼びかけるが、怖くてそれどころではない。

　再び寒気に襲われると、またカチカチと歯が鳴った。

「まだ寒いのか？」

　心配そうに刹那さんが声をかける。

「……溺れそうになった感覚を思い出すと、怖くて……」

　私が自分の肩を抱くと、刹那さんは立ち上がって別室から毛布を手に持ってきた。

「少しの間、これで我慢してろ」

　そう言って暖かそうな毛布で私をくるむと、刹那さんは姿を消した。

「……どこに行ったんだろう」

　刹那さんの姿が見えなくなると、また眠くなってきた。視界が霞かすむ。

　夢と現実の世界を行ったり来たり。

　いつの間にか刹那さんがパジャマに着替えて戻ってきて、私の髪の毛を乾かし始めたかと思うと、次の瞬間にはあのベッドに運ばれて寝かされた。

　今日は午後からあまり食べてなくて力も出ないし、眠くてたまらなくて、こんな状況を許してはいけないのに抵抗する気も起こらない。

「刹那さん……寒い」

　縮こまって呟くと、刹那さんがベッドに入ってきて後ろから抱きしめた。

「これで寒くないだろ？」

　優しい口調で刹那さんにそう言われ、私はホッとしたように「うん」と小さく頷く。

「もう怖くない。大丈夫だ。ベッドでは溺れないからな」

　刹那さんはクスッと笑うと、私の手を取り、指を絡める。

　伝わる優しい温もり。

「……温かい」

　布越しでも伝わる体温。人ってこんなに温かいんだ。電気毛布よりも、こっちのほうが好きかもしれない。ひだまりのように優しい温かさは、さっきお風呂で夢に見ていた高校時代を思い出させる。私の大切な……大切な思い出――。

「もっとギュッとして」

　欲張りになる私。誰に抱きしめられているかの意識も曖昧になり、おねだりする。

「明日の朝、発狂するなよ」

　面白がっているような声が聞こえると、身体がギュッと包み込まれた。

　もう寒くないし、もう……不思議と怖くない。

　遠のいていく意識の中、呑のん気きにもそう思った。

「あまり心配させるな」

　困ったようにそう呟く声が遠くで聞こえる。そして私は、泥のように眠っていった。










翻弄される




　グウー、ギュルルー。

　これでもかっていうくらい、大きなお腹の音で目が覚める。犯人は自分だ。

「……お腹空いた」

　パッと瞼を開けると、今日もまた正面に刹那さんの顔があった。

　思わず目が点になるが、叫ばずに冷静になるよう頭の中で自分に言い聞かせる。

　落ち着け、桜子。落ち着け、桜子。落ち着け……。

　至近距離にある刹那さんの顔。昨日よりも確実に密着しているお互いの身体。しかも腕枕されてて……足が絡んで……。

　明らかに、状況は昨日よりも悪化している。

　私はハッとして自分の着衣を確認した。

「まさか？」

　はだけてはいるが、バスローブは着ている。

　あ～よかった。

　ハーッと息を深く吐いて、安堵する。

　刹那さんもパジャマを着ているし……奈々子が言うような一線は越えていないと思う。……多分。

「ん？　……あれ？」

　何か違和感を覚えて刹那さんの腕の中から抜け出し、はだけたバスローブを直すが、驚いたことに下着を身につけていなかった。一気に血の気が引いていく。

「……なんで？」

　上も下も身につけてないんですけど……。まさか……また寝ぼけて……今度は色仕かけで刹那さんを襲ったとか？　ストリップみたいなことして？　……この私が？

　ない、ない！　絶対にない？

　私はちぎれそうなほど、首をブンブンと横に振る。

　そんな大人の女の高等テクニック、私にはない。だったら、なんでこうなった？

　……昨日は確かご飯のあとにお風呂に入って……夢を見てたらお風呂の中で溺れそうになって……そしたら刹那さんが入ってきて……。そして、彼は……裸の私を抱き上げた。

　は……だ……か？

「う……そ……」

　昨日は死にかけて苦しかったから、それどころじゃなかったけど……大変なことに今気づいた。知らないままでいたほうが幸せだったかもしれない。

　頭の中は大パニックだ。

「あ～、ギャー!!　見られた～！　見られた～！」

　頭をかきむしり、大声で叫びながら近くにあった枕をドンドンと叩く。

「……うるさい。耳元で叫ぶな。鼓膜が破れる」

　私の声で目を覚ました刹那さんは、眉根を寄せて顔を歪ゆがませる。今日も彼は不機嫌大魔王。それでもイケメンなんだから憎らしい。

「だって刹那さん、見ましたよね？」

　私は涙目で訴える。

　お願い！　『見てない』と言って！

「……何を？　目的語がない」

　寝起きにもかかわらず、刹那さんは顔をしかめて冷静に切り返す。

「……それは」

　刹那さんから視線を逸らし、もじもじする私。

「だから、その……あの、私の……裸」

　顔が熱くなる中、しどろもどろで放った言葉だったが、刹那さんは私が何を言っているのかわかったのか、ニヤリとした。

「どうした？　失語症か？」

　この顔は……やっぱりそうなの？　見たの？　この人、絶対に性格悪いよ！　人の不幸を楽しんでるよ。

「違います！　見たでしょう？　私の、その……裸……」

　怒って否定するが、口にするのが恥ずかしくて声が尻すぼみになる。

「ああ、見た」

　枕に片肘ひじをつきながら、刹那さんはおろおろする私を面白そうに眺める。

「ああ～、やっぱり……」

　あっさり答えられ、ショックで死にそうになった。

　ガーン、ガーンと頭の中で鐘が鳴る。

「……それは、とんだお目め汚よごしを……じゃなかった。あ～ん、どうしよう～。お願いです！　見なかったことにしてください。忘れてください。記憶から消してください。実家に帰らせてください～」

　もうおしまいだ。恥ずかしすぎて生きていけない～！

　刹那さんに向かってベッドの上で土下座しながら、私は必死でお願いする。

「たかが裸を見られたぐらいで、そんなに騒ぐな」

　呆れ顔で言いながらベッドから起き上がると、刹那さんは近くに置いてあったスマホを手に取り、私のことを放置してメールを確認しだした。

　私のこの一大事にメールを見るなんてひどい！　この冷血メガネ男め！

「〝たかが〟じゃありません！　私のこの貧相な身体を見られたんですよ。もうお嫁に行けない～」

　イラッとした私は大声で嘆くと、両手で顔を覆ってうなだれた。

「もう、うちに嫁に来てるだろ？」

　落ち込む私を見て、刹那さんが愉快そうに笑う。

「まだ〝仮〟です！」

　私はパッと顔を上げると、刹那さんを睨みつけ、声を荒らげて訂正する。

「綺麗な身体だったが、何をそんなに気にする？」

　刹那さんはクールな顔で私をいじるから、タチが悪い。

「ああ～、だから忘れてくださいってば！　綺麗じゃないのは自分がよくわかってるんだから、そんな慰なぐさめはいりません！」

　私は両手を左右に振りながら、大声で叫んだ。

「医者に見られたと思えばいいだろ？　気にしすぎだ。忘れなきゃいけないのは、桜子のほうだ」

　刹那さんの目が妖あやしく光る。

　うっ、なんか嫌な予感。

　私が危険を感じて後ずさろうとすると、刹那さんは持っていたスマホを置いて私の両肩をつかみ、私の首筋に顔を近づけた。

　そしてガブッと噛みつかれ、首筋に強烈な痛みが走った。

「痛い、痛い!!　刹那さん、なんで噛むんですか！　実は吸血鬼ですか！」

　痛くて顔を歪めながら、私は声を大にして刹那さんに抗議した。

「そんなわけないだろ。うちの珍獣にマーキング。だが……まだ足りないな」

　刹那さんが口角を上げる。

　その顔を見てゾクゾクッと悪寒がした。

　彼は今度は、私の胸元に顔を近づけ、チューッと長く口づける。

「ちょっと……何を……」

『何をするんですか？』と言おうとしたのに、刹那さんの髪の毛が肌に触れてくすぐったいし、唇を当てられているところがむずむずしてうまく言葉にならない。

　……チクッと痛みがしたかと思うと、刹那さんは顔を上げ、悪魔のように微笑んだ。

「俺の安眠を邪魔したんだ。それ相応の報復は受けてもらう」

「『報復』って……」

　私は呆然としながら刹那さんを見る。

　……今ので終わりじゃないの？

　刹那さんはゆっくり考える時間も与えてはくれない。私の頭をつかみ、その美しい顔を近づけると、私の唇に口づけた。

「うっ……!!」

　今度はキス!?

　すぐに終わると思っていたキスは、まだ終わらない。唇を甘噛みされたかと思うと、今度はいきなり舌が入ってきて私がビックリしている間、刹那さんのいいように翻弄された。

　頭の中は真っ白。いつ、そのキスが終わったのかわからない。

　放心状態の私の胸元に、刹那さんが人差し指でそっと触れ、意地悪く微笑した。

「綺麗な花が咲いたな。秋人がどう思うだろうか？」

　自分の胸元を見れば、確かに赤い痕あとが……。

「あっ……キスマーク」

　ぼんやりした頭でそう呟くと、刹那さんは楽しそうに笑って、私の耳元で囁いた。

「シャワーを浴びてくる。なんなら一緒に浴びるか？」

　一緒に浴びる？　一緒に……？　シャワーを？

　刹那さんの言葉を反はん芻すうする。

　男の人と？　一緒に？　なんの拷問ですか？

「テイチョウニ……オコトワリサセテ、イタダキマス」

　ぎこちない態度でそう言うと、刹那さんはクスクス笑いながらバスルームに行ってしまった。

　私、刹那さんに……今、何された？　首を噛まれて……胸元にキスマークつけられて、キスされて……。まさかのまさかの三連続。

　それに……あんなキスってありなの？　キスって……もっと美しいものじゃないの？　王子様がお姫様にそっと口づけるような……。あれはまるで……野生の獣が獲物を欲しがるような、なんか生々しい感じで……。

　よくわからないけど、身体の奥がビクンと疼うずいた。あのキスの感覚を身体がまだ覚えている。

　私……おかしい。

　どのくらいの時間、ひとりで放心していたのだろう。

　ギュルル～。また虚しくお腹が鳴って、やっと現実世界に戻る。

「……食べなきゃ。このままだと倒れる」

　私はベッドから出て服を着替えると、空腹と刹那さんのキスのショックでふらふらする身体を引きずるようにキッチンに向かい、冷蔵庫からいつもの佃煮や漬け物を取り出してダイニングテーブルに並べた。

　それから、だし汁を用意して、シンクの下にあるすり鉢を出すと、自然薯を一心不乱におろしていった。こういう単純作業をしていると、何もかも忘れられていい。

　おろした自然薯にだし汁を少しずつ混ぜ合わせて伸ばせば、私の大好きな飯の友のでき上がり。

　昨日の作り置きの味噌汁を温め、ご飯もよそってテーブルに並べると、刹那さんが現れた。

「とろろか。うまそうだな」

　刹那さんが席に着き、手を合わせると、私は彼が取ろうとした自然薯の入った器をスッと持ち上げた。

「刹那さん、約束してください」

　私が真面目な表情で刹那さんを見つめると、彼はじっと私を凝視する。

「何を？」

「この自然薯が食べたかったら、昨夜のことは誰にも言わないでくださいね」

　食べ物に執着している私は、自分の大好きな飯の友を取引の道具にする。

「この俺と取引するつもりか？　いいだろう。桜子の裸を見たことは誰にも内緒だ」

　私はすごく真剣なのに、刹那さんは笑いを噛み殺しながら意地悪く言う。

「ああ～、もう！　だから言わないでくださいってば！」

　顔の熱が急上昇する。私は拳を握りしめ、声を限りに叫んだ。

「わかった、わかった。いいから自然薯をよこせ。時間がない」

　刹那さんは適当に返事をして、私の手から器を奪おうとする。

「全部食べないでくださいよ。私だって食べるんですからね」

　そう注意すると、私は渋々器を手渡した。

「保証はできないな」

　ニッと笑うと、刹那さんはご飯にとろろをかけ、美味しそうに口に運んだ。

　私も負けじと、ご飯にとろろをかけて口に運ぶ。

「う～ん、美味しい。幸せ」

　顔が自然と綻ぶ。

　やっぱり食べるって幸せ～。

「確かにうまいな」

　刹那さんも頬を緩めて満足げだ。

　そんな風に私が作るご飯を喜んで食べてもらえると嬉しいし、作りがいがある。それに、刹那さんがいると、ひとりでいるより食卓が明るくなってご飯ももっと美味しく感じられるし、楽しいんだよね。

　私も刹那さんも自然薯効果のせいか、いつもよりも食が進み、二合炊たいたご飯をふたりで平らげる。昨日、食欲がなかったのが嘘のようだった。

　刹那さんは席を立つと、ダイニングテーブルの皿を片づける私を手伝いながら、昨夜のことを念押しした。

「もう風呂で寝るなよ」

「うっ……。あんな失態、もう犯しません！　疲れた時はシャワーにします」

　食事の間は忘れていたのに……。

　また昨日の出来事を持ち出され、私は激しくうろたえる。

　自分の父親にもあまり注意というものをされたことがないのに、この人は……すっかり私の飼い主気取りだな。もう絶対にお風呂でなんて寝ないもん。

「どうだか？　今度やったら、ひとりで風呂に入るのを禁止する」

　刹那さんは訝しげな視線を投げると、とんでもないことを口にした。

「そんなあ、横暴すぎます！」

　私は刹那さんの命令に、抗議の声をあげた。

　すると急に刹那さんが眉根を寄せ、厳しい表情になる。

「そもそも、なんでそんなに疲れたんだ？　バイトが原因なら――」

「違います！　それは友達におかしなことを言われて、ずっと考え事をしちゃったからで……」

『辞めさせるぞ』と言われる前に、慌てて否定した。

「おかしなことって？」

　刹那さんは静かにそう言って、先を促す。

「……それは……友達が言ったんですよ。怒らないでくださいね。結婚指輪してたら、友達に指輪のことと……首につけられたキスマークのことを聞かれて、正直に話したら……刹那さんは……」

　あ～、やっぱり無理！

　私のことが好き……なんて突とっ拍ぴょう子しもないこと、本人を目の前にして言えないよ。

　それに……そうだよ。首につけられたキスマークのことを聞くの、すっかり忘れてた。あのキスマークのせいで、バイト中も久世さんと一緒にいるの恥ずかしかったんだから。

「そこで止めるなよ。怒らないから言ってみろ」

　穏やかな目で、刹那さんが私をじっと見る。

「……本当に？」

　私は疑いの眼差しで、刹那さんを見据えた。

「ああ」

「本当に、本当ですね？」

　自分の身の安全のために、私は最後にもう一度確認する。

　すると、刹那さんは仏頂面で言った。

「……クドいぞ」

「友達が……刹那さんは私のことが好きだ、って。笑っちゃいますよね、あはは」

　刹那さんの反応を窺いながら、恐る恐る口にする。

　わあー、言っちゃったよ。きっと怒るか、それとも笑い飛ばすか……。

　そう思っていたのに、彼の反応はどちらでもなかった。

　あれれ？

　刹那さんは一瞬黙り込むと、私を見つめてフッと笑った。

「面白い意見だ。それで、桜子はどう思う？」

　刹那さんは私の表情を探るように見て、答えを静かに待つ。

「『どう』って。あり得ないでしょう？　私ですよ。お姉ちゃんじゃないんですよ」

「それは、俺が薫子のことを好きだと言ってるのか？」

　刹那さんはフンと鼻で笑う。

「え～と、それは……」

　私は言葉に詰まった。

　刹那さんがお姉ちゃんが好きというのも……正直ないような気がする。やっぱり政略結婚だから……。

「それこそ、あり得ないな」

　刹那さんが笑い飛ばすように言った時、インターホンの音がした。

　きっと、右京さんが刹那さんを迎えに来たのだろう。

　刹那さんの出社時間は大抵朝の七時から八時前後で早いし、私はここ数日は講義が二限目からということもあり、同乗はしていない。

　刹那さんは腕時計にチラリと目をやると、メガネのブリッジを人差し指で押し上げながら私に告げた。

「もう時間がないから行くが、絶対に風呂で寝るな。それから、外出する時は首にショールでも巻くんだな。目立ちたくなければ」

　メガネのレンズ越しに、彼の目がいたずらっぽく光る。

　私の首には、彼の歯形がくっきり残っている。

　私はいまだにヒリヒリする首筋を、手で押さえた。

「ショールでも巻けって……自分で噛んでおいて、何言ってるんですか!!　人を噛むなんて……私のことを珍獣なんて言ってたけど、獣は刹那さんのほうじゃないですか！」

　そんな変なアドバイスをするくらいなら、噛むな！　私をいじめて、そんなに楽しいの!?　ああ～今日も絶対、奈々子と久世さんに詰問されるよ。

「男なんてみんな獣だ。あの秋人もな。忘れるなよ」

　意味深な言葉を残して、刹那さんは迎えに来た右京さんと一緒に、マンションをあとにした。

「久世さんは明らかに違うでしょう。野蛮なイメージなんてないもん」

　刹那さんがいなくなった部屋で、ひとり呟く。

「それにしても……結局、刹那さんの答えってなんだったんだっけ？」

　昨日あれだけ悩んだのに、肝心の答えを聞き逃すなんて……私はバカか。

　刹那さんが私への回答を避けるために、うまくはぐらかした……なんてことはないよね？　ああ～、もう考えるな！

「今日もお風呂で寝ちゃったら、もうひとりでお風呂に入れない……」

　ちょっと待って！　ひとりで入れないって……シャワーしかダメってことだと思ってたけど、それってまさか……〝刹那さんと入れ〟ってこと？

　そんなシチュエーションをひとりで想像して、顔がカァーッと熱くなる。

「ははは。ない、ない。……勘繰りすぎだよね？　私……刹那さんにかなり毒されてるよ」

　刹那さんと同居してまだ四日目だというのに、私は彼にすっかり翻弄されていた。










今一番の願い




「あんた愛されてるわね」

　今朝、刹那さんにつけられた首筋の歯形を見つけた奈々子が面白そうに笑う。

　私たちは今、担当教授の研究室で講義の資料の準備を手伝っている。

　シェイクスピア研究の権威である我が教授はイギリスでも有名だけど、六十八歳のおじいちゃんで機械に弱い。コピー機のステープル機能の使い方がわからず、毎回、愛まな弟で子しの私たちが教授をフォローしているのだ。

「どうしてすぐバレるかな？」

　ホチキスで資料をとめながら、私は首を傾げる。

　刹那さんに言われてわざわざショールを買って隠したのに、奈々子は会ってすぐに私の異変に気づいた。

「ほかの人ならごまかせるけどね。あんた、そもそも普段ショールなんて巻かないでしょう。いつもと違うことをすれば、何かおかしいって思うわよ」

「うっ……そうだけど。でも、噛まれたのに、なんで愛されてるのよ？　すご～く痛かったんだからね」

　私は首筋を手で押さえながら、反論する。

　小さい頃やんちゃな従兄いとこに耳を噛まれたことはあったけど、まさか大人になって男の人に首を噛まれるとは思わなかった。

　どんだけお腹が空いてたんだ！

「かわいい子ほど、意地悪したくなるのよ」

　奈々子が含みのある笑みを浮かべる。

「はあ？　理解できない」

　私は奈々子の言葉に顔をしかめた。

　しかし、意地悪という点は納得できる。刹那さんは楽しそうだったし……完全に遊ばれていた。

「あんた、そのうち本当に食べられるかもね」

　奈々子の不吉な言葉に、私はうんうんと赤べこのように頷く。

「奈々子もそう思う？　私なんて肉付きよくないし、食べたって美味しくないのにさ」

「あんた、ほんとバカ。もう、一回ぐらい鷹司先輩に食べられなさい！」

　奈々子が呆れたように呟き、彼女にペシッと頭を叩かれる。

「うっ!!　痛いよ、奈々子。なんで叩くの？」

　頭を押さえながら、私は上目遣いに奈々子を見て責めた。

「私が言ったのは、そういう意味じゃなくてね――」

　その時突然、私がポケットに忍ばせておいたスマホがピピピと鳴り、奈々子の言葉を遮った。

　スマホを取り出して画面を確認すると、右京さんからのメール。

【桜子ちゃん、迎えに来たよ。正門の前に車停めてる】

　あっ、バイト。

「あっ、奈々子、ごめん。バイト行かなきゃ！」

　でき上がった資料を近くにあったテーブルの上に置くと、私はバッグを持ち、慌ただしく教授の研究室を出て正門まで走った。大学の門の前に停車している車に乗り込み、右京さんに『久世書店』まで送ってもらうと、いつものようにドアを開ける。

　螺旋階段を上ると、久世さんは外国人のお客様を接客中だった。

　いつもながら彼の流りゅう暢ちょうな英語には感心してしまう。

　今日の久世さんはカジュアルスタイル。ブルーのシャツにグレーのジャケット、白のパンツという組み合わせは品があって爽やか。ファッション雑誌のお手本のようだ。

　モデルをやったら、さぞかし売れるだろうな。

　そんなことを考えながら控え室に荷物を置いて、カウンターに行き、新しく入荷した本のディスクリプションをパソコンに入力していく。

　ディスクリプションというのは簡単に言うと、本の著者名、タイトル、刊行年、コンディション、装丁を記したものだ。

　特殊な本や百万を超える高価な本は古書の専門知識が必要なので久世さんがやるけど、簡単な物は私にもさせてくれるようになった。

　何冊か入力を終えると、手が空あいたのか久世さんがこちらにやってくる。

「やあ、桜子ちゃん。今日はショールしてるんだね？　ピンクでとても似合ってる」

　久世さんが目を細めながら、優しく微笑む。

　ははは……またか。やっぱりそこに目が行きます？

「……ありがとうございます」

　少し身がまえながら、とりあえず褒めてくれたお礼を久世さんに言う。

　平静を装わなければ……久世さんにまでバレてしまう。刹那さん……この展開がわかってて、あんなことを言ったんだろうか？　今日マンションに帰ったら、とっちめなくては。

「でも、桜子ちゃんがショールって珍しいね。ひょっとして……」

　久世さんが私のショールに軽く指を触れると、私はゴクリと唾を飲んだ。

　ああ～！　やっぱり今日もこのパターンなの？

　抵抗しようとした矢先、久世さんがスルッとショールを外し、露わになった私の首筋を凝視する。彼は数十秒無言だった。

　空気が張りつめていて、生きた心地がしない。

　この静寂……もう怖い!!

「……これは派手にやられたね。いけない狂犬だな」

　久世さんの声にいつもの爽やかさがない。何かどす黒いものを感じるんだけど、私の気のせい？

　刹那さんの噛み跡に久世さんがそっと触れる。

　身体がビクンと動いて、全身にビリビリと電流が走ったような気がした。

　久世さんはニッコリ笑うけど、今日は……こめかみがピクピク動いているし、キレていませんか？　今の久世さんと目が合うと、石にされてしまいそうです。

「ははは……お腹が空いてたらしくて、肉と間違われました」

　背中にスーッと冷や汗を流しながら、私は乾いた笑いを浮かべる。

「……刹那のヤツ、牽けん制せいのつもりか？」

　美しい眉をひそめながら、久世さんが呟く。

「え？」

「いいや。なんでもないよ。でも、心配だな。この分だと、そのうち本当に刹那に襲われるよ。実家に帰ったほうが……」

「……いえ。私は痩やせてて食べても美味しくないだろうし、大丈夫です」

　もうこの話題は続けたくなくて、私はスパッと話を切り上げる。

「いや……桜子ちゃん、そういう意味じゃな――」

「久世さん！　そういえば……高校の時、久世さんも旧校舎の図書室によく来てたんですよね？　私がうたた寝していると、いつも学ランをかけてくれて……」

　今、刹那さんに融資を止められては困るのだ。失礼だとは思ったけど、私は久世さんの言葉を遮った。

「学ラン？　……ああ、そういえば、そんなことがあったね」

　久世さんは私の言葉に首を傾げたが、すぐになんのことか思い出したようで穏やかに微笑む。

「飴もありがとうございました。あの飴、すごく美味しかったんですけど、ネットで探してもなかなか見つからなくて……」

　もう何年も経ってて今さらだが、こうして再会しているし、改めて久世さんに感謝の気持ちを伝えた。

「……ああ、あの飴ね。確か、市販はされてないんじゃないかな。今度調べておくよ」

　久世さんは、ほんの一瞬顔を曇くもらせるも、いつもの爽やかスマイルで約束する。

「わあ、ありがとうございます！　ところで……学ランの胸ポケットに入れておいたペン、使ってもらえたでしょうか？」

　久世さんは覚えているだろうか？　ちゃんと気づいてもらえたかな？

「もちろんだよ。大切にしてるよ」

　久世さんが優しく微笑む。

　よかった。

　久世さんの答えを聞いて、ホッとする。

　高校生といえども、うちの学校は良家の子女が通ってたし、持ち物はブランド物を持ってるのが当たり前だった。久世さんは趣味がいいし、ディテールにもこだわりそうだったから、使ってもらえているか心配だったのだ。

　最初は手作りのお菓子がいいかと思ったんだけど、直接渡さないと怖くて食べる気にはならないんじゃないかと考え直して、散々迷った末にイギリスのブランドのペンを購入した。価格はお手頃だったけど、シックなデザインで機能性もあって……長く使ってもらえると思ったんだ。

「でも、どうして急に高校の時の話を？」

　久世さんは、どこか探るような視線を私に向ける。

　何か変なことでも言ったかな？

「昨日、たまたま高校時代の夢を見て……思い出したんです」

　私は正直に夢のことを伝えた。

「そうなんだ。桜子ちゃんの夢に登場させてもらえるなんて、光栄だな」

　久世さんが柔らかな笑みを浮かべる。

　周囲の空気もなんだか温かくなったような……。彼が直接夢に出てきたわけじゃないけど、まあいっか。余計なことを言えば、この空気がまた変わるような気がする。

「そういえば、薫子の件だけど、結婚式の当日に成なり田たからニューヨーク行きの飛行機に乗ったみたいだよ」

　久世さんは急に真面目な表情になり、姉の消息について教えてくれた。

「ニューヨーク？」

　久世さんのセリフに、驚きを隠せない。

　……まさか、お姉ちゃんが海外逃亡するとは思わなかった。でも、結婚式の当日に飛行機に乗るなんて、かなり計画的じゃない？　式の当日に新婚旅行に出発するなんて、聞いていなかったし……。お姉ちゃん……何考えてるの？

「そう。僕がつかんだ情報では、若い男性も一緒だったらしい。刹那から何か聞いてないかな？」

　えっ、若い男の人って誰だろう？　全然思いつかない。

「いいえ」

　私は首を傾げながら答える。

　刹那さんは、そんなことひと言も言ってなかった。

「おかしいね。僕は一日でこの情報をつかんだのに」

　久世さんは眉根を寄せ、何か考え込むような顔で言う。彼は暗に刹那さんを非難しているのだ。

「……そうですね」

　結婚式からもう三日経っているし、刹那さんは久世さんよりも情報をつかんでいてもいいはずだ。知ってて私に隠しているのだろうか？

「また何か情報をつかんだら、必ず桜子ちゃんに知らせるからね。刹那が何か悪いことを企んでるようだったら、僕に相談して。いいね？」

「はい。ありがとうございます」

　久世さんは私の返事に安心したのか、穏やかに微笑みながらショールを巻き直してくれた。

　それからバイトが終わるまで、ずっとお姉ちゃんのことを考えていた。

　なんでニューヨークに行ったのかな？　どうせお姉ちゃんのことだ。ショッピングを楽しんでいるのだろう。ブランドのバッグや宝石を買い漁り、一緒にいるとかいう若い男性に、荷物持ちをさせているに違いない。

　若い男性っていうのも、きっとホストか何かだろう。お姉ちゃんはよくホスト遊びをしていたから。私がこんなに刹那さんにいじめられてるのに……お姉ちゃん、何やってるのよ！

　八時にバイトを終えて店を出ると、店の前にちょうど刹那さんの車が横付けされた。

　さすが右京さん、時間ピッタリ。

　ドアを開けて後部座席に乗り込むと、右京さんが笑顔で私のほうを向いた。

「桜子ちゃん、お疲れ。今日も、久世さんには何もされなかった？」

　あったような、なかったような……。でも……。

「刹那さんに比べたら、無害ですよ」

　ムスッとしながら答えると、右京さんはクスッと声を出して笑った。

「やっぱり刹那兄と何かあった？　刹那兄は桜子ちゃんと一緒に暮らすようになってから、すごく機嫌がよくてさあ。僕も仕事がしやすくて、桜子ちゃんには感謝してるんだ」

　機嫌がいい？　私はすこぶる機嫌が悪いのに？

「それは……私をいじめてストレス発散してるんですよ」

「あはは。『いじめて』って……あの刹那兄が？　信じられないな」

　信じられないだぁ？

　私の中で何かがブチッとキレると、私は首に巻いていたショールを取り、右京さんに首筋がよく見えるようにした。

「じゃあ、この首筋を見てくださいよ！　刹那さんに噛まれたんですよ！」

　ええい！　この証拠が目に入らぬか！

　私がドヤ顔で見せると、右京さんはその勢いに気け圧おされて若干引いていたが、噛み跡を見ると目を丸くした。

「……わあ、本当だ。かなりくっきりつけられちゃったね」

　ショッキングだったのか、右京さんは抑揚のない声で言う。

「でしょう？　かなり痛かったんですよ！　右京さんからも刹那さんに言ってください。食べるなら、私じゃなくご飯にしてくださいって！」

　私のセリフに、右京さんはなぜか口をあんぐり開けて絶句する。数秒の沈黙のあと、右京さんは困ったような顔をしながら、話しだした。

「……え～と、桜子ちゃん……これはね、ご飯を食べるって言うんじゃなくて、刹那兄……たがが外れて多分、衝動的にやっちゃったと思うんだけど……まあ一種の愛情表現というか……」

「痛いのに？」

　私は右京さんの言葉に納得できず、小首を傾げる。

「つまり、桜子ちゃんが毎日のようにバイトで久世さんに会うから、刹那兄としては〝自分のもの〟っていう印をつけておきたかったんだよ」

　右京さんが爽やかに笑いながら説明するが、私は納得できなかった。

「でも、私……結婚指輪だってさせられてるんですよ。それで充分じゃないですか？」

「う～ん、刹那兄としては、桜子ちゃんとの関係を匂わせるかたちで、久世さんにダメージを与えたかったんじゃないかな？」

「どうして刹那さんが久世さんにダメージを与える必要があるんですか？　私には、ちんぷんかんぷんなんですけど……」

　困惑した顔で聞くと、右京さんは私にわかりやすいようにもう一度説明してくれた。

「僕は久世さんに直接会ってないからわからないけど、あの冷静な刹那兄が桜子ちゃんにこんな大胆ないたずらするってことは、久世さんが桜子ちゃんに気があると警戒していて、自分のものだって久世さんに思い知らせるためだと思うよ」

「久世さんが私に気があるって……まさか」

　右京さんの言葉が信じられず、引きつった顔で無理やり笑った。

「自分の女を狙ってる男が周りにいれば、女に自分のものだって印をつけたくなる。僕が刹那兄の立場なら、噛み跡まではいかないけど、大事な女にキスマークをつけてほかの男を牽制するだろうね。この噛み跡を見れば、刹那兄がどれだけ桜子ちゃんを溺愛しているかわかるよ」

　右京さんは穏やかな目をして、私をなだめるように言った。

　溺愛……？　自分の私生活で初めて聞く言葉だ。刹那さんのあの行動を溺愛というのか？　う～ん、わからない。やっぱり恋愛経験値が低いから？　本の世界に逃げてたツケが、今回っているのだろうか？

「まあ、桜子ちゃんもそんなに悩まないで。融資とか政略結婚とか、そういうくだらない考えや刹那兄への偏見を捨てて、刹那兄のことをちゃんと見てくれないかな。僕はこのまま、桜子ちゃんが刹那兄の本当の奥さんになってくれたら嬉しいよ」

　本当の奥さん……？　だから、それはお姉ちゃんなのに……。

「……右京さん、冗談キツいです。お姉ちゃんのこと、忘れちゃダメですよ。刹那さんから、お姉ちゃんのこと、何か消息がつかめたとか聞いてませんか？」

「調べてはいるんだけど、まだつかめてはいないんだ。ごめんね」

　右京さんは申し訳なさそうに謝るが、久世さんからの情報を知ってしまった以上、彼の言葉はやはり信用できない。

「……そうですか」

　私はわざとため息をつき、右京さんにガッカリしているように見せた。

　久世さんから、お姉ちゃんの情報をもらっていることを知られてはいけない。刹那さんの言った期限は一ヶ月だ。まだ三週間以上あるし、久世さんの伝つてがあればこの調子だと、お姉ちゃんの居場所だってすぐにわかるかもしれない。

　お姉ちゃんを必ず見つけて、もとの生活に戻る。それが、今の私の一番の願いだ。










私の油断と偏見




　八時半過ぎにマンションに帰ると、いつも通り夕飯を作ってひとりで食べた。お風呂は昨日の失態が頭をよぎり、シャワーで我慢。そして、夜寝る前の読書は、リビングのソファで楽しむ。

　このソファ、肌触りも座り心地も、寝心地もよくて気に入っている。

　いつもなら、シンデレラストーリー系の小説を読んで妄想の世界に浸るのだが、今日はオスカー・ワイルドの『サロメ』を読むことにした。妖よう艶えんな美女でワガママなサロメが、なんとなくお姉ちゃんに似ていたからだ。

『サロメ』は新約聖書をもとにした戯曲で、絶世の美女サロメが王を踊りで魅了し、その返礼として自分の愛を拒絶したヨカナーンの首をもらうという、猟奇的なお話。

　サロメがヨカナーンの生首を持ち上げてキスをしようとする、有名なオーブリー・ビアズリーの挿し絵を見ていると、身体がゾクッとしてくる。

　静かなリビング、急に壁時計の秒針のカチカチッという音が耳に入り、ふと時計を見れば深夜十二時過ぎ。

「……本の選択を誤ったかも。オスカー・ワイルドを読むなら『幸福な王子』にしておけばよかった。鳥肌立っちゃったよ」

　ビアズリーの挿し絵がおどろおどろしくて、とてもじゃないけど今夜は安眠できないような気がする。

　そんなことを、本の表紙をじっと見ながら考えていると、突然背後から肩を軽くトンと叩かれた。

「わあっ!!」

　無防備な状態でソファに座っていた私は、ビックリして声をあげながら、パッと立ち上がる。

　そんな私を見て、刹那さんは楽しそうにハハッと声を出して笑った。

　もう性格悪い！

　思わずムッとした私は、刹那さんに文句を言った。

「気配を消して近づくなんて、悪趣味ですよ、刹那さん！　帰ってきたなら声をかけてくださいよ」

「また寝てるかと思った」

　刹那さんは面白そうに私を眺めながら、悪びれずに答える。

　……絶対確信犯だよ。私を驚かすつもりだったに違いない。

「それにしても、こんな夜中に『サロメ』か。いい趣味してるな。頼むから寝ぼけて俺の首をはねるなよ。それほどまでに俺が欲しいなら、考えてやらなくはない。俺がいなくて、そんなに寂しかったのか？」

　目をいたずらっぽく光らせながら、刹那さんは左手で器用にネクタイを外していく。その男らしくカッコいい仕し草ぐさに、大抵の女の子なら見とれていただろう。でも、刹那さんに今朝から積もり積もった恨みがある私は、憎らしげに彼を睨みつけた。

「違います!!」

　誰が欲しがるか！　なんでそんな発想が浮かんでくるの!?

　私は両手の拳をギュッと握りしめながら、全力で否定する。

「勘違いしないでくださいね。刹那さんなんて欲しくありません。牛丼か刹那さんのどちらかを選べと言われたら、私は絶対に牛丼を選びます！」

　いい加減、からかうのはやめてください。

　そう願いながら話したのに、刹那さんは私の主張を無視して空腹を訴えた。

「牛丼で思い出した。夕飯を食べ損ねたんだ。何かないか？」

　……私のセリフはスルーですか？

　刹那さんの態度にイラッとする。

　だったら、私もそれ相応の対応をさせてもらいます。

「私は家政婦でも本当の妻でも、お母さんでもありませんよ。自分で冷蔵庫を見て、適当に食べてください」

　私が冷たくあしらうと、刹那さんがニヤリとした。

　うっ、なんだか嫌な予感……。

「そうか。何もないなら、寝ぼけて桜子を食べるかもしれないが、その時は許せよ」

　甘い低音ボイスを響かせながら、刹那さんが意地悪な笑みを浮かべる。

　許せるか！　ああ～、今無性にこの冷血メガネ男に噛みつきたい！　噛みついて黙らせてやりたい！

　でも、そんなことをしたら、この男はきっと百倍返しで私に復ふく讐しゅうするだろう。

　唇をギュッと噛みしめながら、私は自分の衝動を抑える。

「あ～、もう、用意すればいいんでしょう？　用意すれば！」

　地団駄を踏んで、刹那さんをキッと睨んだ。

「従順な妻はやっぱいいな」

　怒っている私を面白そうに眺めている刹那さんに、余計に腹が立つ。

「だから、まだ妻じゃないです！　いつから健けん忘ぼう症しょうになったんですか？」

　即座に否定して嫌味を言うが、そこでカッとなる刹那さんではなかった。

「桜子にしては、なかなかうまい切り返しだ」

　刹那さんはニヤッと口の端を上げ、上から目線で私を褒める。

　私を完全にバカにしてる。

「そこで褒めないでください。ああ、もう！　ご飯の仕度してきます！」

　プイッと横を向き、クスクス笑う刹那さんを無視して、キッチンに向かう。

　彼と話していると、こちらのペースを乱される。

　なぜ会話をしてるだけで、息切れするんだろう？　口では絶対に彼には勝てない。この数分で、カロリーをかなり消費した感じがするのは気のせいだろうか？

　怒ったらお腹が空いてきちゃった。とっておきのおかずがあるし、軽くお茶漬けと一緒に食べよう。刹那さんの分は、私のついでだ。

　だし汁を作り、冷蔵庫から刻んでおいたネギと醤しょう油ゆ漬けにした鯛たいの刺身を取り出す。

　準備をしていると、紺の部屋着に着替えた刹那さんが、ダイニングテーブルの席に着いた。

　ご飯をよそってご飯の上に適当に刺身を並べ、ネギとわさびを載せて、だし汁を注げばでき上がり。

　刹那さんの分と一緒に自分にもお茶漬けを用意すると、彼は面白そうに笑った。

「まさか、俺が帰るのを待ってたとか？」

「そんなわけないでしょう？　刹那さんとしゃべったらお腹が空いちゃったんです！」

「夕食はもう食べたんだろう？　そんなに食べて太らないんだな？」

　刹那さんが不思議そうに、私のほうを見る。

「それは……肉付きがよくないと暗に言ってます？」

　私はじとっとした目で刹那さんを睨んだ。

　特に胸がないとか思ってますよね？　胸がないの、コンプレックスなんだけど。

「ガッツリ食べる女を、見たことがなかっただけだ。気にするな」

『ガッツリ』って、体育会系のお兄さんじゃないんだから。

　好きな物を食べて、何がいけない？　人にも迷惑かけてないのに！

「それって……私が食いしん坊だと？」

　膨れっ面で刹那さんに目を向けると、彼は楽しげに目を光らせた。

「冷めるぞ、いいのか？」

「よくないです！　いただきます」

　話をうまく逸らされたが、今はまあいいだろう。せっかくのお茶漬けがマズくなっては困る。素直に手を合わせて箸を持つと、ニマニマしながらお茶漬けを堪能する。

　鯛もいい感じで味が染みているし、美味しい。

「これも、なかなかうまいな」

　お茶漬けに夢中になっていて刹那さんの存在をすっかり忘れていたが、彼もどうやら気に入ったらしい。またおかわりをご所望された。

　まあ、美味しく食べているなら出してあげよう、と上から目線で二杯目をささっと作って刹那さんの席の前に置き、お茶の準備をして湯のみにほうじ茶を注ぐ。

「『なかなか』が余計ですよ。ところで……」

　刹那さんが機嫌がよさそうなので、私は湯のみを彼の前に置いて話を切り出す。

「図りましたね？」

「何を？」

　刹那さんがほうじ茶を飲みながら、私にチラリと目をやる。

「今朝、刹那さんに言われてショールをわざわざ買って、首に巻いて外出したんです。でも、見事に友人にも久世さんにもバレちゃって。刹那さんのせいですよ。まだ絆創膏のほうがよかった」

　ギロッと刹那さんを睨むと、恨みがましく文句を言った。

「ほお。秋人にもバレたのか？」

　刹那さんは、面白そうに目を光らせる。

「そうですよ。久世さんは刹那さんのこと『いけない狂犬だな』って言って、私の噛み跡に触れたんですからね」

　しつこく文句を言うと、なぜかそれまでご機嫌だった刹那さんの表情が一変した。

「……あいつに触れさせたのか？」

　刹那さんは、咎とがめるような目で私を見据える。

　あれれ？　こっちが文句を言っているのに、話の流れがおかしくない？　それに、刹那さんがまとっている空気が、急に冷たくなった気がするんですけど……。

　だが、ここで怯んでしまっては刹那さんの思うツボだ。

「もっとうまく隠せば、バレずに済んだんですよ。刹那さんのせいですからね！」

　私は目を吊り上げながら刹那さんを責め立てるが、彼は落ち着いた様子で私を注意した。

「それは、桜子の警戒心が足りないからだ。仮にも妻なのに触らせたんだ。あとでお仕置きだな」

　刹那さんの目が妖しく光る。

　彼の不穏な声の響きに、私は一瞬怯んだ。

「……な、なんで私がお仕置きされるんですか!?　納得いきません！　大体、お姉ちゃん、まだ見つからないんですか？」

　自分が劣勢になってきたので、私は思い切って切り札を出した。

　さあ、どう出る？　私が右京さんにこの質問をしたことは、彼から聞いて知っているはずだ。

　私の問いかけに反応して、刹那さんは静かに湯のみを置くと、私をじっと見据えてきた。有能な経営者らしい、何もかも見通すような眼光。

「昨日までは、ニューヨークのホテルにいたらしい。だが、こちらが接触しようとしたところ、ホテルをチェックアウトしてどこかへ消えた。金髪の若い男も一緒だったらしい」

　誰かから報告を受けたらしいその情報を、刹那さんは他人事のように淡々と告げた。

　久世さんから若い男が一緒だと聞いていたが、それが金髪の男性というのは新情報。でも、報告するのが遅くない？

「どうして、帰ってきてすぐに教えてくれないんですか？　私たちにとって、一番大事なことじゃないですか！」

　私が刹那さんを責めると、彼は私の反応を確かめるように、私の目を見てゆっくりと告げた。

「せっかくの情報なのに驚かないんだな。秋人にでも聞いたのか？」

　私の目を射抜くようなその視線。

　刹那さんの鋭い指摘にハッとする。

　あっ!!　マズい!!　刹那さんの言葉にリアクション取るのを忘れた！　どうする、どうする、桜子？

「……こっちが質問したのに、質問で返さないでください！」

　そう反論すると、刹那さんの追及から逃げるようにキッチンへ行き、ポットのお湯を急須に注いで自分にもお茶を淹れた。だが、激しく動揺していたせいか、手が震えて湯のみをトンと倒す。

　すると、淹いれ立ての熱いお茶が足の甲にかかり、次に襲ってきた激痛とともにパッと目の前が真っ白になった。

　自分の身に起こったことがスローモーションのように見えていたのに、私はどうすることもできない。

「熱っ！」

　私が叫びながらしゃがみ込むと、刹那さんがすぐに椅子から立ち上がり、私のもとに駆け寄った。

「桜子！」

　刹那さんが私の足を見るなり、私をさっと抱き上げて足早にバスルームに行く。そして浴槽の縁に私を座らせ、水道水で私の足を冷やした。刹那さんの表情は、今までにないくらい険しい。

「……痛い」

　私が泣き言をこぼすと、刹那さんは厳しい声で叱った。

「熱湯を被かぶったんだ。当然だ、バカ」

　それからは、私も刹那さんも無言だった。

　どれくらい時間が経ったのだろう。

　冷やしていると、いくぶん痛みが和らいできたような気がする。

「……もう大丈夫かも」

　少し安堵しながら言うと、刹那さんは厳しい表情で首を横に振った。

「火やけ傷どを甘くみるな。多分、まだ痛みは続く」

　浴室の防水時計にチラリと目をやると、刹那さんはまた私を抱き上げる。

「うわっ、刹那さん!!　大丈夫です。歩けます」

　私はそう主張したのに、刹那さんに威圧的な目で睨まれた。

「それは、医者が診みて『いい』って言ってからだ」

　……怖い、取りつく島もない。

　それからは、刹那さんが電話で右京さんを呼び出し、大学病院に部屋着のまま連れていかれた。この大学病院は、刹那さんのお祖父さんが入院しているところだ。

　車に乗っている間も、刹那さんの言うように、火傷したところがヒリヒリ痛んだ。

　救急だからなのか、それとも鷹司の名前のおかげなのか、病院に着くとすぐに診てもらえた。

　先生が火傷の状態を確認して薬を塗ると、そばにいた看護師がガーゼのテープを貼って、診察は十五分ほどで終了。痛み止めと化膿止めの薬をもらったが、治療は今後も続くと聞いて、ひどく落胆した。完治までに三週間ほどかかるらしい。

　私が腹の底からハーッとため息をつくと、刹那さんにペシッと頭をはたかれた。

「一応、女なんだから。跡が残ったら困るだろ！　ちゃんと受診しろ」

　痛い！　叩かなくても……。それに、『一応』って……ひどい。まあ、私は女子力ないけど……。

「……はい」

　刹那さんって私の保護者みたい。お兄ちゃんがいたら、こんな風に面倒を見てもらえたのだろうか。

　明日の診察の予約をしてマンションに戻ると、右京さんにお礼を言って刹那さんの部屋の前で別れる。

　右京さんは、刹那さんに抱き上げられる私を好奇の目で見ていた。

　私は自分で歩きたかったけど、帰りも刹那さんに歩くことを却下され、泣く泣くこの羞しゅう恥ちに耐える。

　恥ずかしい～!!　右京さんの記憶、消してしまいたい～。

　いつもの寝室に運ばれ、ベッドに座らされた私は、彼に頭を下げて謝った。

「……ご迷惑おかけしてすみません」

　ぐったり疲れて、もう今はそれしか言えません。

『今日こそは何もやらかさないように』っていろいろ気をつけてたのに、よりによって火傷して、刹那さんだけじゃなく右京さんにまで迷惑かけちゃって。ほんと自分が情けない。

「いいから寝ろ。もうすぐ二時だ」

「……はい」

　私がベッドに横になると、刹那さんは私の火傷した場所に触れないように、そっと布団をかける。

　刹那さんも一緒に寝るのかと思ってドキドキしたが、彼はメールをチェックするとか言って、寝室を出ていった。

　ひとりになると、ちょっとホッとする。

　私って、本当に救いようがないドジかもしれない。いろいろ気をつけていたのに、結局こうなる。刹那さんも呆れているだろうな。

　目をつぶってまどろむが、火傷した足が痛くて眠れない。

　枕元に置いたスマホを操作して見れば、午前二時三十分。

　三十分くらい経つのに、痛みのせいでまだ眠れない。

「……う～ん」

　寝苦しくて唸っていると、刹那さんが戻ってきた。

「どうした？　眠れないのか？」

　私を気遣ってくれているのか、刹那さんが心配そうに声をかけてくる。

「火傷したところが痛くて……」

　私が正直に痛みを訴えると、刹那さんは嫌な顔ひとつせず、私がもらってきた痛み止めの薬を飲ませてくれて、ネットでも見て調べたのか、私が火傷した足の下にクッションを置いて寝やすいようにしてくれた。

　刹那さん、深夜に帰ってきて、疲れてもうクタクタだろうに……。

　私が申し訳ない気持ちでいっぱいでいると、ベッド脇に立っていた刹那さんは、珍しく優しく微笑んで私の頭を軽く小突いた。

「毎日騒がしいヤツだな。ほんと、退屈しない」

「うっ……面目ないです」

　刹那さんと目を合わせられなくて、自分の手をじっと見る。

「今度こそ、本当におとなしく寝ろ。でないと襲うぞ」

　刹那さんは今度は意地悪な笑みを浮かべ、私の髪に軽くチュッとキスを落とす。

「わ～、寝ます！　今すぐ寝ます！」

　あたふたしながら横になって布団を被ると、刹那さんはクスクスと笑った。

　……またからかわれた。刹那さんって意外によく笑うよね。もっと冷たい人だと思ってたけど、今日もいろいろ助けてくれたし、結構面倒見がいい。

　右京さんの言うように、私は偏見の目で彼を見ていたのかもしれない。刹那さんがいなかったら、もっと大変なことになっていたかも。

　病院の先生は、応急処置がよかったと刹那さんを褒めていた。

　世話を焼いてくれる人がいるのって、いいものだ。

　一緒にいたのが母かお姉ちゃんだったら、私はきっと放置されていただろう。基本的にあのふたりを頼りにしてはいけない。父も……そんなに頼りにならないけど。

　朝起きたら、お礼に美味しい朝食を用意してあげよう。二杯目のお茶漬けも、お預けになっちゃったし……。

　何を作ろうか？　洋食……それとも和食？

　久世さんからお姉ちゃんの情報を教えてもらったことを、刹那さんに勘づかれたことなどすっかり忘れ、呑気に朝食のメニューを考えていると、瞼がだんだん重くなる。

「来週から海外出張なのに……これを残していくのはかなり不安だな。秋人もどう出るか……」

　刹那さんのそんな呟きが耳に届くが、今の私にはもう思考能力はなく、そのまま睡魔に襲われて意識を手放した。










イライラとモヤモヤ




「う～ん」

　午前六時ちょっと前、火傷の痛みで目が覚める。頭はまだボーッとしている。まだ寝ていたいが、足が痛くてもう眠れない。

　ベッドから起き上がると、刹那さんはいなかった。

「ちゃんと寝たのかな？」

　昨日はかなり迷惑かけちゃったし、すごく気になる。目覚ましの音だって多分しなかったし……いや、刹那さんって、そもそも目覚まし時計使わないよね。

　前は、確かスマホのバイブ音しかしなかった。バイブ音だけで起きれるのだとしたらすごい。ひょっとして、私を起こさないように気遣ってくれてるのかな？

　ベッドからそっと起き上がり、ガーゼのテープをゆっくりはがして火傷の跡を確認すると、水ぶくれができていた。

　お団子みたいな大きさで、しかもグロテスク。

「うわっ、何これ？　……見なかったことにしよう」

　あまりに気持ち悪くて、水ぶくれをつぶさないようにガーゼをもとに戻し、現実逃避する。

　う～、この水ぶくれ、つぶしたい～。でも、先生に『ダメ』って言われたんだよね。

　つぶすと、バイ菌が入るとかなんとか……。

　今日はスカートかな？　靴下は履けないし……。靴も……何履けばいいんだろう。

　考えるといろいろ面倒臭いし、頭が痛い。身支度を整えてキッチンに行くと、冷蔵庫にＡ４サイズのチェック表が貼ってあった。

「……何これ？　揚げ物はしない。リビングで就寝前に読書しない。お風呂はシャワーだけ。ガーゼの交換。……これって刹那さんが？　いつ作ったの？」

　十項目くらいあるんですけど、なんでこんなの貼ってあるの？

「それは、俺がラスベガス出張に行っている間、やってもらう。毎日、全部チェックをしたら写真を撮ってメールで送れ」

　私がチェック表を凝視していると、スーツ姿の刹那さんがリビングから現れた。朝から完璧な出で立ち。

　そもそも、だらしない刹那さんって見たことないな。部屋着でも、モデルさんみたいにカッコいいし。

「先生～、じゃなかった。刹那さん、ラスベガス出張っていつからですか？」

　思わず手を上げて聞いてしまう。だって、こんなチェック表を作っちゃうし、メガネもかけてるから先生みたいなんだもん。

「明々後日しあさってから来週の金曜までだ」

「ひょっとして、お姉ちゃんを探しに？」

　期待の眼差しを刹那さんに向けるが、すぐに彼に否定された。

「いや。完全に仕事だ。ラスベガス進出のための視察」

「視察って言っておきながら、ラスベガスでカジノ三ざん昧まいなんじゃないですか？」

　疑いの眼差しで刹那さんを見ると、冷ややかな目で返される。

「カジノなんかやっても、時間と金の無駄だろ？　それより、火傷の跡はどうなった？」

　刹那さんは手に新しいガーゼを持って私に近づくと、屈んで私の足にそっと触れながらガーゼをはがし、注意深くチェックした。

　人に触られるのってくすぐったくて、身体がもじもじしてしまう。動きたいのを我慢して、早く終わってと心の中で祈る。

「……やっぱり水ぶくれができたな。朝食を食べたら病院に行くぞ」

　刹那さんは真剣な表情で、患部のガーゼを交換すると、立ち上がった。

　彼のセリフにあれ？って思った。

「『行くぞ』って、刹那さんも一緒に？　仕事はいいんですか？」

「午前中は休みを取った。祖父さんの見舞いもあるしな」

　刹那さんは落ち着いた様子で言う。どうやらスケジュールはすでに調整済みらしい。

「あっ、お祖父さん、その後どうですか？」

　お祖父さんのこと、すっかり忘れてた。私って……自分しか見えてなかったな。反省、反省。

「結婚式の二日後に手術を受けて、今のところ経過も良好だ」

　刹那さんは穏やかな顔で告げる。

「よかったあ。刹那さんも安心ですね。私もお見舞いに行ってもいいですか？」

　私がニッコリ笑うと、刹那さんも微笑み返した。

「ああ。祖父さんも、きっと喜ぶだろう」

「じゃあ、早く朝食の準備をしなきゃ」

　慌てて冷蔵庫を開けようとすると、刹那さんに手をつかまれた。

「足は？　そんな足で歩くと痛いんじゃないか？」

「少し痛いですけど、走るわけじゃないので大丈夫です」

　私は笑顔を作ると、足を上下に動かしてみせた。

「今日は座ってろ」

　刹那さんは私の肩を優しく叩くと、ダイニングの椅子を指差す。

「え？　でも……」

　私が戸惑っていると、刹那さんはスーツのジャケットを脱いで、ダイニングテーブルの椅子の背もたれにかけた。

「俺が作る」

　シャツの袖そでをめくり、キッチンに立つ刹那さん。彼に言われた通り、椅子に座ってボーッと彼が料理するのを眺める。

　とても手際がいい。料理できるんだ。

　十分ほど経っただろうか。美味しそうな甘い匂いが、ダイニングに漂ってきた。

　この匂いは……。

「フレンチトーストだあ」

　思わず顔が綻んでしまう。フレンチトーストが嫌いな女の子なんて、いるだろうか？

　刹那さんはでき上がったフレンチトーストにパウダーシュガーをかけると、ダイニングテーブルに運んできた。私がフレンチトーストを嬉しそうに眺めている間に、刹那さんはサラダ、果物、紅茶を準備して、素早くテーブルに並べていく。

　刹那さんがテーブルに着くと、ふたりで「いただきます」と言って食べ始めた。

「刹那さん、とっても美味しいです。幸せ～！」

　ホクホク顔で食べる私を、刹那さんは満足そうに眺める。

「それはよかった」

　彼が作ってくれたフレンチトーストは、外はカリカリで甘さも私にはちょうどよくて、調子に乗って『おかわりっ』と言ってしまいそうになった。

「美味しかったあ。ごちそうさまでした。刹那さんって料理するんですね」

「茹ゆでるか焼くくらいしか、やらないけどな」

　刹那さんは謙けん遜そんするが、それだけでも偉いと思う。

　うちのお母さんとお姉ちゃんなんて、キッチンにすら立たないよ。冷蔵庫に何があるかも知らないし。多分、やる気の問題だよね。

　刹那さんは仕事だって忙しいのに……。

　感心していると、刹那さんが私を見てクスッと笑った。

「なんですか？　顔に何かついてます？」

　笑われたのが気になって、顔にペタペタ触れて何かついてないか確認する。

「いや。餌え付づけしてるみたいで、面白かった。薬飲んだら行くぞ」

『餌付け』って……また珍獣扱いですか！

　私がプクッと膨れると、刹那さんは立ち上がって食器を片づけ始めた。

「あっ、片づけは私が……」

　立ち上がって後片づけをしようとしたら、刹那さんにギロリと睨まれた。

「いいから薬を飲め。皿を落として割ったら、大変だ」

　刹那さんに信用されてなくて、私は拗すねた。

「うっ、ひどい。私……そこまでドジじゃありませんよ」

「その自信が一体どこから来るのか、甚はなはだ疑問だ」

　刹那さんに冷たく返され、シュンとなる。彼の中では私は前科者。すでにいろいろやらかしているので、これ以上反論できない。

　仕方なく、片づけは刹那さんに任せ、ダイニングで薬を飲んでいると、玄関のインターホンが鳴った。

「あっ、右京さんだ！」

　玄関のロックを解除しようと思い、立ち上がろうとすると、刹那さんに止められた。

「俺が行くからいい」

　刹那さんはクールな顔で言って私の肩に手を置くと、スタスタと玄関に向かう。

　そんな彼の後ろ姿を、私は呆気に取られながら見送った。

「……刹那さんって、過度の心配症なのかな？　私が玄関に行くまでに転ぶとか思ってる？」

　ここ数日の私の行いから、そう考えられてもおかしくはないのかもしれないけど、私、どんだけ刹那さんに信用されてないの？

　私が落ち込んでいると、右京さんの声がした。

「桜子ちゃん、足大丈夫？」

　刹那さんと一緒にダイニングにやってきた右京さんも、私の火傷のことが心配だったようで、挨拶代わりに状態を聞いてきた。

「右京さん、おはようございます。昨日はいろいろとありがとうございました。足はまだ少し痛いですけど……」

「気にしないでね。僕はむしろ、面白いものが見られたからラッキーだったんだけど」

　右京さんはいたずらっぽい目で、私を見る。

「面白いものって？」

「刹那兄のお姫様抱っこ」

　右京さんがチラリと刹那さんに目をやり、ニッコリ微笑む。

　聞いた私がバカだった。

「ははは……」

　乾いた笑いが自然と出る。これ以外のリアクションができない。

　やっぱり、覚えてたんですね。

「右京さん、それ思い出させないでください。恥ずかしかったんですから」

「いいじゃない。仲がいいんだから」

　右京さんの言葉に、目が点になる。

『仲がいい』？　いや、それ違うから。

　私は首をブンブンと横に振る。

　チェックリストまで作られて信用されていないのに……。私が出来の悪い生徒なら、刹那さんは私を指導する先生。そんな関係なのですよ。

「いえ、決して仲はよくないのですよ。誤解です!!」

　右京さんに反論すると、刹那さんの冷ややかな視線を感じた。

「何をふたりでごちゃごちゃ言ってる？　時間がないから行くぞ」

「あっ、はい」

　慌てて玄関に行こうとすると、刹那さんの手が伸びてきて、私をスッと抱き上げた。

「ち、ちょっと、刹那さん!!」

　突然抱き上げられて驚いた私が、刹那さんの腕の中で暴れると、彼は厳しい顔で私を一いっ喝かつした。

「水ぶくれをつぶすと、厄介だ。おとなしくしてろ！」

「ううっ……。恥ずかしいのに」

　羞恥に耐えられず、私は両手で顔を覆った。

「自業自得だな」

　刹那さんが、楽しげに声をあげて笑う。

　この方、人の不幸を面白がってませんか？

　そんな刹那さんを指の隙すき間まから覗き見ると、視線が合って彼がフッと微笑した。

　その大人の色香が漂う美しい笑顔に思わずドキッとする。

　何をときめいてんの、私！　いや、こんな綺麗な顔が至近距離にあるのがいけないんだ。

　ギュッと目を閉じて、刹那さんの顔を視界から追い出しながら、必死に自分に言い訳する。

　結局、刹那さんには逆らえず、そのまま車まで運ばれ、病院に着いても診察室の前まで彼に運ばれた。

　病院ですれ違う人がみんな見てるし、恥ずかしい～！

　今さら自分の失態を後悔しても遅いけど、火傷なんかするんじゃなかった。

　診察室に入ると、皮膚科の先生が水ぶくれの液を抜き、軟なん膏こうを塗ってくれた。ガーゼのテープを貼って、今日の治療は二十分ほどで終了。

　やっと終わったと思ったら、先生ににこやかに「また明日」と声をかけられ、ガクッとうなだれた。

「明日も来なきゃいけないのか」

　ブルーな気分で診察室を出ると、右京さんが笑顔でマジックテープのサンダルを差し出した。

「桜子ちゃん、これ履いて。今、売店で買ってきたんだ」

「ありがとうございます、右京さん」

　これで、刹那さんに抱っこされる必要はなくなる。

　少しホッとして右京さんにお礼を言うと、受付で会計を済ませ、刹那さんのお祖父さんの病室まで歩いて移動する。

　私の横を並んで歩いていた刹那さんが、ぎこちなく歩く私を見てポツリ。

「バイトは、一週間は無理だな」

　確かに自由に歩けないし、久世さんにも迷惑をかけるから休むしかないだろう。

　私は、「はい」と意気消沈しながら頷いた。

「まあまあ、桜子ちゃん。その間、いっぱい本を読めると思えばいいじゃない。元気出して」

　後ろを歩いていた右京さんが私を励ますと、私は「そうですね」と力なく頷いた。

　お祖父さんの病室に着くと、刹那さんがドアを開け、彼に続いて私と右京さんが中に入る。

「こんにちは」

　笑顔を貼りつけ、ベッドにいるお祖父さんに向かって挨拶すると、突然十八歳くらいの長い黒髪の女の子が、刹那さんの胸に飛び込むように抱きついてきた。

「刹兄様！　会いたかった～」

　刹兄様？

　驚きで目を丸くする私。

　誰なんだろう、この子？　すごく綺麗な子だな。目鼻立ちがはっきりしてて、色も白くて……おまけに私よりも小柄なのに、胸もある。フリフリのラベンダー色のワンピースなんか着てて、深窓のご令嬢みたい。

　刹那さんは軽く彼女の肩を叩きながら、普段、滅多に見せない優しい笑顔を彼女に向けた。

「久しぶりだな、雪ゆき乃の。桜子、俺たちの従妹いとこの雪乃だ」

　刹那さんと右京さんの従妹？　鷹司家の家系って、みんな美形なんだ。

　雪乃さんを刹那さんに紹介され、私は彼女の顔に見とれながら軽く会え釈しゃくする。

「初めまして。梅園……じゃなかった。桜子です」

　鷹司桜子とは言えなくて『桜子』とだけ名乗るが、雪乃さんは私からプイッと顔を逸らし、右京さんのほうを向くと満面の笑みを浮かべた。

「右京くん、刹兄様の秘書なんでしょう？　いいなあ。雪乃も、ずっと刹兄様のそばにいたいのに」

「雪乃ちゃん、いつ日本に戻ってきたの？」

　右京さんが優しく問いかけると、なぜか雪乃さんは急に表情を変え、横目で私をキッと睨みつける。

　その恨みがましい視線に、私は怯んだ。

　挨拶もスルーされたし……これは、もしかして私、嫌われてる？　でも、どうして？

　私は戸惑いながら、雪乃さんにじっと目を向ける。

　一方、刹那さんはお祖父さんと何か話をしていた。

「昨日よ。刹兄様が結婚したって聞いたから、慌てて戻ってきたの。刹兄様、私に黙って結婚しちゃうなんてひどい！　お祖父様もひどいわ、刹兄様の結婚を勝手に決めて。私、ずっと刹兄様のことが好きだったのに、恨みます！」

　雪乃さんは、刹那さんとお祖父さんを上目遣いに睨み、ふたりを責め立てる。そんな彼女を、刹那さんはまるで本当の兄のように愛おしげになだめた。

「祖父さんの病気のこともあったし、直接連絡できなくて悪かったな」

　刹那さんは、雪乃さんの頭をポンポンと優しく叩く。

　きっと、雪乃さんのことがかわいいのだろう。こんなに優しい顔をする刹那さんは、初めて見た。なぜだか知らないが、胸がチクンと痛む。

「雪乃ちゃん、機嫌直してよ。そうだ、フランスでの話、聞きたいなあ。パリの大学はどう？」

　右京さんもニコッと笑って雪乃さんのご機嫌を取ると、彼女は嬉しそうに大学での様子を話しだした。

　どうやら雪乃さんは、お父さんの仕事の都合でずっとフランスにいたらしい。

　刹那さんと右京さんは、笑みを浮かべながら雪乃さんの話に耳を傾けている。私もそばで静かに雪乃さんの話を聞いていたのだが、だんだん自分が部外者のような気がしてきて、この場にいるのを苦痛に感じてきた。

　……私がいると、邪魔かな？　みんなの中に入れない雰囲気。所詮、私は鷹司家の人間じゃないし、雪乃さんは刹那さんが好きみたいだし、私が一緒にいると面白くないだろう。お見舞いはまたにして、タクシーで帰ろうかな。

　そんなことを考えていると、お祖父さんに声をかけられた。

「桜子ちゃん、足は大丈夫かのう？」

　さっき刹那さんから火傷のことを聞いたのか、お祖父さんは私の足に目を向ける。

「はい。大丈夫です。こんなのすぐに治ります」

　お祖父さんのほうが大変なのに、火傷くらいで心配させちゃって申し訳ない。

　お祖父さんは術後なのに、顔色がよくてホッとした。

「はい、大丈夫です。お祖父さんも経過が良好みたいで、安心しました」

　私はニコッと作り笑いをする。

「ありがとう。これも桜子ちゃんが、鷹司家に嫁に来てくれたおかげじゃ」

　私の顔をじっと見ながら、お祖父さんはにこやかに言う。

「いえ……そんなことは……」

　私は苦笑しながら、言葉を濁した。

　今朝まで、お祖父さんのことなんて忘れていた薄情者なんです。お礼なんて言わないでください。

　罪悪感を覚えてそのまま黙り込むと、雪乃さんの話し声が耳に入ってきた。

「そういえば、私が中学生の時にね、刹兄様が……」

　チラリと雪乃さんに目をやれば、彼女は右京さんに向かって過去の刹那さんとのエピソードを話していた。

　海で溺れそうになった時、刹那さんが助けてくれたとか、バレンタインにチョコをあげたら目の前で食べてくれたとか、勉強を優しく教えてもらったとか、小さい頃はお泊まりして刹那さんのベッドで寝ちゃったとか……。

　お祖父さんも孫娘がかわいいのか、優しく目を細めて雪乃さんの話を聞いている。

『刹兄様が』、『刹兄様が』……。そのフレーズを何回聞いただろう。

　ああ、もう……いいです。お腹いっぱいで、これ以上は無理。

　胸の中がモヤモヤして、聞いているとだんだんイライラしてくる。雪乃さんの笑い声が耳みみ障ざわりで仕方ない。息苦しくて、ここにいられない。もうマンションに帰りたい。

　あはっ、変なの。自分から刹那さんのマンションに帰りたい、って思うなんて……。でも、あのマンションなら、刹那さんは私だけを見てくれる。そう、私だけを見て笑ってくれる。

「……あの」

　壁とほぼ同化していた私が思い切って声を出すと、やっと存在を認知されたのか、みんなが私のほうを見た。

「大学の講義があるので申し訳ないのですが、これで失礼します」

　ペコリと頭を下げ、病室を出ようとすると、刹那さんに手をつかまれた。

「勝手に行くな。送ってくから」

「刹那さんたちは、積もる話もあるでしょうから。私はタクシーで帰ります」

　笑顔を作って刹那さんの手を外すと、火傷の痛みを我慢して足早に病室を出た。

　走ってこの場から逃げ出せないのが悔しい。逃げ出す？　おかしい。こんなの……いつもの私じゃない。きっと足が痛くて、思うように動かせないからだ。だから、こんなにイライラしてつらいんだ。

「……足……痛い」

　なぜか涙が込み上げてくる。

　壁にもたれながらギュッと目を閉じると、突然、誰かに身体を抱き上げられた。

　フワリと漂うムスクの香り。刹那さんだ。

「バカ、無茶するからだ」

　いつものように、刹那さんに叱られる。

　ええ、そうですね。私はドジだし、雪乃さんみたいにかわいくないですもんね。

「下ろしてください。歩けます！　私のことは放っておいてください」

　私が刹那さんの腕の中で暴れると、彼は面白そうに私を見た。

「泣くほど痛いのに？　言うことを聞かないなら、入院させるぞ」

「雪乃さんたちと、楽しく話してればいいじゃないですか！」

　私は声をあげると、刹那さんから顔を背そむけた。

　自分でもわかっている。これは嫉しっ妬とだ。刹那さんと雪乃さんが仲良く笑っている姿を見るのが嫌なんだ。だけど、自分の感情をどうすることもできない。

「何をそんなに怒ってる？　そのうるさい口を黙らせないとな」

　刹那さんが私を見て、ニヤリと笑う。

　……まさか、キスして口塞ぐとか？

　私が警戒していると、刹那さんは右足で私の身体を支えながら、スーツのポケットを探り、ピンクの紙に包まれた飴を取り出した。

「あっ……」

　思わず声が出る。刹那さんは器用に片手で包み紙を取って、飴を私の口の中に放り込んだ。

　口の中に広がる、フルーティな桃の味。私はこの味を知っているし、覚えている。

　どうして？　どうして刹那さんがこの飴を持ってるの？

　そういえば……結婚式で誓いのキスをした時……同じ桃の香りがした。久世さんは市販されていない飴、って言ってたのに……。これは、ただの偶然？　それとも……。

「雪乃のことは悪かったな。あれは、小さい頃から身体が弱くて、甘やかされて育ったからワガママなんだ。俺や右京の周りに女性がいると、すぐに嫌な態度を取る。だから気にするな」

　刹那さんが謝るが、飴のことが気になってただ頷くことしかできなかった。










自覚する




　今朝、火傷の跡が痒かゆくて目覚ましが鳴る前に起きると、寝室に刹那さんの姿はなかった。

　時計に目をやれば、朝の七時過ぎ。

　雪乃さんに会ってから三日間、私の頭はひどく混乱していた。

　雪乃さんへの嫉妬や刹那さんにもらった桃の飴のこと。ずっと刹那さんのことを考えているけど、何も解決はしていない。自分の感情も飴のこともよくわからず、胸の中がモヤモヤしていて……。

　それに、今日は日曜日で、刹那さんがラスベガスに出張に行く日。

　あの悪夢の結婚式から、まだ一週間しか経っていないなんて信じられない。

　この一週間で、一年分の出来事が起こったような気がする。花嫁の代理、刹那さんとの同居、キスされたり、裸を見られたり、火傷したり……。

　最初は、刹那さんのことを冷たくて怖い人だと思っていた。

　でも、この一週間、彼と同居して彼の優しさを知った。私が何かやらかすと叱られるけど、それは私のことを心配してのことだし、過保護なくらい私の面倒を見てくれて……大事にされているのがわかる。

　自分はお姉ちゃんの身代わりだってわかっているのに、刹那さんと過ごす時間を楽しんでいる自分がいるのだ。私をからかう時の意地悪な顔も、耳元で冗談っぽく甘く囁く声も、私の心をざわつかせる。

　私の横のシーツにシワが寄っているし、刹那さんも多分、このベッドで寝ていたとは思うんだけど、いつ就寝して起床したのか全くわからない。彼の休みは不定期で、昨日はお休みだったはずなのに、出張前だからか、ずっと家で仕事をしていたし……。

　シーツに触れながらポツリと呟く。

「あんなに働いてよく倒れないな。ほんと感心する」

　しかも、私が火傷してからというもの、刹那さんが食事を作ってくれている。

　私に家政婦としての働きを期待していたのだとしたら、彼はきっとガッカリしているだろう。

　今は刹那さんのお荷物状態。火事を起こされては困ると、キッチンに立つことも禁止されているのだ。

「私って、どれだけ迷惑かけてるんだろう？」

　ため息交じりに呟きながらベッドから起き上がり、寝室を出ると、洗面所に行く。

　歯磨きをしていても、考えるのは刹那さんのこと。そして、髪をブラッシングすると、鏡をじっと見て自分の唇に触れた。

　結婚式で、初めて刹那さんにキスされた時の感触を、まだ覚えている。人の唇があんなに柔らかいとは知らなかった。

　それと同時に気づいた、あの甘い桃の香り。昨日、刹那さんが私にくれた飴と同じ香りで、その飴は、私が高校時代に久世さんからもらった物と同じだった。人は、味とか匂いの記憶は忘れないものだ。だから、私の勘違いではない。

　だけど、刹那さんがここのところずっと忙しそうだったので、あの飴のことは聞けなかった。いや、違う。怖くて聞けなかった。

　なぜ刹那さんが、あの飴を持っていたのか？　たまたま、どこかから入手した。そう結論づけるのが妥当でしょう？

　でも……なんだろう。心に引っかかるものがある。もし……あの学ランが久世さんのではなくて、刹那さんの物だとしたら……久世さんは私に嘘をついたことになる。

　あの優しい久世さんが？　ないよ。ない、ない。

「私……やっぱりおかしい。火傷して、ちょっと寝不足だからかな？」

　寝不足といっても、刹那さんの倍は寝てると思うけど……。

　ひとり苦笑しながら洗面所を出ると、廊下で刹那さんと出くわした。

「何がおかしいって？」

　黒のジャケットとパンツに、グレーのシャツを品よく着こなした刹那さんは、もう家を出る時間なのか、黒のスーツケースを持っていた。

　グレーのシャツからは鎖骨が見えて、すごくセクシーな雰囲気だ。

「……いえ、火傷したところが痒くって。もう行く時間ですか？」

　私は笑顔を取り繕つくろい、咄嗟にごまかす。

「ああ。痒いからってかくなよ。チェック表も忘れるな」

　ちょっと怖い顔で注意される。

「チェックはしますけど、写真を送る必要はないのでは？」

　控えめに反論すると、刹那さんに拳で頭をグリグリされた。

「うちが火事にならないか心配なんだ。いいか？」

　痛い～。暴力反対。

「わかりました、わかりました。刹那さん、痛いからやめてください～」

　私が抗議すると、刹那さんは手を止めたが、次の瞬間、彼は名残惜しそうに私の身体をギュッと抱きしめた。

　トクンと胸が高鳴る。お互いの身体が密着してちょっと恥ずかしいし、なんだかドキドキする。刹那さんの胸って温かい。

「……刹那さん？」

　私が不思議に思って刹那さんを見上げると、彼は私をじっと見ていた。

「ちゃんとお利口にしてるんだぞ」

　刹那さんはフッと微笑すると、左手でメガネを外し、私に顔を近づけて口づけた。

　綺麗なダークブラウンの瞳。その瞳に射抜かれ、キスは深みを増す。私の反応を確認するようなその視線。いつもの面白がるような目ではなかった。

　今日は気持ちがこもっているように感じるのは、気のせいだろうか。刹那さんのキスを途中でやめさせようと思えば、できたと思う。決して強引じゃなかった。

　続けるか？　続けないか？

　刹那さんは私に問いかけるような眼差しを向け、選択肢を与えてくれた。

　続けるほうを選んだのは、自分。刹那さんのジャケットをギュッとつかみ、私は目を閉じて彼のキスに応えていた。

　刹那さんのキスは嫌じゃない。でも、なぜ嫌じゃないの？

　彼がキスを終わらせた時は、腰が砕けそうになって彼に身体を支えられていた。

「続きは、出張から帰ってきてからだ」

　刹那さんが私の耳元で甘く囁く。彼はもう一度私の身体をギュッと抱きしめると、またメガネをかけて、私からゆっくりと離れた。

「もう行かないと。タクシーを待たせてるんだ」

　刹那さんが私から離れると、身体が急に空気にさらされて、六月だというのに寒く感じた。温かい毛布をはがされたような、そんな感じ。

「桜子、ボーッとしてると、また怪我するぞ」

　放心状態の私を見て、刹那さんがクスッと笑う。

「心配だな。やっぱりスーツケースに入れて、一緒に連れていくべきか……」

　刹那さんは顎に手を当てて真剣に考える仕草をすると、私を横目で見て意地悪く笑った。

「なんでスーツケースに入れるんですか！　私は人間ですよ！」

　刹那さんに噛みつくと、彼は私の頭をよしよしと撫でた。

「秋人にもその調子で噛みつけ。火傷跡の写真も、毎日送れよ。金曜日に戻る」

　スーツケースを転がして、スタスタと玄関に向かう刹那さんを私は小走りで追う。

「帰ってこなくていいですよ、永遠に！」

　私が刹那さんに向かってあっかんべーをすると、刹那さんは面白そうに声をあげて笑い、後ろ手を振って玄関を出ていってしまった。

　玄関のドアがガチャンと閉まると、急に家の中が静かになり、ひとりでいるのがなんだか寂しく感じる。

「お留る守す番ばんくらいできますよ。大人だし、人間ですから！」

　もう刹那さんはいないのに、独り言にしては大きな声を出す。

　虚しく響く私の声。

「刹那さんがいないほうが落ち着くし、意地悪されないし、ゆっくり寝れるし……。ひとりでも、全然平気だもんね」

　刹那さんがいなくても、寂しくなんかない。六日間なんてあっという間だ。

　そう……六日間。この広い家にひとり。朝食も夕食もあの広いダイニングテーブルにひとり。ご飯を作っても誰もコメントしてくれない……。何かトラブルがあっても、誰も助けてはくれない。

　ははは……自信がない。六日間って、やっぱりちょっと長いかも。

　想像すると、早くも弱気になってしまう。私……火傷の次は孤独死しちゃうかも。二十四歳にして孤独死。新聞にも、そんな見出しが出たりして……。

　そうだ！　刹那さんがいないなら、実家に帰ってもいいんじゃない？

「チェックリストは、実家に持って帰ればいいわけだし……。刹那さんにバレなきゃいいんだよね」

　すぐに上着のポケットからスマホを取り出して、母に電話をかける。

「お母さん、桜子だけど……ねえ、しばらくそっちに帰ってもいいかな？」

『あらっ、残念ね。今からパパと一緒に海外旅行に行くの。行き先はモナコよ。刹那さんがお金を出してくれてね。ああ、いい息子だわ。それに、もう桜子の部屋はないわよ。ママの衣装部屋にしちゃったぁ』

　お母さんが、それはそれは嬉しそうに私に報告する。母の能天気な声に目め眩まいがした。

　モナコ？　衣装部屋？

「ちょっと待って、あと三週間したら私、帰るかもしれないんだよ。勝手に――」

『だって、桜子は鷹司家にお嫁に行ったんですもの。いいわね、あんなにハンサムで素敵な旦那様』

　いや、まだ本当に嫁になったわけじゃない。

「ねえ、ちょっと待って！　知ってるでしょう？　お姉ちゃんが戻ってきたら、お姉ちゃんが刹那さんの奥さんだよ」

『薫子が戻るわけないでしょう？　あの性格だもの。ああ、もうこんな時間。切るわね、桜子。刹那さんによろしく～』

　ブチッと一方的に、電話を切られる。

　もう、お母さん、少しは人の話を聞いてよ。自分が幸せなら娘はどうでもいいの？　やっぱり、お母さんとお姉ちゃんはよく似てるよね。さすが親子だ。

　刹那さんがお母さんたちの旅行代を出したなんて、ひと言も聞いてないよ。私の行動を読んで、先手を打たれた気がする。あの策士め。一体、私をどうしたいの？

　私……逃げ場がないじゃない。

　しかめっ面でそんなことを考えていると、玄関のインターホンが鳴った。

「刹那さん、忘れ物かな？」

　いいタイミングだ。文句を言ってやらなくちゃ。

　刹那さんだと思い込んだ私はそう意気込んで、モニターの確認もせずに玄関のドアを開けると、そこにいたのは刹那さんではなく雪乃さんだった。

「あれっ？　雪乃さん……？」

　思わぬ訪問者に唖あ然ぜんとなる。

　どう応対したらいいの？　……この子、苦手なんだよね。

　できればこのままドアを閉めてしまいたいけど、そんなことをしたら怒るだろうな。

「刹兄様はいないようですね。ちょうどよかった。私、今日から下の階の右京くんとは別の部屋に、引っ越してきたんです」

　雪乃さんは玄関に刹那さんの靴がないか素早くチェックすると、私を見据えた。

　その眼光に思わず怯む。

「……はあ、そうですか」

　それしか言いようがなかった。雪乃さんが引っ越してきて、これ以上厄介なことにならなきゃいいんだけど。ブルーにならずにはいられない。

「右京くんから聞きました。刹兄様とは、まだ本当には結婚していないとか」

　背筋をピンと伸ばし、雪乃さんは私と刹那さんの結婚の話題に触れた。

「それは……その……」

　雪乃さんにどこまで話していいのかわからなくて、私は言葉に詰まる。

「単刀直入に言いますね。お祖父様が退院したら、ここから出ていってください。私、小さい頃からずっと刹兄様のことが好きなんです。刹兄様以外の男の人なんて考えられないし、あなたが刹兄様の妻だなんて認められない」

　雪乃さんは私を見下すような目を向けてきて、高圧的な態度をとる。

　彼女の一方的な要求に、思わずムッとした。

「それは、刹那さんが決めることです」

「お金が問題ですか？　だったら、私の両親に頼んで出してもらいます。私の両親も、私と刹兄様との結婚を望んでいますから」

　雪乃さんの口から『お金』という言葉が出て、カチンときた。金で動く人間だと思われたくない。私にだってプライドがあるのだ。

「ちょっと待って！　勝手に話を進めないでください。刹那さん抜きで、この話はできません」

　それに、部外者の雪乃さんに口を出されたくない。

「では、刹兄様が『いい』と言えば、この家から出ていってくれるのよね？」

　雪乃さんがニヤリと口角を上げる。

　うわっ、急に悪魔な女の顔になったよ、この子。

「……そうですね、刹那さんが認めるなら」

　私は腕を組みながら渋々認める。

　早く帰ってくれればいいのに。奈々子ならうまく対処できそうだけど、私はやっぱりこの子、苦手だ。

「それなら、答えは決まってるわ。あなたなんかより、私を選ぶに決まってるもの」

　雪乃さんが、勝ち誇ったような笑みを浮かべる。

「あなただって、好きで刹兄様のところにいるわけじゃないんでしょう？　早く出ていけるように、荷物をまとめておいたほうがいいわよ」

　そう……確かに私は刹那さんに強要されてここに来た。でも、雪乃さんに出ていけと言われると、素直に頷けない自分がいる。

　刹那さんに追い出されるなら納得できる。だけど、雪乃さんに指図される覚えはない。これは私と刹那さんとの契約だ。

「帰ってください。ここは刹那さんの家ですし……仮とはいえ、私は彼の妻です。文句があるなら、刹那さんに言ってください」

「私の話はまだ終わ――」

　雪乃さんが何か言いかけたが、ドアを強引にガシャンと閉める。

「ちょっと！　開けなさいよ！」

　雪乃さんがそう叫びながらドアをドンドン叩いたが、私は耳を塞いで無視した。

　しばらくすると、彼女の叫び声もドアを叩く音も聞こえなくなり、ホッと肩を撫で下ろす。

「……やっと帰った」

　無理に足を踏ん張ったせいか、火傷の跡がズキズキと痛む。でも、自分を叱って心配してくれる同居人は、今はいない。

「ははは……自分から、〝刹那さんの妻〟って言うなんてね」

　私は両手で顔を覆いながら、玄関のドアにもたれかかる。

　いつの間に彼の存在に、心許してしまったのだろう。さっき別れたばかりだというのに、彼に会いたくてたまらない。彼の顔が見たい。

「冷血メガネ男って思ってたのにね……」

　意地悪だけど、時折見せる彼の優しさに胸がきゅんとなる。彼の笑い声が聞きたい。『バカ』って言って、怒ってほしい。

　恋をすると人は欲張りになるってよく言うけど、今やっとわかった。

　私は、刹那さんに恋をしている――。










嫉妬と不安




「桜子ちゃん、ごめんね。まさか雪乃ちゃんが、あんな行動に出るとは思わなくて」

　私が車に乗り込みシートベルトを締めると、右京さんは申し訳なさそうに謝る。

　今日は月曜日で、大学に行こうと玄関のドアを開けると、右京さんがいて驚いた。

　てっきり刹那さんの出張に同行したと思っていたのに、彼は今日もこうして私を車で送ってくれる。右京さんは『いろいろデスクワークがたまってて』って言い訳してたけど、本当は私の送迎のために、刹那さんに言われて残ったんじゃないだろうか。

「いえ、大丈夫です」

　私は苦笑いした。

　昨夜は雪乃さんの突然の来訪のおかげで、ほとんど寝ていない。彼女の出現で、自分の気持ちに気づいてしまった。

　私は……雪乃さんに嫉妬している。そして、お姉ちゃんにも嫉妬している。頭の中はごちゃごちゃだ。大好きなロマンス小説だって解禁したのに、本を読んでも全然頭に入ってこない。すぐに刹那さんのこと……今後のことを考えてしまう。

　三週間後、私はどこにいるのだろう。実家？　それとも、刹那さんの家？　私の運命は、お姉ちゃん次第だ。期限内にお姉ちゃんが現れるか、現れないか……。

　刹那さんを誰にも譲りたくないって思う雪乃さんの気持ちも、わかる気がする。好きだからこそ、必死なのだ。しかも、ライバルはこんな地味な私だもんね。

　ひとり悶もん々もんとしていると、横で運転している右京さんが仕事中の刹那さんの様子を話してくれて、私はたまに相槌を打ちながら聞いていた。

　大学の門が見えてくると、右京さんはその近くに車を停止させる。

「雪乃ちゃんのことは、僕たちがなんとかするから」

　……そうですね。そうしていただけると助かります。彼女の相手をしていると、胃に穴が空きそうです。

「はい。……じゃあ、行ってきます」

　シートベルトを外すと、力なく笑って車を降りた。

「終わったら連絡して」

　右京さんの言葉に頷いて軽く手を振ると、ドアを閉めて大学の門をくぐる。

　いつものように講義を受けていても、上うわの空。じっと左手の薬指の結婚指輪を眺めていた。最初は違和感があったのに、今ははめていないと落ち着かない。隠すこともなくなった。

　そして、あっという間にランチの時間になり、奈々子と一緒にテーブルに着く。

「……あんた、豆腐と野菜ジュースって……。それが昼食？」

　奈々子が私のトレーを見て、唖然とする。

「うん。なんか食欲がなくて……」

　刹那さんが海外出張に行ってしまってから、食事を作る気力も、食べる気力もない。

「あんたが食欲ないって相当よ？　食べるのが趣味なくせに、一体どうしたの？」

「あっ……うん」

　私は箸で豆腐をつつきながら、言葉を濁す。

「週末、何かあったの？」

　奈々子が心配そうに、私の顔を覗き込む。

　一体、何を話せばいいんだろう？　刹那さんのこと？　飴のこと？　それとも雪乃さんのこと？

「ひとりで抱え込まないで、奈々子姉さんに話してご覧なさい」

　奈々子が強気な顔で、自分の胸をドンと叩く。

「……『奈々子姉さん』って、同い年じゃない」

　私がツッコむと、奈々子にペシッと頭をはたかれた。

「奈々子、痛いよ～」

　私は頭を押さえながら、奈々子に抗議する。

「『痛いよ』じゃない！　さあ、吐け！　あんた、ついに鷹司先輩のこと、好きになっちゃったんでしょう？」

　奈々子が私の両肩をつかみ、私と目と目を合わせる。

　……いきなり図星を指された。

「うっ……なんでそんなに、いつも鋭いの？」

　私は奈々子の言葉を否定せずに、上目遣いに彼女を見る。

「天然の桜子も、ついに恋に落ちたか。あんなイケメンと同棲してれば、そりゃあ、あんたみたいな鈍チンでも、平静ではいられないわよね」

　奈々子がクスッと笑う。

「……すごく貶けなされてるような気がするんだけど」

　私って、奈々子の中ではどんな印象なんだ。

　恨みがましい目で彼女を見るが、見事にスルーされた。

「話を逸らさないの。それで、なんでそんなに暗い顔をしてるの？」

　奈々子は真剣な眼差しを私に向けた。

「……刹那さんの従妹の女の子が現れて、宣戦布告された。すごくかわいい子なんだけど……」

「それで、あんたは逃げたわけ？」

　奈々子は私に鋭い視線を投げ、強い口調で聞いてくる。

　ううっ、奈々子さん、その目怖いんですけど……。

「逃げたというよりは、追い出した？　自分は妻だって言って……」

　奈々子の眼光に怯みながらも、私はその時の状況を思い出しながら答えた。

　雪乃さんがあまりにも一方的すぎるし、腹立たしかったんだもん。

「あんたもやるわね。感心した」

　奈々子が私を見て、満足そうに微笑む。

「自分でもビックリしてるよ。〝妻〟って主張するなんて……」

　だって、最初は刹那さんといるのが苦痛で、彼から離れることばかり考えていたのに、今は違う。彼が恋しくて死にそうだ。

「恋の力は偉大ね。それで、鷹司先輩は桜子の気持ちに気づいてるの？」

　奈々子は恋愛経験がない私の動向が気になるのか、刹那さんの様子を聞いてくる。

「……言ってないから、知らないと思う」

　最初に刹那さんに会った時は、彼に逆らってばかりいたし……。

「素直に伝えたら？」

　軽く言われるけど、そんな簡単なことじゃない。政略結婚が絡んでいて複雑なのだ。

「伝えてどうなるの？　お姉ちゃんが戻ってきたら、刹那さんはお姉ちゃんと結婚するんだよ」

　お姉ちゃんが現れたら、気まずいじゃない。刹那さんの困った顔なんて見たくないし……。

「私が思うに、あんた鷹司先輩にすごく愛されてると思うわよ。火傷の時だって、甲か斐い甲が斐いしくお世話してもらったんでしょう？　たとえ薫子さんが現れても、彼は桜子を選ぶんじゃないかしら？　政略結婚の話は忘れて、全力でぶつかってみたら？」

　想像でものを言わないでほしい。私をさらに混乱させないでよ。

「……そんな簡単に言わないで。告白とか、私には難易度高すぎる」

　悩ましげに眉根を寄せ、弱音を吐く。

　私が刹那さんに告白しても、きっと本気には思われないよ。

「そんなんじゃあ、ほかの女に取られちゃうわよ。鷹司先輩を奪われたくないから、妻って言ったんでしょう？　ウジ虫みたいにうじうじしてないで、色仕かけしてでも取りに行きなさい！」

　奈々子は一気にまくし立てるように言うと、テーブルをドンと叩いた。

　怖い。奈々子……鬼教官だよ。

「『色仕かけ』って、また無茶苦茶な……」

　奈々子の言葉に、ハーッと深いため息をつく。

「ため息ついてどうしたの、桜子ちゃん？」

　突然の声にビクッとして正面を見ると、ダークグレーのスーツを着た久世さんが立っていた。

　……また会っちゃった。偶然って重なる時は重なるんだね。久世さん、本の納品に来たのかな？

「あっ、久世さん、こんにちは。バイトのこと、すみません。来週からは行けると思います」

　久世さんにため息の理由を話したくなくて、私はわざと彼の質問に答えなかった。

「こんにちは」

　奈々子も後ろを振り返って久世さんに軽く挨拶をすると、彼は穏やかに微笑んだ。

「小沢さん、また会ったね。桜子ちゃん、足の具合はどう？」

　久世さんは、心配そうに私の足の具合を尋ねてくる。

　話題が逸れて私はホッとした。火傷でバイトに行けないことを電話で連絡したから、彼は怪我の状態のほうが気になるのだろう。

「まだ皮が引きつるような感じで痛くって。でも、刹那さんの従弟が送迎してくれているので、すごく楽させてもらってるんですよ。今日も教授のところに納品ですか？」

「まあね。シェイクスピアの全集を納品してきたところだよ。そういえば……」

　久世さんが手に持っていたカタログの、あるページを開いて私に見せる。

　革の装丁の三巻本。これは……。

「桜子ちゃんの大好きなオースティンの『高慢と偏見』の初版が、オークションに出るんだ。うちが落札できたら、桜子ちゃんに見せてあげるね」

　久世さんが白い歯を覗かせて笑う。

　オースティンの初版本なんて、いくらするんだろう。オークションに出品されるくらいだから、きっと高額だよね。ああ……見られるものなら、本物を見てみたい！

「ありがとうございます！」

　久世さんの話に、いくらか気分が明るくなる。

　今なら聞けるかな？　あの飴のこと？

「久世さん、あの……」

　私が少しためらいながら呼びかけると、久世さんは私に向かってニッコリ微笑んだ。

「ん？　何？」

「あの……」

　笑顔が神々しい。ああ、やっぱり聞けない!!　『嘘ついてませんよね』なんて……。

「あの……今日もスーツ姿、素敵ですね」

　はは……私ってなんて意い気く地じなしなの。

　私の褒め方がおかしかったのか、久世さんは訝しげに首を傾げた。

「……ありがと。桜子ちゃん、大丈夫？　顔色も悪いし、病院に行ったほうがいいんじゃないかな？　食欲もないんでしょう？」

　久世さんが私のトレーを、横目でチラリと見る。

「ち、ちょっと睡眠不足なだけなんです。火傷したところが夜中にかゆくなったりするから……」

　私は作り笑いをして、取り繕う。

「そう？　心配だなあ」

　私の心の中を探るように、久世さんの瞳が私を捕らえる。

「大丈夫です」

　ニコッと笑ってみせるが、顔が引きつる。

　嘘をつくのって……つらい。

　それなのに、親友は私の苦労を無駄にするのだ。

「大丈夫じゃないんですよ。男性の視点からアドバイスを!!」

　横から面白そうに会話に割り込んでくる奈々子の口を、慌てて塞ぐ。

「アドバイスって？」

「あはは……研究論文でちょっとつまずいちゃって。今度改めてご相談します」

　……苦しい言い訳。

「論文ねえ」

　顎に手を当てながら、久世さんが私をじっと見る。

　これは怪しまれてるよ。うっ、それ以上私を見ないでください。追及しないでください。

　久世さんからゆっくり視線を逸らし、奈々子をキッと睨む。

　奈々子のバカ!!　何してくれるの、寿命が縮むよ～！

　奈々子に口パクで抗議していると、久世さんが急に表情を変え、話しだした。

「そういえば、刹那には何かされてない？　大丈夫？」

「刹那さんは、日曜日からラスベガスに出張に行ってるんですよ」

　久世さんの質問にすんなり答えるが、久世さんは私の言葉にピンときたのか鋭い目つきになり、驚くべきセリフを口にした。

「へえ、ラスベガスね。ところで、薫子の消息がつかめたよ」

　聞き間違いかと思って、久世さんに聞き返す。

「え？」

　お姉ちゃんの消息がつかめた？

　途端に、目の前が真っ暗になる。今は聞きたくなかった。耳を塞ぎたくなる。

　でも、久世さんはゆっくりと静かに言葉を紡ぐ。

「薫子は今、ラスベガスにいるよ。刹那もラスベガスだなんて、ただの偶然とは思えないな。ふたりは会ってるね、きっと」

　お姉ちゃんもラスベガスにいる？

　久世さんが言うように偶然とは思えない。刹那さんは『視察だ』って言ってたのに。

「刹那が薫子を連れ戻しに行ったんだとしたら、あのふたりの仲もまんざらじゃないってことかな？　薫子が戻ってくれば、桜子ちゃんも刹那から解放されて、一件落着だね」

　久世さんは私を元気づけようと明るい調子で話すが、彼の予想した展開は今の私にとっては悪夢でしかなかった。ショックで言葉を発することができず、呆然とする私。

「桜子ちゃん？　大丈夫？」

　久世さんが私の異変に気づいたのか、心配そうに声をかける。

「……はい。大丈夫です」

　本当は、不安に押しつぶされそうだ。

　ふたりは密会している？　だとしたら、もうすぐお姉ちゃんは戻ってくるの？










人魚姫のように泡になる？




　久世さんからの報告を聞いたあと、私は右京さんに電話をして、早めに大学に迎えに来てもらった。右京さんと車内で何を話したのか、全く覚えていない。

　マンションに戻るとすぐに部屋着に着替え、寝室のベッドに横になった。ベッドは微かに刹那さんの匂いがする。そう、あのムスクの甘い香りだ。

　寝不足のはずなのに、目を閉じても全然眠れない。

　ふとベッドの上に置いたスマホを見れば、まだ午後二時半。

　もし……刹那さんが私に嘘をついて、お姉ちゃんと会っているのだとしたら、お姉ちゃんは日本に戻ってくるだろうか？

　だとしたら、私と刹那さんとの契約も終わり、私との同居も解消される。でも……どうして、私に嘘をつく必要があるのだろう？

　私が刹那さんを好きなことを、彼は知らない。刹那さんは、姉が見つかることを私が切望していると思っている。刹那さんが本気でお姉ちゃんを連れ帰るつもりなら、嘘なんてつく必要ないでしょう？

「ああ～、もう！　考えれば考えるほど、わからない」

　お姉ちゃんと刹那さんが勝手に仲なか違たがいして和解して、イチャイチャするパターンなの？　で、私はふたりに振り回された？

　……ダメだ。何もまともに考えられない。頭の中はメチャクチャ。すべてマイナスのほうに考えちゃう。

「はは。……ここにいるのも、あともう少しかもしれない」

　乾いた笑いが込み上げてくる。

　今後のことを考えると、不安で仕方がない。最初は同居なんて嫌だったのに、今はここを離れるのがつらい。刹那さんがいないのだから、客室のベッドで寝たって誰も文句を言わないのに、私は彼のベッドで寝ている。

　でも、それも刹那さんが帰ってくる金曜日までかな。

　そういえば……あの牛丼屋で書いた婚姻届。どこにあるんだろう？　まさかラスベガスにまで持っていかないよね？

　パッとベッドから起き上がり、刹那さんの書斎に向かう。私しかいないのに、後ろめたいせいかキョロキョロと辺りを確認してから、そっと書斎のドアを開けた。

　綺麗に整せい頓とんされた部屋。物の置き場所も、置く角度もすべて決まっているかのようだ。完璧主義の刹那さんらしい。

　部屋に入って周囲を見回すと、デスクに近づいて引き出しを開けた。中には、書類の入ったクリアファイルが数枚。一枚一枚中を見て、慎重に書類を確認するが、婚姻届は見つからない。

　一体どこにあるんだろう？　ここにはないのかな？

　デスクの横にある本棚を、何げなく見る。

　経営関係の本がぎっしり。でも、一番下の段には、アルバムが並んでいた。

　興味を引かれて、左から順番にアルバムを見ていくと、そこには私の知らない刹那さんがたくさんいた。

　赤ちゃんの頃から、目鼻立ちがしっかりしていてかわいいんだけど、すでに顔ができ上がっていてカッコいい。

「イケメンは、赤ちゃんの頃からイケメンなのね」

　刹那さんから家族の話を聞いたことはないけど、ご両親と一緒に写っている写真もあった。

　そういえば、私って刹那さんのことをほとんど知らない。彼の趣味や食べ物の好き嫌いや、血液型とか……。知っていることといえば、見た目と違って面倒見がよくて、意地悪だけど優しいところもあって、メガネを外すと年齢よりちょっと若く見えるということくらい。

　一緒に住んでて、仮にも妻なのにね。

　写真に写っている刹那さんのお父さんは、温厚そうな人でカッコいいけど、刹那さんはお母さん似だ。切れ長の涼しげな目はお母さんと一緒。お母さんは女優さんみたいに綺麗でどこか儚はかなげだ。微笑みながら、まだ幼い刹那さんを抱っこしている。

　小学生、中学生の頃の彼は、メガネをかけていなくて美少年。

「女装させたら、本物の女の子よりも綺麗だったろうな」

　右京さんや雪乃さんと、一緒に写っている写真もあった。

　刹那さんが温かい眼差しでふたりを見ていて……彼らがうらやましくなった。刹那さんの身内なら見られる、この表情。

　高校の入学式の日から、刹那さんはメガネをかけるようになったようだ。中学までの美少年のイメージから、カッコよくて知的だけど冷たい印象に変わる。

　表情もがらりと変わったような感じがするのは、気のせいだろうか。背も高くなり、骨格もしっかりしてきて、中学時代と比べるとずいぶん男らしくなっている。

　高校時代の終わり頃の写真は、私もいくつか見覚えのあるものがあった。体育祭や文化祭、球技大会、そして卒業式。メインの行事の中心には、必ず刹那さんがいた。

　彼に任せておけば、すべて安心。先生たちも彼に一目置いていたし、生徒だって誰よりも彼を信頼していた。

　冷たそうなイメージで近寄りがたかったけど、私も刹那さんのことはすごいと思ってたんだ。まさか、そんな人と偽装結婚するハメになろうとは思わなかったけど。

　アルバムの最後のページをめくると、白い封筒が挟はさんであった。

　なんだか見覚えがある……。

「この封筒……ひょっとして……」

　封筒の中身を確認すると、あの婚姻届が入っていた。

「見つけた！」

　でも、刹那さんの署名捺なつ印いんと私の署名があるが、私の捺印と証人欄の記入がない。

　捺印……あとでうちの親にもらうとか言ってたのに。

「最初から、私と結婚する気なんてなかったのかな。ただ私をからかっただけ？　お姉ちゃんが戻るなら、私は……お役御免だよね？」

　刹那さんが何を考えているのか、全然わからない。

　久世さんがほのめかしたように、刹那さんとお姉ちゃんは意外に親密な関係なのかもしれない。

　頭がよくて、洞察力の鋭い久世さんがそう考えるんだもん。信しん憑ぴょう性せい高いよね。

　婚姻届をじっと見ていると、思わず涙が溢あふれ、頬を伝って婚姻届にポタポタ落ちる。

「……この婚姻届は不要だ」

　私はビリビリと婚姻届を破ってゴミ箱に捨てると、手で涙を拭った。

「荷物もまとめておかなきゃ……」

　ふらふらしながら書斎を出て、私物を置いている部屋に向かうと、クローゼットに入っている服を取り出し、一枚一枚畳たたんでスーツケースに入れていく。数日分の服を残すと、今度は本の整理を始めた。

　でも途中から、現実逃避をするように私は本を読み漁る。

　どのくらい時間が経ったのだろう？

　突然、スマホが鳴りだし、画面に【刹那】と表示された。

「刹那さんから電話？」

　じっとスマホの画面を眺めるが、今は電話に出る気分じゃなかった。いや、怖くて出られなかった。

　今、日本は午後三時過ぎ。日本のほうが十七時間進んでいるから、ラスベガスは今、午後十時過ぎだ。

　仕事が終わって、ホテルの自分の部屋にいるのかな？　それとも、お姉ちゃんと一緒にいるとか？

　一瞬ふたりがベッドで抱き合っているシーンを想像して、咄嗟に目をギュッとつぶる。目を閉じれば、そのシーンを頭から消せると思ったのに、うまくいかない。

　綺麗にマニキュアを塗ったお姉ちゃんの手が、刹那さんの首に絡められて、ふたりは激しいキスをして……。

「ああ～、もう嫌！」

　私は頭をかきむしりながら、発狂した。

　刹那さんがお姉ちゃんといるところを想像して、つらくなる。

　電話で一体、何を話すつもりなのだろう。火傷の具合とか？　それとも、お姉ちゃんが見つかったから連れて帰るとか？

「……聞きたくない」

　私はお姉ちゃんと刹那さんの、都合のいいオモチャじゃない。私にだって感情はある。ふたりに自分の人生を振り回されるのはもうごめんだ。身代わりなんて……もうたくさん。

　スマホが鳴りやむと、私はスマホの電源を切った。

　これで、当分邪魔はされない。でも、胸がズキズキする。

　心が傷つくと、本当に胸が痛くなるんだ。すぐに痛みが消える薬があればいいのにね。だけど……そんな薬はない。

　私は何かに取りつかれたかのように、再び本を手に取った。

　私は私の道を行く。もう現実の人なんて好きになるもんか。

　相変わらず食欲はなく、たまにペットボトルのお茶を飲むだけで時間の感覚を忘れて、ただ本を読みふける。

　玄関のインターホンが何度か鳴ったような気がしたが、無視した。

　誰にも会いたくない。このままひとりにしておいて……。やっぱり私の居場所は本の世界だけだ。本は私に嘘をつかないし、私を裏切らない。




　ずっと読書をしながら、夢と現実の間を行ったり来たり。日が暮れて夜が明けるのを何度か繰り返した気がするけれど、日付の感覚がないまま私はまどろみ、大学のことさえ頭に回らないくらい現実世界から逃げていた。

　頭が重くて痛い。目はうつろで、意識がもうろうとする。

「……私……死ぬのかな？」

　人を好きになって死ぬなんて、聞いたことはないけど……。

「ははは……。刹那さんが帰ってきたら死体になってたりして……」

　これ以上、彼に迷惑はかけられない。ここを出ていかなきゃ。

　ゆっくり立ち上がり、重い身体を引きずりながら壁伝いに玄関へ向かうが、荷物を詰め込んだスーツケースのことを、すっかり忘れていた。

　もうここに居場所がないと思ったらつらくて苦しくて、精神的に追いつめられてマンションを出ていくことしか頭になかった。

　裸足のまま玄関のドアハンドルをつかむと、ガチャッという音とともにドアが開いて、私はバランスを崩す。

　床に叩きつけられると思ったのに、誰かが私の身体を抱き止めた。

「桜子！　どうした！」

　数日ぶりに聞く、その声。

　ああ……やっぱり刹那さんか。今日ってもう金曜日なの？　でも、最後に声を聞けてよかった。

「……お姉ちゃんと……お幸せ……に」

　自分に残っている力を振り絞って、私は呟く。

　私……もうダメかも。

「おい、桜子！　何があった？」

　刹那さんが慌てた様子で私に声をかけるが、もう言葉を交わす気力もない。遠のいていく意識の中、私は結婚指輪の心配をしていた。

「指輪……外さなきゃ……刹那さん」

「指輪を外すって……何をバカなことを言ってる？　桜子？」

　刹那さんが私の頬をペチペチと叩くが、痛みは感じない。

「指輪……やっぱり……無駄に、なっちゃった……ね」

　うわ言のように呟きながらも、頬を動かして笑顔を作った。

「……秋人のヤツ、また余計なことを言ったな」

　刹那さんが私の身体をギュッと抱きしめながら、久世さんに悪態をつく。

　なんで刹那さんは、久世さんに怒っているのだろう？

　そう、ふと思ったが、視界が次第に霞んできて、刹那さんの顔がぼやけてきた。

　そして大きな闇やみが私に迫ってきてそれに飲まれると、そのまま意識を失った。




　ぼんやりとした視界の中、チャペルで行われている結婚式。

　祭壇には、刹那さんとお姉ちゃんが立っている。

『誓いのキスを』

　神父の言葉に、刹那さんはお姉ちゃんの顎に手をやり、静かに口づけた。

　嫌～！

　私は声が出なくて、心の中で叫ぶ。

　私はなぜか人魚姫になっていて、刹那さんとお姉ちゃんの結婚式を悲痛な気持ちで眺めていた。

　胸が張り裂さけそうなほど痛い。もう彼が私を見てくれることはない。ああ……私はこれから人魚姫のように泡になるのか。もう私の王子様とも、永遠にお別れだ。










ずっと一緒に




　そう。私は泡になって……天使と一緒に天国に行くんだ。でも、様子がおかしい。天国って眩まばゆいばかりに明るくて、天使がいっぱいいるって思ってたのに……。

「あんな女、刹兄様にはふさわしくないわ！」

　なぜか雪乃さんの叫び声が耳に届いて、目が覚めた。

「ん、ん？　あれ？」

　目に飛び込んでくるのは、見慣れない白い天井。私の部屋でも、刹那さんの寝室でもない。

「ここ、どこ？」

　真っ白なベッドに横になっていた私は、目を何度かまたたいて状況を確認する。腕には点滴の針が刺さっていて、黄色い液体がポタポタ落ちている。服はマンションで着ていたグレーのスウェットのままだ。

「点滴されてるってことは……ここは病院なの？」

　辺りをキョロキョロ見回せば、ベッドはひとつしかない。十二畳ほどの部屋に五十インチくらいのテレビ、ライトブラウンの高そうな革張りのソファと長テーブルがある。床は木目のフローリングで、カーテンはアイボリーで上飾りがついていて……。

「この雰囲気……刹那さんのお祖父さんの病室と似てるんだけど……。なんでここにいるんだろう？　そういえば、刹那さんがラスベガスから帰ってきたような……。それに、さっき雪乃さんの叫び声が聞こえたんだけど、夢だったのかな？」

　記憶を辿ろうとするが、身体が本調子でないのか頭痛がする。

　その時、ドアの外で刹那さんと雪乃さんが言い争う声がした。

「だから、私はあんな女認められないわ。まだ結婚してないのなら、私でいいじゃない？　お祖父様の手術は成功したわけだし、梅園家の娘はもう不要でしょう？」

「何度言ったらわかる？　お前と結婚する気はない。女としては見れないんだよ」

　すごく冷たい刹那さんの口調。

　面と向かってあんなことを言われたら……私は一生立ち直れないかも。

「納得いかない！　私があんな人に劣るって言うの？」

「これ以上言っても時間の無駄だ。叔お母ばさんには連絡してあるから、フランスに帰れ」

　雪乃さんを突き放すように言い放つ、刹那さんの声。

「……そんな……刹兄様……」

　悲しそうな声で、雪乃さんがしゃくり上げる。

「もう俺を怒らせるな。今度、俺たちの邪魔をすることがあれば、強制送還だけでは済まないぞ」

　刹那さんが冷たい声でピシャリと言うと、ガラガラッとドアが開いた。

　いけない!!　盗み聞きしてたことがバレちゃう！

　私は慌てて目を閉じて、寝たフリをする。

　カツカツと靴音をたてながら、刹那さんが近づいてきた。彼が一歩近づくたびに、心臓の音が激しくなる。靴音がピタッと止まると、私は息を止めた。

　お願い！　早く出ていって！　今は刹那さんの顔、見れないよ～!!

「狸たぬき寝入りか？　起きているんだろう？　俺がいない時に雪乃が迷惑をかけたようだが、もう大丈夫だ」

　クスッと笑いながら、刹那さんは私の頬を撫でる。

　うっ……なんでバレるかな。でも、死んだフリ、死んだフリ。桜子は死にました。お帰りください。

　動かずにそのまま寝たフリを続けると、刹那さんの吐息を頬に感じた。

「眠り姫なら、キスで目覚めるか？」

　面白がっていそうな声の響きにギョッとして、ガバッと飛び起きる。

「ダメです！　ダメ！」

　私はブンブンと激しく首を振りながら後ずさり、ベッドのヘッドボードに背中を貼りつけた。

「やはり起きてたか。いろいろと説明してもらわないとな」

　刹那さんは私の顔を見て、ニヤリと口角を上げる。

　怖い……。来たよ、来たよ。悪魔な刹那さん！　ええい！　ダメ元だ！

「あっ、また眠くなってきた。もう一回寝ても……いいですか？」

　刹那さんの表情を見ながら、上目遣いにお願いしてみる。

「十六時間も眠れば充分だ。どうして寝不足と食欲不振になった？　それに、『お姉ちゃんとお幸せに』ってどういうことだ？」

　ううっ……何なの、この質問攻め。答えにくいことばっかり聞かないでください。心臓に悪い。

「そ……それはですね。あっ、点滴してるのって食欲不振だったせいですか？　でも、お腹が空いたし、何か食べたいなあ……なんて」

　気まずくて刹那さんを正視できず、視線をさまよわせていると、腕にしている点滴が目に映って強引に話題を変えた。

　これで……ごまかせません？

　横目で刹那さんをチラチラ見ながら、彼の反応を窺う。

「腹が減ってるなら、全部しゃべるんだな。そしたら、いくらでも食べさせてやる」

　やっぱり……ダメですか？

　ガクッとうなだれると、刹那さんに顎をつかまれて目と目を合わされた。

「話す気がないなら、この間のキスの続きをしようか？　キスだけで終わるか自信はないが」

　刹那さんが私の目を見て妖艶に微笑むと、私はゴクッと唾を飲み込んだ。

　キスで終わらない？　それって……マズいよ。マズい!!

「刹那さん……ここ病院ですよね？」

「ああ。だが、理性のたがが外れたら、場所なんて関係ない。さあ、どうする？」

　刹那さんの目が妖しく光る。

　この目は……私の反応を見て面白がってるけど……私が言わないと本当にやる気だ。点滴をされていて動けないから、逃げ道はない。

　私はついに観念して口を開いた。

「……久世さんが……お姉ちゃんはラスベガスにいるって言ったんです。刹那さんの出張先はラスベガスだから、お姉ちゃんを連れて帰ってくるんだと思って……」

　そこまで説明して、私は最後の言葉を呑み込んだ。私はいらないんだって勝手に解釈したことは、刹那さんには言えない。

「やはり秋人か。それで早はや合が点てんして婚姻届を破り捨て、うちを出ようとしたのか？」

　刹那さんは、私が久世さんからお姉ちゃんのことを知らされたことについては、あまり驚いてはいなかった。

「……はい。おっしゃる通りです」

　私はシュンとしながら認める。

「薫子はここにはいない。俺と桜子の契約は続いている。それに、俺が帰国する日を早めなければ、一日入院だけじゃ済まなかったぞ」

　お姉ちゃんはいない？

　刹那さんの言葉に、思わずホッとする。

　それにしても、帰国の日を早めたって……私が刹那さんとの連絡を断ったからだろうか？　だとしたら、刹那さんにはちょっと悪いけど嬉しい。

「……帰国の日を早めたって。今日は何曜日なんですか？」

「金曜日だ。誰かさんと音信不通になって、慌てて木曜に帰ってきたが、桜子が寝ている間に日付が変わったからな」

　刹那さんが目を細めて、私をじっと見据える。

「ははは、すみません。大変ご迷惑をおかけしました」

　頬をポリポリかきながら刹那さんに謝る。

「だが、おかしいな。薫子が戻れば、朗報のはずだろう？　どうして寝不足と食欲不振で倒れる？」

　どこか意地悪な光を宿した目に射抜かれ、私は固まった。

　どうしよう!!　どうしよう!!　これだけは言えないよ。口が裂けても言えない～。刹那さんから離れたくなかったなんて……。

　それはつまり、私が彼を好きだって認めることになるわけで……。

　絶対にダメ！　裸を見られるより恥ずかしいし、マズいよ。刹那さんが納得しそうな、もっともらしいほかの理由は何かない？　考えろ、桜子。寝不足で食欲不振の理由……あっ!!

「それは、火傷したところが……痛くって……」

　刹那さんから目を逸らして答えるが、声が尻すぼみになる。

　お願いです。これ以上、追及しないでください。

「その答えで納得しろと？　考える時間を与えたのに、お粗末な言い分だな」

　刹那さんがフッと笑う。

「お粗末って……」

　まるでおバカ扱いじゃありませんか。

「こっちは遠く離れたラスベガスで連絡もつかず、心配したんだぞ。携帯の電源はオフになってるし、家の電話も出ないし、右京が訪ねても居留守を使っただろう？」

　言葉は責めているのに、刹那さんの口調はとても優しかった。

「……チェックリストのことはすみません。そりゃあ、火事の心配しますよね」

　私はうつむきながら、刹那さんに謝る。

「そうだな。それにバカな珍獣がちゃんと生きてるか心配だった。俺の寿命が確実に縮んだぞ。この責任を、どう取る？」

　刹那さんが優しい眼差しで見つめてきて、私の顎をすくい上げた。

　心臓がトクンと高鳴る。

「……どうって？　ごめんなさい。家事を頑張りますから……」

　刹那さんと目が合うと、私は戸惑いながらもう一度謝罪の言葉を口にした。

「そんなんじゃあ、足りない」

　刹那さんは、穏やかな目で首を振る。

「じゃあ……どうすれば？」

　私は困惑して、刹那さんを見つめた。

「何も考えるな。俺を信じろ」

　刹那さんは真しん摯しな目で告げると、フッと微笑する。

「それはどういう――」

　意味がわからなくて聞き直そうとしたのに、刹那さんは左手でメガネを外すと、右手で私の頬に触れながら顔を近づけ、そっと口づけた。柔らかいその唇に身体がカァーッと熱くなる。でも、そのキスはほんの一瞬で終わった。

　少し物足りないと内心思っていると、刹那さんは私の額に彼のおでこをくっつけた。

「ここ数日、生きた心地がしなかった。責任は取ってもらう」

　どこか余裕のない表情でそう言うと、刹那さんは今度は噛みつくような激しいキスをしてきた。それでボッと火がついたように私の胸が熱くなり、点滴をされていないほうの腕を彼の首に絡める。

　この人が欲しい。もっと欲しい。

　私がキスを返すと、刹那さんはベッドに腰を下ろし、私の身体を強く抱き寄せた。

　私たちを邪魔する者は誰もいない。どちらの唇が切れたのかわからないが、微かに血の味がする。それなのに、刹那さんも私もキスをやめなかった。

　お願い。このまま離さないで。ずっとそばにいて。

　ここが病院ということも忘れ、刹那さんの激しいキスに夢中で応えていると、彼は私の首筋を甘噛みした。聞こえるのはお互いの息遣い。

「今後、俺から逃げたら許さない」

　刹那さんが以前つけた噛み跡に、ガブッと噛みつく。

　途端に襲ってくる、甘いしびれのような痛み。

「余計なことを考えられないくらい、もっと俺に夢中になれ」

　刹那さんの綺麗な瞳が、私の目を捕らえる。

　彼が私にペットに対する以上の気持ちを抱いていると感じるのは、都合がよすぎるだろうか。

『すでに夢中です』と言いたい気持ちを抑え、私から刹那さんにキスをすると、彼はすべての女性を虜にするような極上の笑みを浮かべた。

　彼の笑顔に、胸がきゅんとなる。

「俺をハラハラさせることができるのは、桜子ぐらいだな」

　穏やかな表情で、刹那さんは私の頭をポンポンと軽く叩く。

「……それ、褒めてないですよね？」

　じとっとした目で刹那さんを見つめるが、顔が自然とニヤけてしまう。彼がそばにいるだけで、こんなにも心が温かいなんて。

　ああ、私ってすごく刹那さんが好きなんだな。

「さあ、どうかな？　点滴も終わったようだし、うちに帰るか？」

『うち』……とても心地よい響きだ。刹那さんの言葉に、私は「はい」と少しはにかみながら頷く。

　私の王子様はとても意地悪だけど、優しい。

　今まで読んだ本のどんなヒーローよりも、刹那さんのほうがイケメンでカッコいいと思ってしまう私は、完全に彼の虜。お姉ちゃんが帰ってこなくてよかった。このままお姉ちゃんが現れなければいい。そうすれば刹那さんのそばにいられる。

　もっと彼のことを知りたい。もっと彼に触れたい。私はどんどん貪欲になる。

　神様、うちは仏教だけど……願いを叶えてくれますか？

　ずっと、刹那さんと一緒にいさせてください。彼のそばにいたい――。










ホテルでデート




　今日は刹那さんとホテルでお泊まりデートの日。

　刹那さんが帰国してから一週間、彼との同居生活はすごくうまくいっている。

　いつも日付が変わってから帰宅していた刹那さんは、週の半分は夜の八時くらいに帰宅するようになった。まあ、帰宅してもノートパソコンを広げて仕事をしてはいるんだけど。

　おそらく、私が何かやらかさないか心配なのだろう。

　刹那さんは一見無口に見えるけど、実は話し上手で話題も豊富。美術や文学にも造詣が深くて、夕食後におしゃべりしていると、あっという間に夜中というのは珍しくない。

　時々意地悪されるけど、一緒にいるとすごく楽しい。

　右京さんの運転する車で刹那さんのオフィスがある赤坂のホテルＴＡＫＡＴＳＵＫＡＳＡに向かう。刹那さんは今日は夕方の五時まで仕事ということで、ホテルで落ち合うことになった。

「桜子ちゃん、すごく似合ってるよ、そのワンピ」

　右京さんは車を運転しながら、ルームミラー越しに褒めてくれる。

　今日のこのアイボリーのシフォンワンピースは、刹那さんが選んでプレゼントしてくれた物だ。

　自分ではこんなフワフワした服は絶対買わないから、着こなせるか心配だったんだけど、右京さんが褒めてくれたのでホッとひと安心。

　ホテルに着くと、右京さんから連絡があったのか、スーツ姿の刹那さんが出迎えてくれた。そして、腕を組んで私の全身を値踏みするように眺めながら、ひと言。

「馬ま子ごにも衣装だな」

　刹那さんの目が、いたずらっぽく光る。

　ガーン、ショック。

　私は両手で頬を押さえ、いじけたように呟いた。

「……ひどい。そりゃあ、素材はよくないですけどね」

　でも、普段絶対に着ない服を頑張って着たんですよ。お世辞でも褒めてくれたっていいじゃないですか。

「嘘だ。かわいい、かわいい。顔が『ムンクの叫び』みたいになってるぞ」

　ショックを受けている私を見て、刹那さんがクスクス笑う。

『かわいい』のあとに『ムンクの叫び』……。刹那さん、それ全然褒めてないですよ。

「私……そこまで絶望的に見えますか？」

　私が涙目で刹那さんを見上げると、近くにいたコンシェルジュの若いお兄さんもクスッと笑った。

　なぜ笑われる？

　私がキョトンとしていると、コンシェルジュのお兄さんが口を開いた。

「すみません。とても微笑ましかったもので。社長があんな風に楽しそうに笑われるところを、初めて拝見しました。ゆっくり楽しんでいってください」

　コンシェルジュのお兄さんがにこやかに微笑む。

　微笑ましい？　からかわれてたのに？

　そんなことを考えていると、前にいた刹那さんにドンとぶつかった。

「桜子、危ない。ボーッとしてると転ぶぞ」

　刹那さんが後ろを振り返り、注意する。

「あっ、はい」

　刹那さんに手を取られ、コンシェルジュのお兄さんに微笑み返すと、慌てて彼のあとをついていく。エレベーターに乗り、四十階のラウンジに着くと、都心の眺望が広がる窓側の席に案内された。

　時刻は午後五時過ぎ。

　夜景が見られる時間にはまだ早いけど、今日は晴天だったし、遠くまで景色が見通せるのはなんとも気持ちがいい。

　すでに段取りが決まっていたのか、私たちが席に着くと、すぐに三段ティースタンドに紅茶やシャンパンが運ばれてきた。ティースタンドには色違いのスコーンやマカロン、ケーキ、サンドイッチが乗せられている。

　そう、私たちはアフタヌーンティーを楽しみに来たのだ。

「目の輝きが違うな。宝石店では死んだ目をしてたのに」

　刹那さんが私を見て面白そうに笑う。

「アフタヌーンティーが好きなんですよ。ところで、刹那さんのメガネって、度が入ってませんよね？」

　メガネのことを指摘すると、刹那さんは微かに目を見開いて驚いた。

「どうしてわかった？」

「前に……刹那さんに内緒でアルバム見たら、高校から急にメガネをかけてたし、近づいて見ると、度が入ってるようには見えなくて……。外しても見えるんだったら、外しましょうよ。今はプライベートの時間ですよ」

　私は手を伸ばして、刹那さんのメガネを奪った。

　メガネの刹那さんもカッコいいけど、メガネなしの刹那さんもすごく好きなのだ。レンズがない分、壁がなくなって彼の本心が見える気がするし。

「これは、ホテルの人に預かってもらいます！」

「自分が管理しないのか？」

　無理やり奪ったのに、刹那さんは怒らず面白そうに私を見ている。

「壊す恐れがあるから……。ホテルの従業員だって、社長がお客さんだと緊張しちゃいますよ。メガネを外すと刹那さんの印象ががらりと変わって社長だとわかりにくいし、経営者ならそういう気遣いしてもいいですよね？」

　私は上目遣いに刹那さんを見て、ニヤリとする。

「経営者なら……か。桜子も言うな」

「でも、なんで高校からメガネにしたんです？」

　ずっと疑問に思っていたことを、思い切って聞いてみる。

「顔がお袋に似てて、女顔だったからな。それがコンプレックスで、メガネをかけるようになった」

　確かに中学生の頃とか、顔が綺麗すぎて中性的だったもん。完全無欠の刹那さんでも悩みってあったんだね。

「刹那さんのお母さん、美人ですもんね。お父さんも素敵な方だし、うらやましいな」

「長い休みが取れたら、スイスの両親の家に連れていってやる」

　刹那さんは意味ありげに私を見て、フッと微笑する。

　そんなことをサラッと言われると、私たちの今後のことを期待してしまう。

「本当ですか？　約束ですよ。お会いしたらぜひ刹那さんの子供の頃のお話を伺うかがいたいな」

　私が嬉しそうに微笑むと、なぜか刹那さんは苦笑した。

「……たいして面白い話はないと思うが……まあ、いいか」

「刹那さん、早く食べましょうよ！　スコーンが私を呼んでます」

　美味しい匂いの誘惑には勝てない。

　目を輝かせながら刹那さんに声をかけ、シャンパンで乾杯すると、私は早速スコーンに手を伸ばした。

　プレーン、ミルクティー、オレンジピール、ミックスベリーの全四種類を制覇。紅茶マイスターが淹れてくれたブレンドティーは深い味わいで甘いスコーンと合うし、大満足。

「幸せ～」

　口にスコーンを頬張りながらそう言うと、刹那さんに笑われた。

　でも、美味しいんだもん。

「お代わりいるか？」

「いいんですか？」

　目を輝かせてしまう。今の私の辞書には『遠慮』という文字はない。

「食べすぎて腹を壊すなよ」

　刹那さんに釘を刺されるが、私の満腹中枢はすでに崩壊したようで、彼が目を丸くするくらい、たくさんのアフタヌーンティーを堪能した。

　二時間くらいラウンジにいたのだろうか。

　夕日が沈んで、目の前には綺麗な夜景が広がる。

　やっぱり高層階っていい。

　ふたりでしばらく夜景を楽しんだあとは、ラウンジを出て、ひとつ下の階の客室に向かう。

「食べたあとは動かないとな」

　刹那さんは、スーツのジャケットを脱ぐと肩にかけた。

　そんな何げない仕草にも、ドキッとしてしまう。

「動く？　部屋でテレビを見て楽しむんじゃないんですか？」

　てっきり、ベッドかソファでゴロゴロするのかと思ってた。プールにでも行くのかな？　でも、このままソファかベッドでゴロンとしたいような……。

「動かないと牛になるぞ」

　そんな私の思考を読んだのか、刹那さんは私の身体を上から下まで値踏みするように眺めて含み笑いする。部屋に着くと、刹那さんがドアを開けた。

　九十平方メートルはありそうなエクゼクティブスイート。グリーンの豪華なソファの上には浴ゆ衣かたが置いてある。

「浴衣に着替えて庭園に行くぞ」

　刹那さんは、窓の外の庭園を指差す。

「庭園？　もう暗いですけど。ライトアップされてるんですか？」

「さあ、どうかな」

　刹那さんはフッと微笑しながら、言葉を濁す。

　確かに食べすぎたし、運動しないとね。

「じゃあ、着替えてきます！」

　私は浴衣を手に取ってバスルームに行く。慣れない着付けに悪戦苦闘しつつも、なんとか鏡を見ながら袖に腕を通して紫の帯を締めた。

　綺麗な赤と白のコントラストに百ゆ合りの花が映える。

「うわあ、なんだか大人っぽい」

　刹那さん、なんて言うかな？

　ドキドキしながらバスルームを出ると、刹那さんも濃紺の浴衣に着替えていた。

「……カッコいい」

　刹那さんの浴衣姿に見とれながら、思わず呟く。

　男性なのに、こんなに色香があってセクシーなんて反則でしょ。あ～、写真撮りたい！

　私が刹那さんの浴衣姿にひとり興奮していると、刹那さんが声をあげて笑いだした。

「桜子、死に装しょう束ぞくだぞ、それ。ある意味、期待を裏切らないな」

「え？　死に装束？　あっ……」

　自分の襟元を見ると、左前になっている。

　あちゃー、恥ずかしい～。和服でやっちゃいけないミスをやらかしてしまった。

「今すぐ直してきます」

　顔を真っ赤にしながらまたバスルームに向かおうとすると、刹那さんに手をつかまれた。

「いい。俺が直す。桜子にやらせると、いつまで経っても部屋を出られなくなりそうだからな」

　刹那さんが私の帯に触れるが、私は慌てて彼の手をつかんだ。

「いえ、刹那さん、私が……」

「着替えくらいで、何を今さら恥ずかしがっている？」

「……それは……」

　たらふく食べて、ポンポコリンになったお腹を見られたくないからですよ。

　私が言うのをためらっている間に、刹那さんはするすると帯を外した。

「ち、ちょっと、刹那さん！　ダメです！」

「すぐに終わる」

　刹那さんは屈んで、浴衣を広げると左前を右前に直し、慣れた様子で帯を締める。

「かわいい狸だな」

　面白そうにそう呟いて、刹那さんは私のお腹をポンと軽く叩いた。

「うっ、すぐにヘコみますよ」

　刹那さんの意地悪～。もう恥ずかしくて死にそう。

「そうでないとな」

　刹那さんはクスッと笑うと、立ち上がって私に顔を近づけ、耳元で囁いた。

「でも、ちょっと色っぽくてそそられる。このまま食べちゃおうか？」

「……じ、冗談？」

　刹那さんの言葉に顔が強張る。

「冗談だ」

　いたずらっぽい目で言うと、刹那さんは私の首筋にチュッと軽く口づける。

「もう、刹那さん！　からかわないでくださいよ～！」

　私は、耳まで真っ赤にしながら抗議した。

「ほら、下げ駄たを履いていくぞ」

　刹那さんが屈んで、そばにあった赤い鼻緒の下駄を私に履かせてくれる。

「火傷したところ、だいぶ綺麗になってきたな。もう痛みはないか？」

　刹那さんは私の足に触れて、注意深く確認する。

「はい、大丈夫です」

　私が頷くと、刹那さんは立ち上がって私の手を取った。

　部屋を出てエレベーターで二階に下りて庭園に向かうと、見慣れた人影が見えた。

「……久世さん？」

　私の声に久世さんが振り向く。彼は紫の浴衣を着た美人と一緒だった。

「やあ、桜子ちゃん。今日はすごく素敵だね。刹那が見立てたのかな？」

　スーツ姿の久世さんがニッコリ微笑むと、隣の美人も軽く会釈した。

　話は聞いたことないけど、久世さんの婚約者かな？

　刹那さんも笑顔で軽く会釈するが、目が笑っていない。怖い!!

「ありがとうござい――」

「そうだ。俺が見立てた。ゆっくり楽しんでいってくれ」

　刹那さんは私の言葉を遮り、久世さんを冷ややかな目で見た。

　ふたりの間に火花が散っているような気がする。

　刹那さん、怒ってる？

「ああ、そうさせてもらうよ」

　久世さんが言い終わらないうちに、刹那さんは私の手を引いてこの場から離れる。

　刹那さん、私がお姉ちゃんの情報を久世さんからもらっているって知っているから、いい印象を持ってないんだよね。今、久世さんの話をしたら、ますます機嫌が悪くなりそう。

　刹那さんについて庭園内にある小川に沿って黙って歩いていくと、小さな黄色い光が見えた。

「あっ、蛍！」

　ひとつ見えたと思ったら、ふたつ、三つと光が増えていく。

　そのうち数え切れないほど蛍が飛び交い、幻想的な光景が目の前に広がった。

「綺麗～。ずいぶんと素敵なライトアップですね」

　私が刹那さんを見上げると、彼は柔らかな笑みを浮かべる。

　どうやら機嫌が直ったらしい。

「今の時期は、ゲンジボタルが見られるんだ」

　刹那さんは、慣れた様子で蛍の説明をする。きっと国内外のＶＩＰに庭園を案内することもあるのだろう。

「こんな都心で蛍が見られるなんてすごい」

　田舎だったらわかるけど、東京でなんて。すごいサプライズだ。

「蛍がなぜ光るか知ってるか？」

　刹那さんの質問に、私は首を横に振る。

「いいえ。どうしてなんですか？」

　私は答えを知りたくて、刹那さんを見つめ返した。

「オスがメスに求愛するかららしい。オスが強い光を放ってメスにアピールするんだ。メスは本来は弱い光だが、オスの光を見つけると強い光を放つらしい」

「わあ、なんだか素敵ですね。だからこんなに綺麗な光なのかな。光で会話してるんですね」

　オスの蛍が必死に『結婚してください！』って言っている声が聞こえてきそう。

　ふたつの光が交互に光って見えるのは、もう結婚相手を見つけた蛍だろうか。

「そうだな。成虫は寿命が短いから、命がけのプロポーズだな」

「だから……儚く見えちゃうのかも。今日はありがとうございます！」

　私は刹那さんとこうした時間を過ごせるのが嬉しくて、心から微笑む。

「感謝の言葉だけじゃ、足りないな」

　刹那さんの目が妖しく光ったかと思うと、彼は私に顔を近づけてそっとキスをした。

　唇が触れ合う優しいキス。周りには誰もいない。目撃者は蛍だけ。

　キスが終わると、刹那さんは後ろから私を優しく包み込むように抱きしめた。

「気に入ったなら、また見に来るか？」

「はい」

　私は刹那さんを見上げ、はにかむような笑顔で答える。

「七月初旬ぐらいまでは見られるぞ」

　刹那さんの言葉にハッとなる。

　七月初旬って、刹那さんとの約束の期限の時期だ。刹那さんは知ってて言っているのだろうか？　それとも、ただの社交辞令？

　この幸せな時間が続けばいい。

　幻想的に舞う蛍を眺めながら、私を抱きしめる刹那さんの手に自分の手をそっと重ねる。

「毎年見られたらいいな」

　刹那さんと一緒に……。

　直接好きとは言えないけれど、これは……今の私にできる精一杯の告白だ。

　それを知ってか知らずか、刹那さんは私の耳元で優しく囁いた。

「望めば、毎年見られる。桜子が望めばな」










姉、帰国する




「あんた、天丼食べたあとにケーキ二個って、どういう胃袋してんの？　気持ち悪くならない？」

　奈々子は呆れ顔でそう言うと、紅茶をゆっくり口に運ぶ。

「だって、ケーキ食べると幸せになれるじゃない。それに、誰かさんに付き合って午後一時過ぎまでブランドの店をはしごしてたら、すご～くお腹空いちゃったんだもん」

　私たちは今、銀ぎん座ざのカフェでお茶をしている。

「食べすぎて豚ぶたになったら、ご主人様に家を追い出されるわよ」

　優雅な仕草で紅茶を口に運ぶと、奈々子は意地悪く告げた。

「うぐっ!!　不吉なこと言わないでよ、奈々子」

　ただでさえ、ビクビクしてるのに……。

　今日は七月五日。刹那さんが決めた期限の日だ。腕時計に目を向ければ、午後三時過ぎ。時間を気にしないようにしているが、どうしても時計に目が行ってしまう。夜の十二時までにお姉ちゃんが現れなければ、私は正式に刹那さんの奥さんになる。

　……奥さん。不思議な響きだ。

　プロポーズとか通常の段取りはなかったけど、刹那さんのそばにずっといられるならそんなことはどうでもいい。

　今日は月曜日だけど大学は創立記念日でお休みで、奈々子と銀座をぶらぶら歩いている。といっても、ほとんど奈々子の買い物に付き合っていたわけだけど。

「冗談よ。大事にされてるんでしょう？」

「うん。刹那さんだと素の自分をそのまま受け入れてもらえるし、ぶっちゃけ、実家よりも刹那さんのマンションのほうが、居心地がいい」

　実家では変わり者扱いだし、いつだってお姉ちゃんのオマケみたいな存在だった。

　養女じゃないかと本気で疑ったこともある。

「だったら、もっと自信持ちなさいよ。万が一、薫子さんが現れたとしても、当たって砕けろ！」

　……砕けちゃ、おしまいじゃない。

　恨みがましい目で、奈々子をじとっと見る。

「奈々子、その性格うらやましい」

　私はテーブルに頬杖をつきながら、ため息交じりの声で呟いた。

「あんたに言われたくないわ」

　奈々子は心外だという顔で、目を細める。

「あっ、ひどい。傷つくなあ」

　いじけたように呟き、ケーキの最後のひと切れをパクッと口の中に放り込むと、テーブルの上に置いておいたスマホが、ブルブルと震えた。

　画面を見ると、久世さんからの着信。

「久世さん？　……電話なんて珍しい」

　なんだろう？　すごく嫌な予感がした。できれば出たくない。出ちゃダメって、頭の中で警けい鐘しょうが鳴る。

　だけど、久世さんからの電話を無視するわけにはいかない。私はスマホをつかんで席を立つと、人ひと気けの少ない通路に行って恐る恐る電話に出た。

「もしもし久世さん、どうしました？」

『桜子ちゃん、薫子が日本に戻ってきたんだ』

　お姉ちゃんが戻ってきた？　嘘……。

　開口一番の久世さんの言葉に、目の前が一瞬にして真っ暗になる。

　胸がギュッと締めつけられるように苦しい。

『桜子ちゃん？　大丈夫？　聞いてる？』

　久世さんが心配そうに私に声をかける。

「……はい。聞いてます」

　久世さんの声でハッと我に返った私は、胸を押さえながらなんとか取り乱さないように返事をした。

『薫子と刹那が今、会ってるらしい。桜子ちゃん、今、どこにいるの？』

「……銀座のカフェに」

　お姉ちゃんの帰国のショックで頭が働かず、久世さんの質問にすぐに答えられなかった。

『銀座か。二、三十分くらいで着くと思うから、場所の詳細を教えてくれる？』

　久世さんの矢継ぎ早の質問に、一瞬間を置きながら返事をする。

「……はい。銀座一丁目の交差点の近くです」

　私はためらいながらも、久世さんに場所を伝えた。

『わかった。着いたら連絡するから、待ってて』

　久世さんが手短かに用件だけ言うが、頭が混乱している私は返事をするだけで精一杯だった。

「はい」

　久世さんが電話を切ると、私はスマホを持っていた手をダラリと下ろした。

　お姉ちゃんが戻ってきた。しかも、今、刹那さんと会っている。

　これで私は……不要の存在。

　今日現れなければ、ずっと刹那さんと一緒にいられたのに……。お姉ちゃん、どうして戻ってきたの？　気まぐれだとしたらひどいよ。

　深い絶望に襲われ、壁に手をつきながらトボトボと席に戻る。スマホをテーブルに置くと、力が抜けてストンと椅子に腰を下ろした。

「あんた、顔面蒼そう白はくよ。久世先輩、なんて言ってたの？」

　そんな私を見て、奈々子が気遣わしげに声をかける。

「……お姉ちゃんが今、刹那さんと会ってるって」

　呆然としながらも、私は奈々子に事実を伝えた。

「薫子さんが戻ってきたの？」

　奈々子が驚きの声をあげる。

「……うん。状況はよくわからないけど、久世さんが迎えに来てくれるみたい。もし私がホームレスになっちゃったら、奈々子泊めてね」

　笑おうとするが、顔が引きつってうまく笑えない。私はすっかり気落ちしていた。

「何、最初から弱気になってんのよ。こうなったら、自分の気持ちを素直に鷹司先輩に伝えるのよ！　変な心配しない！」

　奈々子がテーブルに身を乗り出して、私の頭をペシッとはたくが、姉の帰国のショックが強すぎて痛みも感じなかった。不安でいっぱいで、じっと左手の指輪を眺める。

「ち、ちょっと、何？　その無反応。あんた、本当に大丈夫？」

　私の様子がおかしいからか、奈々子が慌てて私の顔を覗き込んだ。

「……大丈夫」

　ぼんやりした目で奈々子に返事をすると、そのまま空を見つめて黙り込む。

　奈々子がこれまでにないくらい気を遣って私を励ましてくれたけど、今の私には相槌を打つことくらいしかできなかった。




　それから三十分くらい経っただろうか？

　久世さんからまた電話があってカフェを出ると、道路脇に一台の真っ白な高級スポーツカーが停まっていた。

　運転席に久世さんがいて私に手を振って合図している。私が車に近づくと、久世さんが助手席のドアを開けてくれた。

「桜子ちゃん、早く乗って」

「はい」

　久世さんに促されるまま助手席に乗り込むと、彼はすぐに車を発進させた。

「昨日の夜、日本に戻ってきたらしいんだけど、刹那は何か言ってた？」

　正面を見ながら運転している久世さんが私に尋ねると、私はか細い声で答えた。

「……いいえ」

　昨日の夜、いつも通り一緒に夕飯を食べてＤＶＤを観たけど、お姉ちゃんの話なんてひと言も出なかった。

　久世さんがお姉ちゃんの帰国のことを知ってるなら、当然刹那さんだって知ってたはずでしょう？　どうして私には何も言ってくれないの？　不安でしょうがない。

　刹那さんがラスベガスに行った時、やっぱり彼はお姉ちゃんと会っていたのだろうか？　結局あの時は私が倒れてドタバタしてたし、深く追及はできなかったんだよね。

「刹那のヤツ……ひどいね」

　刹那さんのことを悪く言われたのに、久世さんに言い返すことはできなかった。血が出そうなくらい、唇を強く噛みしめる。

　それから車の中では、お互いずっと無言だった。

　久世さんが車を停めたのは、赤坂のホテルＴＡＫＡＴＵＫＡＳＡ。刹那さんのオフィスがある場所。

　車を降りると、久世さんと一緒にホテルの中に入る。

　何かの間違いであってほしい。どうかお姉ちゃんではありませんように。

　そう願いながら、久世さんについていく。

　久世さんが向かった先は、刹那さんとアフタヌーンティーを楽しんだ、四十階にあるあのラウンジだ。残念なことに一歩中に入っただけで、お姉ちゃんがどこにいるのかわかってしまった。

「お姉ちゃん……」

　お姉ちゃんは膝ひざ上丈の白いニットのワンピに、ターコイズブルーのジャケットを羽織り、長い足を組んで優雅にコーヒーを飲んでいる。

　そこは……私が刹那さんと、アフタヌーンティーを楽しんだ時に座った席だ。

　刹那さんはスーツだけど、ここからじゃ顔が見えなくて彼の表情がわからない。でも、私の中で何かが音をたててガタガタと崩れていくような気がした。

　本当に……これで終わりなの？

「桜子ちゃん、大丈夫？　そこの席だと死角になるから、そこに座ろうか？」

　久世さんが私の顔を心配そうに覗き込みながら、隣の席を指差す。

　私は黙って頷いた。

　ソファ席に腰かけ、適当に紅茶を注文すると、私はじっとお姉ちゃんを観察した。

　モデルみたいに綺麗で自信に満ち溢れていて……私にないものをなんでも持っている。今まで、それを心からうらやましいと思ったことはあまりなかったけど、今日だけは違った。

「私がお姉ちゃんだったら、よかったのに……」

　私は悲しい声で小さく呟いた。

　そしたらずっと刹那さんと一緒にいられるのに……。人魚姫もこんな気持ちだったのかな？

「桜子ちゃん……ごめんね。こんなつらいことになって……」

　私の呟きが聞こえたのか、久世さんが申し訳なさそうに謝る。彼は察しがいいから、私が刹那さんのことを好きだと気づいてしまったのだろう。だが、彼は全然悪くない。

「いいえ……仕方ないです」

　私は悲しい気持ちで、指輪をじっと見つめる。

　やっぱり不要になっちゃったな、これ。

　耳に届くのはお姉ちゃんの楽しそうな笑い声。刹那さんと何を話しているのかわからないけど、かなりご機嫌のようだ。

　結局、私はからかわれただけ。ふたりの茶番に付き合わされたのだ。

　目頭が熱くなって、じわじわと涙が込み上げてくる。私は指輪を外して、それを右手に持つと、ソファから立ち上がってふたりのテーブルに向かった。

「桜子ちゃん！」

　久世さんに呼び止められたが、彼の制止を無視した。ひと言お姉ちゃんに言ってやらないと気が済まない。ふたりのテーブルの前まで行くと、お姉ちゃんに声をかけた。

「お姉ちゃん、無責任すぎない？」

　私の登場に驚くことなく、お姉ちゃんは面白そうに口の端を上げる。

「あら、桜子。久しぶり。私の身代わりご苦労さま」

『身代わり』……。残酷な言葉だ。

　お姉ちゃんは私を見ても、余裕の表情でクスッと笑うだけ。

　そんなお姉ちゃんの態度を腹立たしく思った。

「なんで戻ってきたの!?」

　声を震わせながら、私はお姉ちゃんに向かって叫んだ。

「なんでって気が変わったから。桜子も嬉しいでしょう？　こんな無ぶ愛あい想そうなメガネ男と結婚しなくて済むんだもの。感謝してよね」

　押しつけがましく言って笑うお姉ちゃんを、刹那さんが「薫子！」と声を大にして咎める。

　別にイチャイチャしているわけではないのに、今の私にはそんなふたりのやり取りにさえも嫉妬してしまう。

　何が『感謝してよね』だ！

「勝手すぎるよ！　お姉ちゃんはいつだってそう。自分さえよければ人が傷ついてもどうでもよくて。少しは私の気持ちを考えてよ！　私はお姉ちゃんのオモチャじゃないんだよ。もう私を巻き込まないで！」

　一気にまくし立てると、私は持っていた指輪をバンとテーブルに叩きつけた。

　これで、刹那さんとの偽装結婚も終わりだ。

「お幸せに！」

　そう言い残すと、溢れる涙を手で拭いながら、走ってラウンジを出る。

　ドンと叩きつけるようにエレベーターのボタンを押すが、すぐには来ない。

「ああ、もう早く来てよ……」

　私ってこんな時まで不幸なの？

　こんな無様な自分は誰にも見られたくない。特に刹那さんには。

　もう、すべて終わった。今日から一体どこに住めばいいのだろう。刹那さんのところにはもう住めないし……。

　実家には……私の部屋はもうない。ずっとホテル暮らしだなんて無理だし……。

「私の居場所……なくなっちゃった」

　声をあげて泣いていると、誰かに抱きしめられた。

　刹那さん？と咄嗟に思い、ハッとして顔を上げると……それは、久世さんだった。

　刹那さんじゃなくてガッカリする。彼にはもう、何も期待はできないのに……。

　私って……バカだな。

「桜子ちゃん、刹那のことなんて忘れなよ。僕じゃダメかな？」

　突然の久世さんの告白に、一瞬頭が真っ白になった。

「久世さん……？　でも……久世さん……婚約者が……」

「婚約者？　ああ……先日のは見合いの相手だよ。僕だったら、桜子ちゃんをこんな風に泣かせたりしない。大事にするよ」

　久世さんが、私を抱きしめている手に力を込める。

　彼は優しい……けど、刹那さんじゃない。

「ごめんなさい、久世さん。私……刹那さんが好きなんです。誰かの代わりになるのも、誰かを代わりにするのも嫌なんです」

　私は泣きながら久世さんに謝った。

「桜子ちゃん……」

　久世さんがすごく切なそうな目で、私を見つめる。

　でも……私の気持ちは変わらない。きっと刹那さん以外の人は好きにはなれない。

「ごめんなさい！」

　久世さんの胸を手で押して彼の抱ほう擁ようから逃れると、刹那さんが息せき切って現れた。

「秋人、そこまでだ。部外者が口を挟むな」

　久世さんを睨みつけると、刹那さんは冷たく言い放つ。

「……まったく、僕の無様な姿を見て笑いに来たのか？　桜子ちゃん、いいことを教えてあげるよ。高校の時、君に学ランをかけてあげたのは僕じゃない」

　久世さんは、自嘲するように言って言葉を切る。

「……久世さんじゃない？」

　私は顔を上げて、久世さんに説明を求めた。

「横にいる男に聞いてごらん。嘘をついててごめんね」

　久世さんは悲しそうに笑うと、後ろ手を振ってまたラウンジのほうへ戻っていった。

　やっぱり久世さんじゃなかったのか。でも……今はそんなことどうでもいい。

「桜子、全部説明するから、落ち着いて話を聞け！」

　刹那さんが私に近づき、私の手をつかんでラウンジと逆方向にある展望デッキのほうへ連れていこうとする。

　十数メートル引きずられるように刹那さんに歩かされたが、私は立ち止まると、刹那さんの手を振り払い、思い切り走ってやっと来たエレベーターに駆け込んだ。

　まさか、私に自分の手を振り払うほどの力があるとは思いもしなかったのだろう。

　虚を突かれた刹那さんが「桜子！」と叫んですぐに追ってきたが、私はエレベーターの『閉』ボタンを何度も連打する。

「お願いですから、もうひとりにしてください！」

　私は刹那さんに向かって、泣き叫ぶ。

　私のささやかな願いがやっと通じたのか、彼が扉に触れるギリギリのところで閉まった。

「桜子！」と刹那さんが焦った顔で叫んだが、私はエレベーターの壁に寄りかかると、そんな彼の残像を消したくて強く目を閉じた。

『全部説明』って……お姉ちゃんがいるから、私はいらないって話でしょう!?　そんなの刹那さんの口から聞きたくないよ。これ以上、惨めになりたくない。引き際はわきまえている。刹那さんのお荷物にはなりたくない。

「刹那さんのバカ～！　お姉ちゃんのバカ～！」

　扉に向かって大声でそう叫ぶと、私はむせび泣く。

　幸いエレベーターには誰も乗ってこなかったから、人目を気にせず思い切り泣くことができた。

　エレベーターが一階に着く頃には、私は目も鼻も真っ赤になっていたことだろう。

　私はポケットからスマホを取り出し、奈々子に電話をかける。私のことを気にしていたのか、彼女はすぐに電話に出た。

『桜子？　大丈夫？』

　いつになく優しい奈々子の声に、また涙腺が緩む。

　持つべきものは、やっぱり友。

「うっ……大丈夫じゃない。奈々子～、粉々に砕けちゃったよ～。私……シスターになって、神に身を捧ささげようかなあ？」

『はあ？　あんたんち、仏教でしょう』

　傷心の私に、奈々子が遠慮なくツッコむ。

　ううっ、やっぱり奈々子は厳しい。でも、だからこそ頼れるし、安心できる。




　絶望に打ちひしがれていた私は、奈々子をホテルの近くのバーに呼びつけた。カウンターの隅で飲めない酒を飲みながら、彼女に長々と自分の胸の内を吐と露ろする。

　テーブルに置いたスマホがブルブルと震えるも、確認するのもわずらわしくて無視した。代わりに奈々子が私のスマホを手にして応対しているが、今の傷心の私にはどうでもいいことで……。

　キレイなブルーの液体が入ったグラスを一気にあおった。










愛を誓いますか？




「……でね、刹那さんと蛍見てね、それはそれは幻想的な世界で綺麗だったの。そしたら、刹那さんが……また見に来るかって誘ってくれたのに……お姉ちゃんが現れて。ううっ、刹那さんのバカ～。嘘つき～。ズズッ……んぐ！」

　バーカウンターでカクテルを飲みながら奈々子に愚ぐ痴ちっていると、涙とともに鼻水まで出てきて私は息が詰まりそうになった。

「ほら、あんた、これで拭きなさい」

　奈々子が差し出してくれたハンカチで、私はズルズルッと鼻をかんだ。

　それを見た彼女が嫌そうに顔をしかめる。

「それ、返さなくていいわ。それから、その話、もう十回は聞いてるわよ。私、ちょっとトイレ行ってくる。もう勝手にお酒頼むんじゃないわよ」

　ハーッと盛大なため息をつくと、奈々子は席を立った。

「……あい、いって……らっしゃ……い」

　私は、ヒラヒラと手を振る。

　お酒ははっきり言ってあまり飲めない。ワイン一、二杯で限界。でも、今日は奈々子に止められたけど、甘くて飲みやすいカクテルを三杯くらい飲んだ。

　身体がフワフワして熱い。

　酔って全部忘れたかったのに……口から出るのは刹那さんのこと。

　私って……どんだけ刹那さんが好きなの？　ああ……なんだか視界が霞んでくる。

「奈々子しゃん……まだ？　もっと……話聞いてよ～」

　カウンターのテーブルに突っ伏しながら、空になったグラスをボーッと眺める。

「……刹那しゃんがしゅきなのにぃ～、桜子……告白できなかったよ～。私って……バカだよね？　奈々子しゃん、聞いてます～？」

　応答がない。ひょっとして、私の話に呆れてる？

　ああ～、身体が熱い。

「奈々子～、身体が熱いよ～。脱いじゃおうかなあ？」

　今日はブルーのストライプのブラウスを着てるんだけど、蒸れて暑い。ブラウスのボタンに手をやると、奈々子に止められた。

「こら、こんな場所で脱ぐんじゃない」

「だって身体が熱いよ～。でも……奈々子……声が変だよ。なんかセクシーボイスになってる～」

　キャハハと声をあげて笑うと、コツンと頭を小突かれた。

「いたっ！　奈々子～、私は深く傷ついてるんだからやめてよ～」

　頭を押さえながら、奈々子に文句を言う。

「誰が何に、深く傷ついてるって？」

　奈々子の声がまだ変。お酒の飲みすぎですかぁ？

「だからぁ、私はね、刹那しゃんに……フラれてえ……傷ついてんの。もう修道院に行くしか……ないのれす～、キャハハ～」

　ろれつの回らない口で言ってケラケラ笑うと、ハーッとまた奈々子のため息が聞こえた。

「フッてないのに、どうしてそうなる？　修道院には行かせない」

『フッてない』？　ん？　ん？　あれ、あれ、あれれ……？　何かおかしい。

　ムクッとテーブルから顔を上げ、奈々子のほうを向く。

　奈々子……違う。これは……刹那しゃん？

　え？　え？　ええ～、奈々子じゃない!!　なんで刹那さんがいるの～!?　私……酔って幻でも見てるのかな？

「ちょっと、失礼します～」

　ひと言断ってから、刹那さんのメガネを取る。

　私が見てるのが幻で奈々子なら、メガネなんてないはず……でも手の中のメガネの感触は本物で……。

「本物のメガネだ！　ええ～、なんで刹那さんがここにいるの？」

　一気に酔いが覚めて、刹那さんとメガネとを交互に見る。

　酔ったままのほうが、どんなに幸せだっただろう。

　さっきまでは確かに奈々子だったはず。どうして刹那さんに入れ替わってるの～！　何かマジックでも使った？

　私……奈々子かと思って、さっき『刹那さんが好き』って言わなかった？

　どうしよう～。どうしよう～。逃げ場がない。神様、仏様～、どこかに穴が空いてないですかあ～！

　顔面蒼白になる私。

「桜子のスマホに電話をかけたら小沢さんが出て、ここでお前が飲んでるって教えてくれた」

　刹那さんは、そう説明しながら私の手からメガネを取ると、胸ポケットにしまった。

　奈々子がさっき私のスマホで話していた相手って、刹那さんだったの～!?　……いや、今はそんなことにかまってる場合じゃない。

「……迎えに来たって……私はもう刹那さんの仮の奥さんじゃないんですよ」

　傷心の私は刹那さんの視線を避けて、フンッとそっぽを向く。

「結論から言うと、薫子とは結婚しない」

　刹那さんは落ち着いた様子で、淡々と告げる。

　お姉ちゃんと結婚しない？　何それ？

「だって……一ヶ月以内にお姉ちゃんが戻ってきたのに……」

　わけがわからなくて、私は思わず刹那さんに視線を戻した。

「俺が言ったことを忘れたか？　俺は『桜子の望み通りにしよう』、そう言ったんだ」

　刹那さん、そんなこと言ったっけ？　お姉ちゃんが戻ってくれば、お姉ちゃんと結婚じゃないの？

　私の望み通りって……。

「……ごめんなさい。意味がわかりません」

　私は両手を挙げて、降参のポーズをする。

「すべての選択権は桜子にある」

　刹那さんは私の顔をじっと見つめながら、真摯な目で告げた。

「私に選択権？」

　そんなものあったっけ？　全部私に不利な条件ばかりかと……。

　私が首を傾げると、刹那さんがフッと笑った。

「散歩でもして、外の空気を吸いに行こう。歩けるか？」

　刹那さんが、私にスッと手を差し出す。

　私は少しためらったが、素直に彼の手を取った。

「はい」

　刹那さんが支払いを済ませると、私たちはホテルに向かって歩きだす。少し身体がふらつくも、そのたびに彼がしっかりと支えてくれた。

「飲みすぎだな」

　穏やかな目で刹那さんにたしなめられ、少し拗ねながら彼から視線を逸らし、言い訳する私。

「だって……絶望的な気分だったんです」

　バツが悪くてチラリと腕時計を見ると、もう夜の十一時を回っていた。

「……あのう、奈々子はどこへ？」

　今さらながら奈々子のことを思い出し、刹那さんに遠慮がちに聞いてみる。

「もう遅い時間だったから、タクシーを呼んで帰ってもらった。いい友達だな」

　刹那さんが、私に向かって優しく微笑む。

「はい、一番の親友です。でも、お姉ちゃんのことはいいんですか？」

「薫子にはホストの彼氏がいる。あとでご両親も知ることになると思うが、彼女はその男の子供を妊娠している」

　刹那さんは、穏やかな様子で衝撃の事実を私に伝えた。

「お姉ちゃんが妊娠～!?」

　夜中にもかかわらず大声で叫んでしまうと、刹那さんに口を押さえられた。

「シッ！　声が大きい」

　刹那さんに睨まれるが、あの姉が妊娠したなんて信じられない。

「ごめんなさい。でも、お姉ちゃんは私に『私の身代わりご苦労さま』って……」

「からかわれたんだ。俺と結婚するとは、ひと言も言わなかった」

　刹那さんの言葉に、目が点になる。

　そう言われてみると、そうだった気もするけど……。あの状況では、お姉ちゃんが刹那さんと結婚するって思うじゃない？

「そんなぁ。こっちは真剣だったのに……」

　一体、何がどうなってるのかわからない。こっちは絶望に打ちひしがれて、ヤケ酒を飲んでいたのだ。

　ホテルに着くと、刹那さんは私を庭園に連れ出した。十一時を過ぎているせいか、ほかの宿泊客の姿は見えない。

　静寂の中、刹那さんは私と向き合い、しっかりと視線を合わせると、私たちの政略結婚の真相について話しだした。

「梅園家との顔合わせをした日の夜、薫子が俺のオフィスに訪ねてきた。取引をしようと言って」

「取引？」

　私は刹那さんを見上げて、先を促した。

「当初の予定では薫子と式を挙げて、祖父さんが無事に退院すれば別れることになっていた。それは俺と薫子が交わした契約だ」

「別れること前提ですか？」

　刹那さんの言葉に驚きはしたが、それはふたりの様子からなんとなく予想していたことだった。

「お互い好き合ってたわけでもない。薫子には借金が一千万あって金が必要だった。梅園家への融資とは別にな。俺は知っての通り、祖父さんの手術のために梅園家の娘が必要だった。祖父さんが元気になれば、浪費家でワガママな嫁などいらない。一緒に暮らすつもりもなかった。お互い利害が一致していたんだ」

『一千万』ってお姉ちゃん、どんだけ無駄遣いしてるの？

　当初の計画よりも、お姉ちゃんの借金の額のほうにビックリしてしまう。

「じゃあ、顔合わせの日にお姉ちゃんが持ちかけた取引って？」

　お姉ちゃんが、わざわざ刹那さんのオフィスを訪ねた理由が気になった。

「妊娠したから嫁にはなれない。その代わり、お前を差し出すってな。薫子は鋭いから、俺が顔合わせの時に、お前を見ていたことに気づいたんだ。顔合わせするまですっかり忘れていたが、俺は高校の時、旧校舎の図書室でよく見かけていたお前に興味があった」

　甘い微笑を浮かべながら、刹那さんは私の反応を窺う。彼の告白に、私は思わず自分の耳を疑った。

「私に興味？」

　お姉ちゃんと比べると、私は地味で目立たない存在だったはずだ。刹那さんのようなカッコいい人の目にとまる要素なんて何もないのに、なぜ？

「う～ん」と唸りながら考え込む私に、刹那さんは楽しげに説明する。

「桜子が入学してきた時、周囲の男子は梅園の美人姉妹がって騒いでた。図書室で偶然、居眠りしているところを見かけてしばらく観察していると、深窓のご令嬢と噂のお前がヨダレを垂らして、小説のヒーローらしき人物の名前や食べ物の名前を呟いて寝ていた」

　深窓のご令嬢？　誰ですか、それ？　噂って怖い!!　いや、それよりも……。

「ヨダレなんか垂らしてませんよ！」

　私が真っ赤になって反論すると、刹那さんはクスッと笑った。

「そうだったか？　ともかく、一風変わったヤツだと思って興味を持った。俺が見かける時はいつも寝ていて、図書室が冷え込んだ時は声をかけたこともあった」

　……そういえば、結婚式で『桜子』って呼ばれた時、懐かしさを感じた。

「結局起きなかったから、学ランをかけてそのまま生徒会室に戻ったことが何度かあったがな」

『何度か』というのはとても控えめな表現だ。実際は週一、二回はあった。しかも自分とは名乗らなかったし……。ほんと優しいんだよね、刹那さんは。そういえば……。

「あの桃の飴は、市販されてないみたいですけど……」

「俺の母親の実家で作っているんだ。小さい頃からあれを食べて育った」

　刹那さんは、穏やかで優しい笑みを浮かべた。

「ところで、私に興味があったから姉の取引に応じたんですか？」

　刹那さんには恥ずかしいところをいっぱい見られているのに、彼に興味を持たれるなんて信じられない。普通の人なら呆れているだろうに。

「ああ。見た目は可愛いのに、面白い行動をするところが気に入っていたんだ。そばに置いてしばらく見てみるのもいいかと思った。だが、薫子はこの取引に条件をつけてきた。俺と桜子が一緒にいる期間は一ヶ月。その間に桜子が俺のことを好きにならなければ、契約を終了しろと」

　そこでいったん言葉を切ってから、刹那さんはかすかに口元を緩めた。

「俺の祖父さんには式の直前に事情を話したと言ったが、実は花嫁が変わったことは、祖父さんと俺の両親にはそれより前に伝えてあった。信憑性を持たせるために、高校の時のお前とのエピソードを話したら、みんなこの結婚をすごく喜んでくれたよ。『桜子さんを幸せにしてやりなさい』って言ってな」

「……ああ、それでみんな、あんなに私を歓迎してくれたんですね」

　ずっと感じていた違和感の謎が、ようやく解けた。

　そして式の当日に、お姉ちゃんは逃げ出したわけだ。すべてはふたりの計画通り。

　刹那さんのお祖父さんの手術も無事に終わって、お祖父さんは元気になったし。

「……結局、お姉ちゃんは私をどうしたかったんですか？」

　お姉ちゃんが一ヶ月という期限を設けた理由がまだわからない。

「本ばっかり読んでいる妹に、恋愛をさせたかったそうだ。あんな性格だが、それなりに桜子のことは心配しているらしい」

「心配ですか？」

　こんなに人を振り回しておいて？

　しかめっ面にならずにはいられない。

「ラスベガスに行ったのも、今日薫子に会ったのも、桜子の様子を報告するためだ。まあ、金もしっかり無心されたが」

　お姉ちゃん……結局、お金のために私を差し出したんじゃない？

　考えると、ムッとしてしまう。

「薫子の話はもういいだろう。本題に入ろうか」

　刹那さんはスーツのポケットから指輪を取り出すと、急に真剣な表情で私を見つめてきた。

　彼が取り出した指輪は、私がテーブルに叩きつけたあの結婚指輪だ。

「今度こそ、本当に俺と結婚してくれないか？」

　一瞬、何を言われているのかわからなかった。

　キョトンとした顔で刹那さんを見つめ返し、何度も彼の言葉を頭の中で繰り返すと、ようやくプロポーズされているんだってわかった。

「う……そ」

　身体がガクガクと震える。

　ずっと刹那さんと一緒にいたい。そばにいたいって願っていた。これは私の妄想？　それとも夢？

　彼が私を望んでくれることがまだ実感できなくて、おどおどしながらもう一度確認する。

　だってよくよく考えてみると、お祖父さんが元気になった今、刹那さんは私と本当に結婚する必要はないのだ。

「……私で本当にいいんですか？　私……妄想すごいし、ドジしてまた迷惑かけちゃうかもしれませんよ」

　私の問いに、刹那さんはゆっくり微笑みながら頷く。

「そういうところ、全部含めて桜子がいいんだ」

　刹那さんの愛情溢れる温かい言葉に、感激のあまり胸がいっぱいになる。

「……私も刹那さんがいい」

　左手で刹那さんのスーツの袖をギュッとつかむと、彼はその手をつかんで手に持っていた指輪をはめた。

「ＮＯＮ　ＲＥＦＵＮＤＡＢＬＥ……返品は受けつけないからな。覚悟しろよ」

　刹那さんが、私の目を見て微笑する。

「刹那さんこそ。あとでやっぱりやめたって言っても、私、離れませんよ」

　ギュッと刹那さんに抱きつくと、彼は私の背中に優しく腕を回す。

　どれくらい抱き合っていたのだろう？

　いつの間にか、黄色い光がいくつか空中を舞っていた。

「あっ、蛍……」

　私が呟くと、刹那さんは身体を少し離し、私の顎をつかんでフッと微笑する。

「蛍が俺たちの結婚の証人だ」

　まるで蛍が刹那さんの言葉に返事をするかのように、私たちの周りを飛び交う。

　幻想的な光景の中、刹那さんは私に顔を近づけ、そっとキスをした。

　温かいその唇に、刹那さんのもとに帰ってきたんだと実感する。

「愛してる、桜子」

　刹那さんが私の耳元で囁く。

　その口調があまりに優しくて目頭が熱くなった。

「……私も」

　涙が込み上げてきてうまく言葉にできなかったが、刹那さんは私の言葉に満面の笑みを浮かべる。

　やがて蛍の光が見えなくなると、私たちは客室へ向かった。

　今日宿泊する部屋はもともと予約してあったのか、前回よりも広いロイヤルスイートで、部屋のテーブルの上には婚姻届とペンと革の装丁の本が三冊置いてあった。

　テーブルに近づいてよくよくペンを見てみると、それは私が高校時代にプレゼントした物。

「まだ持っててくれたんだ」

　すごく嬉しくてジーンと胸が熱くなる。

　それに……この本……。

「オースティンの『高慢と偏見』の初版～！」

　叫ぶと同時に、目がキラキラと輝く。

　これって、久世さんが前に見せてくれた、オークションのカタログに載ってたやつじゃない？

　本に頬ずりしたいのをグッとこらえる。

「それは、桜子のだ。『高慢と偏見』、好きだろ？」

「でも……すごく高かったんじゃあ？」

　オークションの商品だよ。しかも、競せり落とすってかなりの金額のはず……。

「婚約指輪の代わりだ。それに、薫子の借金と比べたら格安だ。だから、金額は気にするな」

　少し謎めいた刹那さんの微笑。

　金額は聞かないほうがいいだろう。知ってしまったら本に触れられなくなりそうだ。

「ありがとうございます。私のために刹那さん、いろいろ用意してくれたんですね。でも……私は何も用意してなくて……」

　私の大好きな本も、この素敵な部屋も……。

　刹那さんがこんなに私のことを想ってくれていてすごく嬉しいけど、私は刹那さんを信じなくて暴走しちゃって、ちょっと申し訳なく思ってしまう。

「それなら、またあのとろろ芋食べさせてくれればいい」

「そんなのお安い御用です！」

　刹那さんの言葉に、私は笑顔で頷いた。

「じゃあ、明日、早速！」

「それは楽しみだな」

　刹那さんのとろけるような笑顔に、私も自然と笑顔になる。

　それから、私は刹那さんが用意した婚姻届に署名をした。署名をしたのは二度目だというのに、本当に結婚するからか今回のほうがすごく緊張する。

　それに、この用紙には証人欄に互いの父親の署名・捺印がすでにしてあって、書き損じてはいけないと思うと余計に緊張してくる。

　指先が震えて、ペンがなかなか前に進まない。なんとか書き終わると、刹那さんがよしよしと頭を撫でた。

「明日、区役所に提出したら書類に不備がない限り、鷹司桜子だからな」

　鷹司桜子……。改めて言われると、ずっしりと重みを感じる。だって、あの鷹司刹那の嫁になるんだもん。

「……刹那さん、どうしよう～。　緊張してきました～」

「そのうち新しい姓にも慣れるさ。邪魔者も障害もなくなったし、今夜こそ本当に桜子を食べようか？」

　刹那さんの目が妖しく光り、彼にギュッと抱きしめられる。

　あれれ……。ついさっきまで感動の流れだったのに……。急に空気が変化した。身の危険を感じる。さすがの私も学習した。

「刹那さん！　ダメです～！　そういうことは結婚してからですよ！」

　私に近づく刹那さんの胸に手を当てて必死に抵抗するが、刹那さんは余裕顔。

「言うと思った。今日は許してやるが、明日は保証しない」

　刹那さんは、勝ち誇ったような笑みを浮かべた。

「そんなぁ～」

　刹那さんの意地悪！

　ガクッとうなだれると、なんだかどっと疲れが出た。今日はいろんなことがあったし、もう限界……。

「刹那さん……もうダメ。眠い……」

　私は刹那さんの腕の中に倒れ込む。

　翌朝目覚めると、刹那さんが枕に片肘をつきながらじっと私を見ていた。

　私と目が合うと、「おはよう」と囁いて甘く口づける。

　愛しの王子様のキスに、私ははにかみながら微笑んだ。




　身代わり婚から一年後。私と刹那さんは、イギリスのとある町の小さな教会にいた。

　今、刹那さんと私はハネムーン中。籍はすでに入れていたけど、今日が私たちの本当の結婚式。参列者は誰もいない。

　お姉ちゃんからは、気前よくフランスの有名ブランドのウェディングドレスと靴をプレゼントされた。今度はオーダーメイドで作ってもらったから、サイズはピッタリ。

　お姉ちゃんの代理で花嫁をやった時は、バレちゃいけないって変なプレッシャーがあったけど、今日はふたりだけの式だし、神の前で今度こそ本当の愛を誓うって喜びもあって、緊張はしつつも幸せでいっぱいだ。

　花嫁の控え室で、自分のウェディングドレス姿を鏡で見ていると、ダークグレーのタキシードを着た刹那さんが、ドアを開けて部屋に入ってきた。そして、鏡越しに「綺麗だ」って笑顔で褒めてくれた。

　刹那さんはお世辞は言わない。だから、すごく嬉しくて彼の前で思わずガッツポーズしたら爆笑された。

「もう、刹那さん、笑わないでくださいよ！」

「悪い、悪い」

　刹那さんの肩がまだピクピク震えている。今日も刹那さんはメガネをかけていない。

　入籍してから、彼はプライベートではメガネをかけなくなった。私もそのほうが嬉しい。彼の表情がよくわかるし、直接美形の顔が見られるから。刹那さんがあの優しい目で私を見つめるたび、愛されてるって実感する。

「あなたは健やかなる時も病める時も……命ある限り愛し、支え合うことを誓いますか？」

　神父の声が、教会内に響く。

　問われなくても、私の答えは決まっている。

　私がチラッと刹那さんを横目で見ると、彼は優しく微笑んだ。私も弾けるような笑顔を彼に返すと、神父に向かって勢いよく返事をした。

「はい、誓います！」
















番外編










変わらない彼女［刹那ＳＩＤＥ］




「取引をしましょうよ、鷹司」

　この女は、俺の執務デスクの前にある応接セットのソファにストンと腰を下ろすと、足を組んで開口一番にそう言った。

　この女……俺の婚約者、梅園薫子。俺の同級生で、彼女とは幼稚園から高校までずっとクラスが一緒だった。頭の回転が速く、容姿も整っていて、それに比例するかのようにワガママで尊大。俺たちの世代で、薫子は女王様のような存在だった。

　彼女はうちの赤坂のホテルで行った梅園家との顔合わせのあと、同じホテルの中にある俺のオフィスに突然ひとりでやってきた。

　好き好んで薫子と婚約したわけじゃない。彼女が梅園家の人間でなければ、絶対に婚約しなかった。祖父さんに手術を受けさせるための結婚。祖父さんが元気になれば彼女とは別れる。その代わり、梅園家に融資をし、薫子の借金の肩代わりをする。安くはないが、祖父さんの命が助かるなら悪い契約ではない。

　梅園のご両親は薫子の借金のことも、俺たちが離婚前提で結婚することも知らない。遊んでばかりの薫子が早く結婚して安心させてくれるならと、俺との結婚を快諾。

　今日の梅園家との顔合わせは、仕事の都合で三十分ほどで切り上げたが、薫子の妹を紹介されて高校時代のことを思い出した。




　あれは高校三年の春。学食でお昼を食べたあと、生徒会室に向かおうとして渡り廊下を歩いていると、桜の木の下で女の子が倒れていた。

　慌てて一旦校舎の外に出て彼女に近づくと、桜の妖精かと思うくらい色白でかわいい顔で驚いた。

　見慣れない顔……新入生だろうか？

　そのまましばらく眺めていたい衝動にかられたが、本来の目的をはたと思い出す。屈んで『おい、大丈夫か？』と声をかけながら、彼女の頬をペチペチと叩いた。

　桜の花びらがヒラヒラと舞って、彼女の顔に落ちる。落ちた花びらを取ってやると、彼女にガシッとその手をつかまれた。

『綿菓子いただきます～！』

　うつろな目で呟いて、彼女はガブッと俺の指ごと桜の花びらを食べようとする。

『あっ』

　パクッと指を噛まれ、思わず声が出る。一瞬の出来事に俺は固まった。

　……倒れていたのではなくて、ただ寝てたのか。

　じっと彼女の様子を窺っていると、彼女は何かおかしいと気づいたのか、目をしばたたいて俺の指を見る。それから、今度は俺の顔を凝視し、『ギャアー』と叫んで一メートルほど飛びのいた。

　衝撃的だった。彼女の反応が面白くて、思わず声をあげて笑ってしまった。

『大丈夫だ。取って食いはしない』

　優しく言って、ゆっくり立ち上がる。

　食われたのは、むしろ俺のほう。

　彼女は申し訳なさそうな顔をしながら、俺にペコペコ頭を下げた。

『ごめんなさい。指……噛んじゃいましたよね？』

　心配そうに俺の指をじっと見る。

『血は出てないし。痛みもあまりない。気にするな。だが、ここで寝るのは感心しないな。男子に襲われても文句は言えない』

『はあ……』

　気の抜けた返事。俺の言ったことを、いまいち理解していないのだろう。こんなかわいい顔をしているのに、無防備すぎるのも問題だ。

　無自覚……そんな言葉が頭に浮かぶ。

『本当にすみませんでした！』

　彼女はもう一度ペコリと頭を下げると、俺の前から逃げるように姿を消した。

　それが、彼女との初めての出会いだった。今思えば、運命的かもしれない。

　おそらく、彼女は寝ぼけていたし、その日のことは覚えていないだろう。

　彼女があの梅園薫子の妹と知ったのは、翌日のこと。

　秋人と一緒に廊下を歩いていると、桜子とすれ違い、秋人が呟いた。

『今すれ違ったの、梅園薫子の妹だってさ。かわいいな』

　秋人が柔らかな笑みを浮かべながら、桜子にチラリと目を向ける。

『確かに、顔はかわいいな』

　フッと笑みを浮かべて秋人の言葉に同意するが、性格はひと癖ありそうだと心の中で思った。

　しかし……あれが噂の梅園の妹とはな。姉とは似ても似つかない。

『〝顔は〟って何かあるのか？』

　俺のセリフが気になったのか、秋人が怪け訝げんな顔をする。

『いや、なんでもない』

　小さく首を振るが、昨日のことを思い出して自然と口元が綻んだ。

　秋人に昨日の出来事を説明したところで、信じないだろう。

　それから俺は、旧校舎の図書室で寝ている桜子を、頻繁に目撃することになる。

『桜の木の下で寝るなとは言ったが、今度は図書室か？』

　本を広げたまま突っ伏して寝ている桜子を見て、唖然とする。

『春になったとはいえ、夕方になるとまだ冷え込むのに……。こんなところで寝てたら風邪をひくだろう』

　幸せそうで無防備な寝顔。だが、無防備すぎるのも困りものだ。

　思わずその顔に触れてしまいそうになる。

　それは、ほかの男子も例外ではないようで、彼女に近づいて悪さをしそうなヤツらがいて、何度か彼女に声をかけたこともあった。

『梅園』と言うと姉の薫子と被るので、あえて下の名前で呼んだ。

『桜子……桜子』

　しかし、彼女はすっかり夢の中。

　オースティンの『高慢と偏見』の本を広げ、『ダーシー』と至福の笑みを浮かべながら呟く。

　ダーシー？　ああ、本のヒーローの名前か。おめでたい性格。こんな人ひと気けのないところで寝て、危ないと思わないのだろうか？

　新館と違い、旧館の図書室はあまり人気がない。今年の夏には旧館は取り壊しになることが決まっていて、不良のたまり場になっていた。タバコを吸う者もいれば窓ガラスを割る者もいて、昼休みと放課後に生徒会役員の俺たちが見回っている。

　図書室の受付カウンターには一応先生もいるが、いつも桜子がいるのは、受付カウンターから死角になっている本棚に囲まれた窓際の席で、彼女のことが気になった。

　カウンターにいる先生にひと言言って注意を促し、俺の学ランを彼女にかけてほかの男を牽制したことも度々ある。

　胸ポケットについているバッジを見れば、彼女に手を出すバカなヤツはまずいない。生徒会役員しかつけられないバッジ。しかも、桜子は気づいていないようだったが会長だけは金色で、ほかの役員とは色が違う。これを見れば、大抵のヤツらは彼女は俺の女と思うだろう。

　無防備な彼女が、危なっかしくて見てられなかった。桜子を見ていると庇護欲をそそられる。女に対して、あんなに関心を持ったのは初めてだった。

　懐かしい思い出。

　ホテルの庭園が望める個室で行われた顔合わせで彼女と再会するまで、桜子のことはすっかり忘れていた。淡い水色のワンピースを着て京懐石に舌した鼓つづみを打つ様は……制服姿ではなかったが高校時代のあの時のまま。

　かわいい顔をしているのに、行動がリスやハムスターのような小動物そのものだ。口いっぱいに食べ物をとても美味しそうに頬張る姿に、思わず感心した。

　やっぱり……変わっていない。思わず頬が緩んだ。

　見ていて飽きないし、面白い。そばに置いて餌付けしたい。そんな衝動にかられそうになった。婚約するなら、桜子のほうにしておけばよかったかもしれない。そしたら、少しは楽しめたのに……。

　そう思わずにはいられなかった。




「取引って？」

　執務デスクの上で腕を組むと、俺は無表情でソファに座っている薫子に先を促す。

「私、妊娠したの」

　薫子は全く悪びれる様子もなく、俺に告げた。

「俺は妊娠させた覚えはないが」

　俺が冷ややかな目で薫子を見ると、彼女はギョッとした顔になった。

「気持ち悪いこと言わないで！　そんなことわかってるわよ。妊娠したから鷹司とは結婚できないわ。その代わり、桜子をあんたにあげるわよ。そのほうが嬉しいでしょう？」

　薫子の真っ赤な唇が弧を描く。

　女ギツネめ。

　俺は心の中で薫子を罵ると、目を細めて彼女を見据えた。

　ほんと図々しい女。

　薫子はとても頭がよくて鋭い。顔合わせの時に、俺が桜子を見ていたことに気づいたのだろう。だから俺に新しい契約を持ちかけてきた。自分の契約違反は棚に上げて。

　だが、彼女の提案は、俺にとっては好都合だった。

「まあ、お前と結婚するより遥かにいいな」

　俺はもったいぶった言い方をすると、ニヤリとする。

「相変わらず嫌味な男ね。ただし、条件があるの。一ヶ月以内に桜子があんたに惚れなければ、桜子を手放すこと。一ヶ月もあれば、あんたのお祖父さんの手術も終わるでしょう？」

「意外と妹思いなんだな」

　俺は薫子をバカにするように、鼻で笑った。

「『意外』は余計よ。一ヶ月で桜子を落としてみなさいよ。できなければ縁がなかったと諦めるのね。私はね、あの子にも恋愛をしてもらいたいのよ」

　結局のところ、自分のためだろう。

　俺は心の中でそうツッコむ。

「お前の建前はわかった。それで、何が欲しいんだ」

　お前の目的はわかっている。もっと金が欲しくてここに来たんだろ？

　俺は蔑さげすむような目で薫子を見た。

「話が早くて助かるわ。当座の生活費プラス旅行費。あと、今後の生活のためにマンションも用意して。桜子にも私の両親にも、妊娠のことと花嫁が代わることは秘密にしてよ。お説教はされたくないから」

　強欲でワガママな女。彼女を妊娠させた男に同情する。

「ずいぶんとお前に都合のいい条件だな」

　図々しいにもほどがある。

「あら、私は桜子があなたのものになるよう手助けしてあげるのよ。それだけでは足りないかしら？　そんなことないわよね？」

　俺の冷ややかな眼光にも怯まず、薫子が妖艶に微笑む。

「お腹の子の父親と豪遊か？　捨てられないよう気をつけるんだな」

「あら、心配してくれるの？」

　薫子はわざとらしく目を見開き、意外そうな顔をする。

「いや、単に俺が重荷を背負いたくないだけだ」

　俺が冷淡に言うと、薫子はムッとした顔になった。

「ほんと、冷たい男ね」

　薫子は吐き捨てるように呟く。

「お前に言われたくはない」

「私は本当に桜子のこと、気にかけてるのよ。本よりももっと素敵な世界があるのに、あの子は現実を見ようとしないんだもの」

　綺麗にマニキュアを塗った手をヒラヒラさせながら、薫子がぼやいた。

「反面教師が目の前にいるからな。本に逃げる気持ちもわかる」

　俺がクスッと笑うと、薫子は憤慨した。

「あんた、私に喧嘩売ってる？　この話、乗るの？　乗らないの？」

　薫子は立ち上がって執務デスクまで歩くと、デスクを両手でバンと叩き、目くじらを立てて俺に詰め寄る。

「わかった。お前の条件で手を打とう」

　怒る薫子を面白そうに眺めながら、俺は軽く頷いた。

「式の当日、私は海外に逃げるから、あとはよろしく。せいぜい、あの子をかわいがってやって」

　薫子は後ろ手を振ると、俺のオフィスを出ていった。




　そして式の当日、計画通り薫子は逃亡。

　妹の桜子が仕方なく身代わりを引き受けた。

　最初は俺に反抗していた桜子だったが、日が経つにつれ、次第に俺の存在を受け入れるようになった。彼女との生活は俺にとっては新鮮だった。毎日のようにハラハラさせられ、『退屈』という文字はない。

　右京に言わせると、桜子と一緒にいるようになってから、俺はかなり機嫌がいいらしい。結婚式を挙げた当初は彼女に逃げられないようにあえて厳しく接していたが、一緒にいるとその態度を貫くことができなくなった。

「刹那兄は桜子ちゃんがいなくなったら、腑抜けになるかもね」

　端はたから見てそう思うくらい、俺は桜子にハマッていたのだろう。好奇心から彼女と住むことに決めたが、手放せないとすぐに思った。

　秋人の存在は、はっきり言って邪魔だった。何も知らない桜子に薫子の情報を与え、その結果として不安になった桜子は不眠で倒れた。

「お前が不用意に、俺と薫子がラスベガスで会っていたことを桜子に話したから、彼女が倒れた。今後、俺たちのことには一切首を突っ込むな」

　俺が電話で秋人に警告しても、あいつは自分が正しいと信じて疑わなかった。

『それは、刹那が桜子ちゃんに何も説明しないからだよ。責任転てん嫁かしないでくれるかな？』

　何も知らないくせに……。

　そう言い返したいのをグッとこらえた。

　秋人にしてみれば、俺が薫子と結託して、桜子をいいように操っているように見えるのだろう。言い返すだけ時間の無駄だ。

　俺はイラ立ちながら、ブチッと電話を切った。

　だが、会話を途中で終わらせたのが相当気に食わなかったのか、秋人は桜子との契約の期日にまた邪魔をしてきた。

　ホテルのラウンジで薫子に会っている時に、桜子と一緒に現れ、俺を睨む。

　少し驚いたが、秋人が桜子のことを好きなのはわかっていたから、予想できない展開ではなかった。

「勝手すぎるよ！　お姉ちゃんはいつだってそう。自分さえよければ人が傷ついてもどうでもよくて。少しは私の気持ちを考えてよ！　私はお姉ちゃんのオモチャじゃないんだよ。もう私を巻き込まないで！」

　俺と薫子のことを誤解した桜子は、一気にまくし立てると、持っていた結婚指輪をバンとテーブルに叩きつけた。

「お幸せに！」

　そう言い残して、桜子は目に涙をためながらラウンジを走り去る。

　秋人は俺に挑戦的な笑みを浮かべると、彼女のあとを追った。俺も桜子を追おうと、慌てて椅子から腰を上げると、薫子がフッと楽しげに笑った。

「鷹司でもポーカーフェイスを崩す時があるのね。久世も桜子のことが好きなようだし、ずいぶんと面白い展開になってて笑えるわ。それで、鷹司はどうする気？」

　人をからかうような口調で言って薫子は俺を見据えるが、その目には俺を茶化すような光は宿っていなかった。

　薫子なりに妹のことが心配なんだな。

「お前を義ね姉えさんと呼ぶのは気が引けるが、あれを手放せないからな」

　俺は、静かな声で薫子に自分の本心を告げた。

「私だって、こんなふてぶてしい義弟おとうと嫌よ。でも、桜子があんたを好きなら認めてあげるわ。さっさと追いかけたら？」

　上から目線の言い方。

　だが、薫子は今までに見せたことのない優しい目をして、微笑んだ。

「言われなくてもそうする」

　俺が指輪をつかんで桜子を追おうとすると、薫子が「お幸せに」と呟くのが聞こえた。悪女と呼びたくなる女だが、妊娠して少しは改心したのかもしれない。

　ラウンジを出ると、エレベーターの前に桜子と秋人がいた。

「ごめんなさい！」

　桜子がそう叫んで秋人の腕の中から逃れると、俺は慌てて彼女に駆け寄った。

「秋人、そこまでだ。部外者が口を挟むな」

「……まったく、僕の無様な姿を見て笑いに来たのか？　桜子ちゃん、いいことを教えてあげるよ。高校の時、君に学ランをかけてあげたのは僕じゃない」

　久世が悲痛な面持ちで桜子に告げる。

「……久世さんじゃない？」

「横にいる男に聞いてごらん。嘘をついててごめんね」

　秋人は悲しそうに笑うと、またラウンジのほうへ戻っていった。

　ふたりの会話の内容から察すると、秋人は高校の頃に桜子に学ランを貸したのは、自分だと名乗っていたらしい。

　だが、今はそんなことにかまっている場合じゃない。

「桜子、全部説明するから、落ち着いて話を聞け！」

　俺は桜子の手を強くつかんで展望デッキに連れていこうとしたが、彼女は俺の手を振り払った。正直言って、彼女にそこまでの力があるとは思っていなくて油断した。

「お願いですから、もうひとりにしてください！」

　桜子はそう叫んでエレベーターに飛び乗ると、俺の制止を無視して扉を閉めた。

　ここで追ってもいいが、少し頭を冷やす時間を彼女に与える必要がある。今の状態の彼女に真実を告げても、聞く耳を持たないだろう。

　桜子との結婚を本物にするために、今日いろいろとサプライズも用意したが、それはあとでもいい。

　俺たちには時間がいっぱいある。それに、この一ヶ月、俺たちは互いを知って絆も強まったはずだ。桜子に誤解されたまま終わりになんて、絶対にさせない。

　もう天然で可愛い桜子を知ってしまった以上、彼女を手放したくなかった。

　それから、そのまま赤坂のオフィスにこもったが、仕事をしていても落ち着かない。

　スマホが鳴るたびに桜子からかと思って画面を見るが、どれも仕事の電話で何度もため息が出た。

　時間を与えて待とうと自分で決めたものの、夜の十時を過ぎると、いても立ってもいられなくて、桜子のスマホに電話をかけた。

　プルル、プルル……とコールが五回鳴ってようやく相手が遠慮がちに電話に出たが、それは桜子ではなく……。

「……鷹司先輩ですよね？　私、桜子の親友で小沢奈々子といいます。今、桜子と一緒に赤坂のホテルＴＡＫＡＴＵＫＡＳＡの近くのバーで飲んでるんですが、この酔っ払いを回収してくれませんか？」

　桜子の親友が電話に出て驚いたが、桜子の所在がわかってとりあえずホッとした。

「迷惑をかけてすまない。すぐに迎えに行くから、場所を教えてくれないか？」

　安堵しながら小沢さんに場所を聞くと、すぐにスマホで場所を確認する。

　この場所なら走っていったほうが早いな。

　オフィスを飛び出すと、俺は走ってバーに向かった。

　ドアを開けてバーの中に入ると、乱れた息を整えながら桜子の姿を探す。

　すると、左手のカウンター席にいる、ボブカットの綺麗な女性と目が合った。彼女の隣には桜子がいる。

　ボブカットの女性は桜子に何か告げると、こちらにやってきた。

「鷹司先輩、電話でお話しした小沢です」

　小沢さんは俺に向かって、にこやかに挨拶する。その顔はなんとなく見覚えがあった。俺のことを先輩と呼んでいるし、桜子の親友ということは、俺と同じ学校だったのかもしれない。

「君が電話に出てくれて助かったよ。世話になったね。ありがとう」

　心から礼を言うと、小沢さんはクスッと笑った。

「鷹司先輩でもそんな焦った顔をするんですね。桜子、いい感じで酔っ払ってるので、彼女の面白い告白が聞けるかもしれませんよ。私の親友を、もう泣かさないでくださいね」

「ああ」

　やんわりと俺に釘を刺す小沢さん。

　その目を見て約束すると、タクシーを呼んで彼女を帰らせた。そして、カウンターテーブルに突っ伏している桜子のもとへ行く。

　桜子は俺を小沢さんと思ったのか、普段口にすることはなかった俺への気持ちまで吐露していた。

「刹那しゃんがしゅき」とろれつが回ってない口で桜子は言う。呆れるような発言もあったし、彼女が服を脱ごうとして慌てて止めた場面もあったが、酔いつぶれた桜子の姿を見てなんとも言えない気持ちになった。

　桜子に病室でキスした時、彼女が俺のことを好きなのに気づいてはいたが……なぜだろう？　今、無性に彼女を抱きしめたい。

　全力で守ってやりたいと思う。そして、もう逃がすものかって思う。秋人にも誰にも渡さない。

　彼女は、俺のものだ。

　桜子の酔いをさますために、バーを出て彼女をホテルに連れ戻すと、前にふたりで一緒に蛍を見た庭園を散策する。そこで今回の身代わり婚の顛てん末まつを説明して聞かせると、桜子にプロポーズした。

　俺たちを祝福するかのように蛍が舞う。

　この日見た蛍を、俺たちは一生忘れないだろう。蛍の光の中で愛を誓い、彼女の指に再び指輪をはめた。

　冗談半分に【ＮＯＮ　ＲＥＦＵＮＤＡＢＬＥ．】という文字を刻んで作ったこの指輪だが、今では結構気に入っている。

　俺たちの結婚を後押ししてくれた蛍を見るのは、毎年の恒例行事となりそうだ。家族が増えてもずっと――。




　そして月日が流れ、イギリスでの結婚式から、一ヶ月半ほど経ったある日のこと。

　家に帰宅すると、桜子がリビングのソファでテレビを見ながら、栄養ドリンクの蓋ふたを開けようとしていた。

「栄養ドリンクなんて、なんで飲むんだ？」

　俺は桜子に声をかけて、彼女の手を止めさせる。

「ここ最近気だるくて、食欲も落ちてきちゃって。栄養ドリンクを飲んだら元気になるかと思ったんですけど、イギリスに行った疲れが今頃出てきたんでしょうか？」

　桜子が少し元気のない様子で、ハーッとため息をつく。

「一ヶ月以上経って、疲れは出ないだろ」

　俺はじっと桜子の顔色を見ながら、彼女の言葉を否定した。

　確かに最近、桜子の食事の量が減った気がするが、疲れというよりこれは……。

「栄養ドリンクを飲んでも、よくはならないんじゃないか？　多分、これはただの食欲不振とかじゃなくて――」

　思い当たることがあって桜子に説明しようとするが、彼女は俺の言葉を途中で遮って、とんでもない答えを出そうとする。

「じゃあ、私……癌とか重い病気なんでしょうか？」

　桜子は持っていた栄養ドリンクをぽとっと絨毯の上に落とすと、おろおろしながら涙目で俺を見た。

　……どうしてそうなる。

「こら、早合点するな。癌なんかじゃない。ひょっとして妊娠したんじゃないか？」

　ため息が出そうになるのをこらえ、桜子の間違った思い込みをすぐに正すと、絨毯の上に落ちた栄養ドリンクを拾い上げた。

「妊娠……？」

　桜子はまるでその言葉が異国の言葉か何かのように、ポカンとした顔で首を傾げる。

「生理、ちゃんと来てるのか？」

　俺が突っ込んだ質問をすると、桜子は赤面した。

「もう、刹那さん！　そんな恥ずかしいこと聞かないでくださいよ」

　顔を真っ赤にして怒るが、桜子は何か考え込むような表情をしながら、壁にかかったカレンダーを見つめる。

　ブツブツ呟き、指を折りながら何やらカウントしているようだが、俺にはそのカウント法の意味がわからない。

　彼女は何度も指折り数えると、「あっ……」と声を出してカレンダーを凝視した。

　ほんと、わかりやすい性格。

「まだ来てないんだな？」

　確信しながら聞くと、桜子は小さく頷いた。

「でも……イギリスに行ったし……遅れてるだけかも」

　ようやく自分にも、妊娠の可能性があると認めたらしい。桜子の声のトーンが落ちている。

「ここで疲れの原因を考えても意味がない。ちょっと出かけてくる」

　スマホを持って玄関に行こうとすると、桜子に呼び止められた。

「え？　刹那さん、どこに？」

「近くの薬局。桜子は休んでいればいい。身体が冷えるならタオルケットを持ってこようか？」

　初めてのことに不安そうな桜子に、優しく声をかける。

「大丈夫です。行ってらっしゃい」

　桜子は力なく笑う。

　そんな彼女の頭を撫でると、家を出て薬局に妊娠検査薬を買いに出かけ、二十分ほどで帰宅した。

「これではっきりする」

　桜子に検査薬を手渡すと、彼女はそれをまじまじと見つめた。

「これが噂の妊娠検査薬なんですね。まさか自分が使うことになるとは……」

　妊娠がやっと自分に身近なことだと認識したのか、桜子は箱を開け、少し緊張した面持ちで中の説明書を読む。

「籍を入れてから一年経ってるし、いつ子供ができてもおかしくはない。そう不安になるな。俺がいるから大丈夫だ。それにお前の姉だって、今では立派なママだろ？」

　穏やかな声でそう諭さとすと、桜子は安心したのか笑顔を見せた。

「そうですよね。私には刹那さんがついてるし、誰にだって初めてはありますよね？　私、トイレに行って確認してきます」

　桜子は箱の中からスティックを一本取り出すと、意を決してトイレに向かう。

　心配しながら彼女の後ろ姿を見送ると、リビングのソファに座って彼女が戻るのをじっと待った。

　十分ほど経っただろうか？

「刹那さん、大変です～。赤い線が出ました～！」

　桜子が検査薬のスティックを片手に、大騒ぎしながらリビングに戻ってくる。

「落ち着け、桜子」

　優しく声をかけると、俺は桜子が持っているスティックの表示を確認した。検査薬の箱の説明文からすると、やっぱり彼女は妊娠しているらしい。

「明日、病院に行こう。俺もスケジュールを調整して、一緒に行く」

　桜子の腰を引き寄せ、自分の膝の上に乗せると、俺は安心させるように彼女に微笑んだ。

　明日は朝から打ち合わせが入っているが、午後にずらせば問題はない。

「まだ信じられません。私が妊娠なんて……」

　自分の平らなお腹を見て、桜子は戸惑うようにポツリと呟く。

「医者に診てもらわないと、まだ妊娠してるって断定はできないが、できてたら嬉しいな」

　桜子のお腹にそっと手を当て、俺の気持ちをはっきり伝えると、彼女の顔はまるで花が開くようにパアーッと明るくなった。

「刹那さん……」

「桜子の子供なら、かわいいだろうな」

　クスッと笑いながら、桜子の子供を想像してみる。

　かわいい顔で、無邪気で……。

　まだ病院で診てもらったわけじゃないが、いろいろと妄想してしまう。俺も桜子のことを言えないな。

　桜子も妄想スイッチが入ったのか、顔がニマニマしてきた。

「刹那さんの子供なら頭もよくて、きっと美形ですよ」

「なんだそれ？」

　楽しそうに笑う桜子を見ていると、自然と笑みがこぼれる。

「お母さん、ダメだよ。僕がやってあげるから……なんてね。うふふ」

　どんなシチュエーションで妄想しているのか知らないが、桜子はかなり嬉しそうだ。

「性別も男の子で決定なのか？」

「だって、刹那さんの子供の頃を見ているみたいで、楽しいと思いません？」

　俺の子供の頃ねえ。あまりかわいい子供とは言えなかったと思うが……。だが、楽しんでいるのに、ツッコむのはよくないか。

「このお腹の中にいるといいな」

　桜子のお腹を優しく撫でると、彼女は頬を赤く染めながら恥ずかしそうに頷いた。

「はい」

　男の子でも女の子でも無事に生まれてくれれば、それでいい。コウノトリが俺たちのもとへ現れますように……。

　桜子の身体をそっと抱きしめながら、心の中で祈る。

　そして、こんなにも愛しい彼女と、あの桜の木の下で出会えたことを心から神に感謝した。










割り切った関係の行方［久世秋人ＳＩＤＥ］




　何年経っても決して勝てない相手がいる。同級生だったが、親友ではない。あいつはいつだって俺のライバルだった。

　鷹司刹那……。

　いつも涼しい顔であいつは俺の欲しいものを手にする。勉強でも、スポーツでも、あいつは常に俺の上を行っていた。

　そして、今回は……俺が密かにかわいがっていた女の子を、あっさりあいつに奪われた。

　悔しかったが、彼女が刹那を選んだのだから仕方がない。

　彼女は大学院の修士課程を修了してからも、何事もなかったかのように俺の店にバイトに来ている。二十五を過ぎているのに、無邪気なその笑顔。外見はかわいい美少女。だが、そんな彼女のお腹の中には赤ちゃんがいる。もちろん、刹那との子供だ。現在妊娠六ヶ月で、母子ともに経過は良好。

　ずっと家にこもっているのはよくないからと、あいつは『妊娠中でも働きたい』と主張する桜子ちゃんにバイトを許可した。

「あの余裕の顔がムカつく。ちょっとは不安に思えよ」

　ノートパソコンの画面を見ながら、ふとあいつの顔を思い出す。

　俺が桜子ちゃんとふたりきりでも、刹那は何も思わないのだろうか？

「久世さん？　誰がムカつくんですか？」

「……ああ。ごめんね、桜子ちゃん。なんでもないよ」

　知らずに心の声を口に出していたらしい。俺は咄嗟に桜子ちゃんに笑顔を作ってごまかした。

　なんでもなくはないけどね。君の選んだ男は、すごくしたたかなんだよ。

　俺をライバルとも思っていない刹那の態度に正直イラッとしたが、俺も妊婦に手を出すほど愚かな男ではない。今では父親のような気持ちで、桜子ちゃんに接している。それを刹那はわかっているのだ。ほんと、憎たらしい。

「ああ、やっぱりムカつく」

　部下からのメールを流し読みしながら、今度は桜子ちゃんに聞こえないような小声で呟く。

　彼女がバイトをしている間は、刹那も安心なのだろう。俺なら彼女に危険なことはさせないし、何かあった場合もすぐに対処できる。

　ポケットに入れておいたスマホのアラームが午後七時を知らせると、俺は桜子ちゃんに笑顔で声をかけた。

「桜子ちゃん、今日はもう上がっていいよ」

「わっ、本当だ！　もうこんな時間！」

　パソコンにディスクリプションの入力作業をしていた桜子ちゃんが、壁時計を見て慌てて手に持っていた本を閉じる。

　すると店のドアが開いて、いつものようにあいつが階段を上がってきた。

　時間に正確。完璧すぎてつくづく嫌なヤツ。

　そんな俺の心の声が聞こえたのか、刹那は俺を見てフッと笑った。

「今日は何かあったか？」

「いいや、いつも通りだよ。なんなら報告書でも書こうか？」

　俺が作り笑いをしながら皮肉を言うと、刹那は目を細めながら、片づけをしている桜子ちゃんをじっと見つめた。

「いや、いい」

　愛しげに見つめるその瞳。こいつは、桜子ちゃんに対してだけはかなり過保護になる。『重い物を持たせるな』とか、『カフェインをとらせるな』とか、『甘い物を食べさせるな』とか……。

　刹那はある意味、桜子ちゃんに内緒で俺に彼女の監視もさせているのだ。まあ桜子ちゃんがあの性格だから心配するのもわかるが、クールで冷血なこの男が、ここまで彼女を溺愛するとは思わなかった。

　今日は金曜だが、刹那は桜子ちゃんが妊娠してからは、都合がつけばこうして彼女を迎えに来る。家に帰ってからも相変わらず仕事をしているようだが、それでも仕事人間の刹那が働くスタイルを変えて、妻との時間を大事にしようとしている。愛する女ができると、人はここまで変わるのかって思う。

　刹那は高二まで、女に対してかなりドライなヤツだった。だが、こいつは……桜子ちゃんと出会ってから変わった。

　高三の時に、刹那が桜子ちゃんに学ランをかけていた話は生徒会の中では……いや、男子生徒の中では周知の事実。桜子ちゃんはなぜか俺だと勘違いしていたようだが、刹那もあえて彼女の誤解を解く気はなかったらしい。

　刹那は桜子ちゃんに学ランをかけるようになってから、表情が柔らかくなった。刹那が怖くてそれを冷やかすバカはいなかったが……。

　多分、刹那自身も気づいていなかっただろう。自分にとって、彼女がどれだけ特別な存在かということに……。

　薫子とどんな契約をしたのかは知らないが、桜子ちゃんが代理の花嫁になった時点で、刹那は彼女を手放す気はなかったんじゃないだろうか？

　ああ……もう、よそう。こんなラブラブカップルのことを、グダグダ考えても仕方がない。

「久世さん、お先に失礼します～」

　片づけを終えた桜子ちゃんが、笑顔で俺に声をかける。

「いい週末を」

　俺が桜子ちゃんに向かって手を振りながら微笑むと、彼女は刹那の腕に手を絡めて嬉しそうに刹那に話しかけながら、店をあとにした。

　幸せそうなふたり。

　誰もいなくなった店内で、俺はフッと笑う。

「あのふたりの子供は、どんな子なんだろう。願わくば、桜子ちゃんに似た子が生まれてきてほしいな」

　刹那そっくりの二世は見たくない。

　もうあのふたりを見ても、不思議と胸が痛むことはない。刹那にイラッとすることはあるが、それはいつものことだ。

　今は桜子ちゃんの赤ちゃんが、無事に生まれてくれることを心から願っている。彼女が幸せそうに笑っているのだから、それでいい。

　失恋から一年以上経って、俺も前へ進んでいる。

　ふたりが消えたドアを螺旋階段からじっと眺めていると、ドアが開いてボブカットの女性が現れた。

「桜子は？」

　手に有名ブランド店の紙袋をいくつか持った奈々子が、螺旋階段を上りながら俺に目を向ける。

「惜しかったね。今、刹那と帰ったよ」

「残念。桜子のお腹を触りたかったのに」

　階段を上り切ると、奈々子は少し落胆した様子で紙袋を床に置いた。

「まだ、そんなにお腹は目立ってないよ」

　俺がクスッと笑うと、奈々子は俺に近づき、俺の首に腕を絡めた。

「じゃあ、仕方ないから先輩で我慢してあげる」

　奈々子は妖艶に微笑んで、俺にチュッと軽くキスをする。

「我慢て……ひどい扱いだな。でも、それじゃあ、足りないんじゃない？」

　俺は苦笑いすると、彼女の顎をつかんで深く口づけた。

　そう、今俺は彼女とこうして会っている。




　あれは……桜子ちゃんにフラれてからまだ間もない頃、バーのカウンターで酒を飲んでいると、偶然奈々子に出くわした。

　男と一緒だったが別れ話がもつれたのか、男が彼女に声を荒らげて罵ば倒とうし始めたので、俺が慌てて割って入った。

『僕の女につきまとわないでくれるかな？』

『はあ？　誰だよ、お前！』

　冷ややかに男を睨みつけたが、男は俺に怯むことなく殴りかかってきたので、男の攻撃をかわして腕をひねり上げた。

『この腕、折られたくなかったらおとなしく帰ったほうがいい』

　鋭い眼光で男を睨みつけて脅すと、男はそそくさと逃げていった。

『大丈夫だった？　怪我はない？』

　にこやかに笑って奈々子に声をかけると、彼女は自嘲ぎみに笑って軽く頷いた。

『はい。助かりました。私って男運ないんですよね。あいつすぐに暴力振るうし』

『その手の男はやめておいたほうがいい。よかったら一緒に飲む？　何がいい？』

　俺が奈々子を気遣って声をかけると、彼女は俺の目をじっと見ながら言った。

『テキーラのストレートを』

　俺をどこか試すような彼女の視線。

　また強い酒を。……ヤケ酒か。

　奈々子の言葉に、唖然となる。

『……それはちょっと強すぎないかな？』

　お酒は少しは飲めそうだけど、酔いつぶれたら……どうするつもりなんだ？　襲ってくれと言ってるようなもんだろ？

　やんわりと注意すると、奈々子はクスッと声を出して笑った。

『酔いたい気分なんです。先輩だってそうなんじゃないですか？』

　奈々子が意味深な視線を投げかけてくる。

　ああ……そうか。彼女は俺が、桜子ちゃんを好きなことを知っているのか。

『ねえ、先輩。私が慰めてあげましょうか？』

　奈々子のネイルを施した綺麗な指が、そっと俺の腕に触れてくる。

『付き合おうって言ってるわけじゃないですよ。身体だけの割り切った関係。束縛はしませんよ』

　男にとってみれば甘い誘惑。彼女は自分の言葉の意味を、本当にわかっているのだろうか？

　確かめるように奈々子の表情を窺うが、彼女はまだ酔ってはいない。俺と目が合うと、奈々子は挑戦的な目で俺を見据えてきた。

『どうします？』

　普段の俺ならこんな誘い、優しく断っていただろう。だが、この時の俺はこの小悪魔の誘惑に勝てなかった。

　俺が断ったら、彼女はほかの危険な男を誘うかもしれない。彼女を守るため……そう自分に言い訳して覚悟を決める。

『後悔しても知らないよ』

　俺は奈々子の耳元で囁いて、彼女の手を取る。

『言ったでしょう？　割り切った関係って』

　奈々子の艶っぽい唇が、綺麗な弧を描く。

　酒を頼まず精算を済ませると、奈々子と一緒にバーを出てホテルで一夜を過ごした。

　言葉はいらなかった。身体が触れた瞬間、それが合図となって何かを忘れるように彼女をむさぼった。

　それが……奈々子との関係の始まり。それからは、彼女が俺の店にふらりとやってきて、夜、食事をしてそのまま朝まで一緒に過ごすようになった。

　だが、俺が朝目覚めると、いつも奈々子の姿はない。まるで一緒に過ごした時間がすべて幻だったかのように、彼女は消えている。

　その理由を彼女に聞くと、『だって、化粧してない顔を見られるの、嫌ですから』と笑って答えた。

　化粧をしていなくても、奈々子は充分綺麗だと思う。そんな嘘をついてまで朝になるといなくなってしまうのは、『割り切った関係』という彼女の言葉のせいだろうか？

　でも、そんな関係、虚しくないか？




「先輩？」

　奈々子に声をかけられ、ハッと我に返る。

「ああ……ごめん、ごめん。ちょっと考え事をしてた」

　俺はすぐに謝ったが、奈々子は少し膨れっ面になる。

　大人っぽい印象の彼女だが、たまにこういう表情を見せられるとかわいいと思ってしまう。

「この状況で考え事って、先輩のほうがひどくないですか？」

「ごめん。でも、考えてたのは奈々子のことだから」

　とりあえず奈々子にもう一度謝って機嫌を取りながらも、頭の中では彼女の言った『割り切った関係』を終わらせることを考えていた。

「私のこと？」

　俺の言葉に奈々子が意外そうな顔をするが、そんなに俺は彼女に関心がないと思われているのだろうか。まだ、俺が桜子ちゃんのことを引きずっていると思ってる？

「そう。もういい加減、その〝先輩〟っていうのやめない？　後輩に悪さしてる気分になるんだけどな」

「実際に悪さしてるんだから、いいじゃありませんか？」

　奈々子が面白そうに俺を茶化す。

「……まあ、そうだけど……」

　そろそろ曖あい昧まいな関係じゃなく本気で付き合いたいと言ったら、奈々子はどんな反応をするだろう？

『これで終わりね』と言って、俺の前から永遠に姿を消す？　それとも……俺の手を取って、ずっとそばにいてくれるだろうか？

　今はまだ彼女の答えがわからない。

「知り合って一年以上経つんだから、〝秋人〟って呼んでくれないかな？」

　奈々子の顔を見つめながら反応を窺うが、彼女の表情はいつもと変わらない。

「呼んだらご褒ほう美びに何をくれます？」

　いつもの小悪魔な目で、奈々子は俺を誘惑しようとする。

「熱いキスとか？」

　俺はからかうように言った。

「それだけじゃあ足りませんね、先輩」

　奈々子が俺の目をじっと見つめる。

　顔は笑っているが何かを探るような彼女の目を見て、俺はわざと話題を逸らした。

　今……ここで本音を口にすれば、彼女は逃げてしまうかもしれない。

「そう？　残念。お腹空いたし、何か美味しい物でも食べに行こうか？」

「ええ。早く何か食べさせてくれないと、先輩に噛みつきますよ」

「それは怖いね」

　クスリと笑うと、姫の要望に応えるために、普段より早く店を閉めた。自分の趣味でやっている店だから、こういう時わりと融通が利く。

　タクシーを呼んで、最近青あお山やまにオープンしたイタリアンの店に向かうと、ふたりでディナーを堪能した。店の雰囲気もよくて料理は美味しいし、会話もはずむ。

　俺が祖父の書斎に入って、内緒で大事な本を読み漁ったことや、イギリスにアンティークの本の買い付けに行ったことなど……奈々子は俺の話を聞いて楽しそうに相槌を打った。

　彼女は院の修士課程を終えたあと、博士課程に進んで勉強しているし、昔から様々なジャンルの本を読み漁っていて、桜子ちゃん同様、本への関心が高い。

「これは桜子ちゃんには内緒だよ。桜子ちゃんが持ってるオースティンの『高慢と偏見』の初版。俺も参加してたオークションで刹那が競り落としたんだけど、あいつは俺が提示した額の二倍で落としたんだ。ほんと、あいつには負けるよ」

「まんまと鷹司先輩にやられたわけですね。でも、久世先輩は本気で競り落とす気はなかったでしょう？　落とせたらいいって気持ちじゃ、何も手に入りませんよ」

　クスリと笑いながら、奈々子は咎めるような口調で言う。

　本気で……か。確かにそうだったかもしれない。昔、刹那にも似たようなこと言われたな。

「厳しいことを言うね」

　反論できずに苦笑いすると、奈々子は急に表情を変え、どこか寂しそうな目をして俺に尋ねた。

「それで……まだ未練があるんですか？」

　……未練。

　奈々子が聞いているのは、本のことではない。桜子ちゃんのことだ。

「いや」

　俺はカプチーノを口に運びながら、ためらわずに答える。

　桜子ちゃんのことは好きだったけど、奈々子ほどではない。

　最初は確かに身体だけの関係だったかもしれないが、奈々子と一緒の時間を過ごすうちに、俺は彼女にすっかり夢中になっていた。身体の触れ合いもいいが、彼女と一緒にいるだけで幸せな気分になる。

　今では奈々子のすべてを手に入れたい。彼女だけは誰にも譲れない。

「じゃあ、私も少しは先輩のお役に立てたんですね。そろそろ、潮時かな」

　奈々子は俺から視線を逸らすと、小さく笑った。

　……『潮時』？

　その言葉を聞いて、俺の身体が強張り、笑顔が消えた。

　冗談じゃない。俺はここで終わらせるつもりはない。

「ここを出ようか？」

　同意を求めるように聞いたが、返事をもらう前に俺はスッと席を立つと、奈々子の腕をつかんで椅子から立ち上がらせた。

「え？　先輩？　まだデザートが残ってますよ」

　奈々子が戸惑うように俺を見て、慌ててバッグをつかむ。

「そんなのいいよ」

　支払いを済ませて強引に奈々子の手を引いて店を出ると、ちょうど通りがかったタクシーに乗り込んだ。

「麻あざ布ぶまで」

「先輩？　麻布って……先輩の……」

　奈々子が驚くのも無理はない。彼女を自宅に連れていくのは、これが初めてなのだから。

　奈々子と会う時は、彼女の希望でいつもホテルだった。多分、俺に深入りするのを避けていたのだろう。

　でも、今日からは違う。俺たちの関係を変えてやる。

「拒否権はないよ」

　静かな声で言って、奈々子の手をギュッと握る。

　タクシーが俺のマンションの前で停車すると、支払いを素早く済ませて奈々子の手をつかんだまま、彼女を自室に連れ込んだ。

　壁際に彼女を追い込み、彼女の逃げ道を塞ぐ。

「先輩！　急にどうしたんです？」

　俺の豹ひょう変へんぶりに、奈々子の瞳が揺らぐ。

「『潮時』なんて悲しいことを言うからだよ。俺は終わらせる気はないから」

　俺は奈々子に顔を近づけると、真剣な表情で彼女に自分の気持ちを伝える。

「でも……先輩のリハビリ、終わりましたよ。お互い楽しんだし、いいじゃありませんか？」

　奈々子は落ち着かない様子で、この話を終わらせようとする。

「俺にとっては、リハビリなんかじゃなかった。割り切れるわけがない。奈々子だって、そうだよね？」

「私は……」

　奈々子はそう呟いて、俺から目を逸らす。

「……私は……ただの身体だけの関係って思ってましたよ」

　奈々子の言葉に、俺の中の何かがブチッと音をたてて切れた。

「そんな風に目を逸らして言ったんじゃあ、説得力に欠けるよ」

　奈々子の顎をつかんで彼女の目を捕らえると、彼女の目にうっすらと涙が浮かんでいた。

「身体だけの関係なのに、なぜ泣くの？」

　わざと冷ややかな口調で言えば、奈々子は顎をつかんでいた俺の手を振り払った。

「泣いてなんかいません！」

　奈々子は必死で否定するが、彼女の目から涙がこぼれ落ちて頬を伝う。

　彼女の涙を見るのは初めてだった。

「嘘つきだね。この口……塞いじゃおうか？」

　俺は意地悪く言って親指の腹で奈々子の涙を拭うと、彼女の唇をそっとなぞった。

「先輩……ダメ！　帰らせて」

　奈々子は俺の胸を手で押して抵抗したが、俺は彼女の懇願を無視した。

「やだね」

　冷たく言い放ち、奈々子の唇を強引に奪って彼女を黙らせる。

　最初は荒々しく獰どう猛もうなキスだったが、彼女の口からくぐもった声が漏もれると、彼女の反応を誘い出すように彼女の唇を甘噛みした。

　奈々子も次第に俺のキスに応えるようになり、それからはいつものペース。

　お互いの服を脱がせ合って、ベッドに移動して、身体を重ねる。聞こえるのはお互いの息遣いだけだった。

　いつ眠ったのか覚えていないが、奈々子が朝逃げないように抱きつぶしたのだけは覚えている。




　翌朝目を覚ましたら、奈々子を抱きしめたまま眠っていた。

　幻なんかじゃない。化粧が取れていつもより幼く見えるその顔。

　そして、感じる彼女の温もりにホッとする。

　やっぱり手放せない。

　奈々子の寝顔を眺めていると、彼女が「う～ん」と身じろぎした。まだ眠ると思っていたが、彼女はパッと目を開ける。

「おはよう」

　奈々子と目が合って悪びれることなくニッコリ微笑むと、彼女は目を何度かしばたたき、身をよじって起き上がろうとした。だが、奈々子は顔をしかめると、俺をキッと睨みつけてくる。多分、身体が痛くて起き上がれないのだろう。

「この悪魔！」

　昨夜のことを思い出してか、奈々子が俺を罵る。

「どうしてくれるんです？　これじゃあ、家に帰れないじゃないですか！」

　まあそうだろう。あれだけ俺に抱かれたんだから、身体中痛くて今日一日は外出するのも難しいと思う。

「ここに引っ越して、ずっといればいいじゃないか？　責任は一生取るよ」

　動けない奈々子を楽しげに眺めながら、俺はニヤリとする。

「自分が何を言っているのか、わかってます？」

　俺の言葉に奈々子が目を丸くするが、俺は冗談を言ったわけではない。

「もちろん。奈々子は実家に住んでるから、これを機にご両親に挨拶しに行こうか？　明日は奈々子のお父さんも家にいるようだし」

「……父のスケジュールを調べたんですか？」

　信じられない、といった表情で奈々子が俺を見ると、俺は笑って頷いた。奈々子を自分のそばに置くためならもう手段は選ばないし、遠慮もしない。

「俺も刹那を見習って、欲しいものは本気で取りに行くことにしたんだよ」

「……〝俺〟って。……先輩、人格変わってません？」

「いや、どちらかというと、こっちが素かな？　それに先輩じゃなくて、秋人。俺を本気にさせた責任を取ってもらうよ」

　悪魔のように微笑んで、奈々子に顔を近づけるとそっと口づける。

「奈々子が好きだよ」

　奈々子の目を見ながら愛おしげに告げると、彼女は赤面した。

　かわいい。この顔は俺だけのものだ。

「せん……秋人ってズルい」

　頬を赤く染めながら、奈々子が伏し目がちに呟く。

「後悔しても知りませんからね」

　それは恥ずかしがり屋の奈々子らしい返事。モデルのように綺麗で自信に満ち溢れて見えるが、彼女は意外と臆病で照れ屋だ。

　今はその返事だけで充分。

　でも、そのうち奈々子に俺のことを『好き』って言わせてみせる。

「奈々子がずっとそばにいるなら、後悔なんてしない」

　あとは明日、奈々子のご両親に会って外堀を埋うめていこう。

　俺が満面の笑みを浮かべて再び奈々子にキスをすると、彼女は恨めしそうに俺の目を見てポツリと呟いた。

「優しそうな顔をしてるのに、とんだ策士ですね」

「それは最高の褒め言葉だね」

　俺が不敵な笑顔を浮かべながらそう返すと、奈々子はクスリと笑った。

「父に会ったら、もう逃げられませんからね。覚悟してください」

「永遠に離すつもりはないから。奈々子こそ覚悟したほうがいいよ」

　真摯な目で告げると、奈々子は嬉しそうに微笑んで、俺の唇に甘いキスを落とした。
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旦那様とのとびきり甘い時間




「久世さん、本の検品が終わりました。この『シンデレラ』の仕かけ絵本、とても素敵ですね」

　笑みを浮かべながら、私は綺麗な挿し絵が描かれた、アンティークの絵本を手に取って久世さんに見せた。

　妊娠八ヶ月目に入った私は、今日もこうして元気に久世書店で働いている。働いているといっても、私の気晴らしのようなものだけど……。

　家にいても暇だし、こうして店で働いていればいろんな本との出会いもあるし、馴な染じみ客との会話も楽しめて退屈せずに済む。

　今は一月末で外は寒いけど、ここは天窓から温かい日差しが差し込んで、とても気持ちがいい。心穏やかに過ごすには、もってこいの場所なのだ。

　刹那さんも、私が家にずっといるよりは、ここでバイトしているほうが安心らしい。

「落丁がなくてよかったよ。子供向けの絵本ってね、やっぱり子供が触るから、これほどコンディションがいい物ってなかなか市場に出回らないんだ」

　久世さんは私の手から絵本を受け取り、ゆっくり微笑む。

「なるほど。子供が読む時に、破ったり汚したりしそうですもんね」

　私は久世さんの説明に、感心したように相槌を打った。

　こんなにいい状態で残っているなんて、相当珍しいに違いない。そういう意味では大人が読む学術書以上に、この絵本はレア物と言えるかも。

「まあね。というわけでこの本は、出産祝いにはちょっと早いけど、僕から桜子ちゃんへのプレゼント」

　久世さんがとびきりの笑顔を、私に向ける。

「え？　こんなに貴重な物、いいんですか？」

　驚きで目を見開き、久世さんをじっと見ると、彼はコクリと頷いた。

　それを見て、顔がニンマリしてしまう。

「うわあ、嬉しいです！」

　私は久世さんに向かって、手を合わせて喜んだ。

「桜子ちゃんみたいな本好きな子に持っててもらうほうが、本も喜ぶと思うよ」

　久世さんは、店のカウンターの横に置いてあるエアキャップで手際よく本をくるむと、綺麗に包装して紙袋に入れ、私に手渡す。

「久世さん、ありがとうございます！」

　紙袋を一旦カウンターのテーブルに置くと、私は両手で久世さんの手を包み込むようにつかんで、感謝の気持ちを伝えた。

「喜んでもらえて僕も嬉しいよ。でも……桜子ちゃん、そろそろ手を放してくれないと、僕……殺されるかも」

　そう言われて久世さんを見上げれば、彼の顔はどこか引きつっていた。

『殺される』？　なんで？

　私は久世さんの言葉に小首を傾げる。

「久世さん？　ここには暗殺者なんていませんよ。誰に殺されるんです？」

　キョトンとしながら久世さんにそう問いかけると、彼は苦笑しながら螺旋階段のほうに目を向けた。

「桜子ちゃんの旦那様は怖いからね。あいつの殺し屋みたいな鋭い視線が、僕に突き刺さって痛いんだけど」

「誰が殺し屋だ」

　刹那さんの不機嫌そうな声が響く。

　ハッと驚いて階段に目をやると、そこにはダークグレーのロングコートを身にまとった、私の大好きな旦那様がいた。

「刹那さん、どうしたんです、こんな時間に？　まだお昼過ぎですよ」

　階段を上ってこちらに来た刹那さんを見て、私は久世さんの手をパッと放すと、カウンターを出て刹那さんの腕をつかむ。

「お前を迎えに来た」

　刹那さんは頬を緩めると、私の頬をそっと撫でる。

「迎えに？」

　私は問いかけるように、刹那さんを見つめ返した。

「ああ、これから伊い豆ずのほうに旅行に出かけよう。やっと休みが取れたんだ」

　刹那さんが私を見て頬を緩める。

「本当ですか？　嬉しい！　あっ……でも……私、まだ仕事が」

　刹那さんに抱きついて喜ぶが、バイト中であることをはたと思い出す。

「大丈夫だ。秋人には、もう話を通してある」

　愛おしげに私の肩を撫でると、刹那さんは久世さんにチラリと目をやった。

　刹那さんの視線を受け、久世さんが私に説明する。

「そう。刹那から話は聞いてるから、こっちは心配しないで。刹那は正月も仕事だったし、桜子ちゃん、どこにも遠出できなかったんでしょう？　赤ちゃんが生まれる前に、ふたりの時間をゆっくり楽しんでおいでよ」

　久世さんは目を細めて笑った。

　そう、年末年始、刹那さんはずっと仕事だった。ＴＡＫＡＴＵＫＡＳＡ系列のホテルの見回りと、今春オープンするホテルの準備に忙しく、刹那さんと初はつ詣もうでに行けたのは三が日を過ぎてから。彼が半日オフの日に、近所にある小さな神社にふたりでお参りしただけ。

　私はいいけど、こんなに忙しくては刹那さんの身体が心配だ。

　私が妊娠してからは、刹那さんは都合がつけば夜は早めに仕事を切り上げ、休日もなるべく私と一緒に過ごす時間を作ってくれている。

　でも、やはり要所要所では、社長である刹那さんが現場に顔を出さなければいけないようで、繁忙期は休みを取るのが難しいらしい。彼がいつ就寝して、いつ起床したのかさえ知らない。業績がいいのも困りものである。

「久世さん、本もいただいたのにお休みまでいただいちゃって、ありがとうございます！　刹那さん、久世さんが私に『シンデレラ』の絵本をプレゼントしてくれたんですよ」

　刹那さんから離れて、また久世さんの手を握ろうとしたが、刹那さんが私の腰を抱いたまま離してくれない。

「それは素敵な物をありがとう」

　口元に笑みを浮かべ、刹那さんは久世さんにクールに礼を言う。

　でも……なんか他人行儀な感じ。

　そんな刹那さんを見て、久世さんが呆れたように呟いた。

「……お前、独占欲強すぎ。今までお前のことクールだって思ってたけど、やっぱり桜子ちゃんが絡むと違うんだな。さっきも桜子ちゃんが俺の手をつかんだだけで、人を殺しそうな目をしてたし」

　久世さんのセリフに、勝ち誇ったような笑みを浮かべる刹那さん。

「妻を溺愛して何が悪い。それより、今日は何もなかったか？」

　急に真面目な顔になり、刹那さんは久世さんを見据える。

「刹那……お前ねえ、ほんと心配しすぎ。今日も何もなかったよ」

　久世さんは刹那さんの問いに、やれやれといった様子で答える。

「ならいい」

　刹那さんは久世さんの回答に、少し安堵した表情を見せた。

　彼が私を迎えに来る時は、いつもこの謎の会話が交わされる。

「あのう……なんの確認なんですか？」

「ちょっとした業務連絡だ。気にするな」

　刹那さんは優しい目でそう告げるが、そばにいた久世さんがククッと笑って肩を震わせた。

「刹那はねえ、桜子ちゃんが心配で仕方ないんだよ。階段で転んでないかとか、甘い物食べすぎてお腹が痛くなってないかとか。過保護だよね、ほんと」

　久世さんが、いたずらっぽい目で刹那さんをからかう。

「……そうだったんですね」

　久世さんの解説に、私はハハッと乾いた笑いを浮かべた。確かに私はドジなところがあるから、刹那さんの心配もわかる。

　同居当初はお風呂で溺れたり、火傷したり、刹那さんロスで倒れたり……いろいろ心配かけちゃったもんね。

「秋人……お前……」

　刹那さんが久世さんを非難するような目で、キッと睨む。きっと、久世さんにバラされて怒っているのだろう。

「まあまあ、そう怒るなよ。それだけ桜子ちゃんを愛してるってことだよね。今日迎えに来たのだって、休みが確定しなかったのもあったけど、桜子ちゃんをビックリさせたかったからなんだろ？」

　久世さんが、刹那さんを見てニヤリとする。

「まあ、そんなとこだ」

　刹那さんは久世さんを見据えながら、冷ややかな目で答える。

「そんなお前がうらやましいよ。俺も今年の六月に結婚するけどね」

　久世さんは自分のことをサラッと報告すると、クスリと笑った。

「え？」

　久世さんが結婚？

　突然の久世さんの爆弾発言に、私は目を丸くした。

「結婚って、誰とするんですか？」

「桜子ちゃんの親友の奈々子だよ」

　久世さんが、愛おしげに私の親友の名前を口にする。

「ええ～!?」

　あまりの衝撃に、私は店内に響き渡るほど素っ頓狂な声をあげた。

　奈々子が久世さんと結婚する？　そもそも、いつから久世さんと付き合ってたの？

「嘘……奈々子は何も言ってなかった……」

　親友から何も報告を受けていなかったのは、ショックだ。

「……お前、知らなかったのか？」

　横にいる刹那さんは微かに目を見開き、私を見て意外そうな顔をする。

「刹那さんは知ってたんですか？」

「前にここで小沢さんと会った時、秋人の仕事を手伝っててやけに親しげだったからな。親密な関係だろうとは思ってた」

　言われてみれば、奈々子はここでバイトしているわけでもないのに、店の戸締まりとか本の補充を手伝ってたっけ？　私に会いに来てるって思ってたんだけど、久世さんが目的だったのか。

　あまりにも自然すぎて、違和感に気づかなかったよ。私ってほんと鈍感。

「刹那さんも気づいてたのに、私は知らなかったなんて……」

　私がひとり拗ねていると、久世さんが優しく私をなだめた。

「桜子ちゃん、機嫌直してよ。隠すつもりはなかったんだけど、なんと言うか……桜子ちゃんに言うタイミングを、僕も奈々子も逃しちゃったんだよね。ごめんね」

　久世さんの説明はどこか歯切れが悪かったが、私には言えない何かがあったのかもしれない。

「そうなんですね。でも、久世さんなら奈々子を幸せにしてくれそう」

　そうだ。ショックを受けている場合じゃない。無二の親友の幸せを祝福しよう。

　どっちも美男美女で、ふたりはお似合いだ。奈々子に今度会ったら、絶対に馴れ初そめを聞かなくては……。

「うん、必ず幸せにするよ」

　久世さんは私の目を見て、ちゃんと約束してくれた。そのことがすごく嬉しい。

　奈々子は久世さんに愛されているんだ。

「奈々子のこと、お願いします」

　私は久世さんにペコリと頭を下げる。

「桜子、そろそろ行こうか」

　刹那さんは腕時計にチラリと目をやると、私に声をかけた。

「はい。久世さん、本をありがとうございました！」

「いいえ、どういたしまして。楽しんできてね」

　久世さんがにこやかに手を振る。

「じゃあ、秋人、またな」

　刹那さんが久世さんに向かって軽く手を上げると、私と刹那さんは螺旋階段を下りて店を出た。

「桜子ちゃ～ん！」

　店の脇の道路に横付けされたタクシーから右京さんが降りてきて、私たちに向かって大きく手を振る。

「あっ、右京さん」

　右京さんは、タクシーの運転手さんがトランクから出したスーツケースを二個受け取ると、両手で持って転がし、息せき切って私たちのところにやってきた。

「右京さん、そんなに慌ててどうしたんですか？　それにそのスーツケース？」

「刹那兄に頼まれて、桜子ちゃんの荷物を薫子さんにパッキングしてもらったんだよ」

「お姉ちゃんが？」

　意外な人物の名前が出てきて、声が大きくなる。

「刹那兄の分は僕が詰めたんだけど、さすがに桜子ちゃんの分はできないからさあ。薫子さん、張り切っていろいろ入れてたよ」

　……怖い。お姉ちゃんが荷造りって……ちゃんと実用的な物を入れてるんだろうか？　一抹の不安を感じる。高級化粧品とか入れられても、私には使用方法がよくわからないし……。でも、ここはとりあえず右京さんに礼を言おう。

「右京さん、ありがとうございます。姉にはあとでＬＩＮＥでも入れておきます」

　私が右京さんに微笑むと、隣にいた刹那さんが右京さんの手からスーツケースを受け取った。

「悪いな、右京」

　刹那さんは近くに駐車してあった車のトランクを開けてスーツケースを中に入れると、助手席のドアを開けて私を呼んだ。

「桜子」

「はい」

　私が刹那さんのもとに向かい、助手席に乗り込むと、彼は私のお腹に当たらないようにシートベルトを締める。

「苦しくないか？」

「はい、大丈夫です」

　刹那さんの問いに私が笑顔で答えると、彼は右京さんのほうを振り返った。

「右京、何かあればいつでも連絡してくれ」

「こっちは大丈夫。ゆっくり楽しんできて。行ってらっしゃい」

　右京さんが明るい笑顔で私たちに手を振ると、刹那さんは助手席のドアを閉めて運転席側に回り、車に乗り込んだ。

「じゃあ、行こうか」

　柔らかな笑みを浮かべ、刹那さんが静かに車を発進させる。

　右京さんに見送られ、私たちは伊豆へ向かった。




　東京から高速に乗って、横浜を通過した辺りまでは記憶しているのだけど、ふと目を開けると、目の前には雪化粧をした綺麗な富士山が見えた。

「ん？　富士山……」

　寝ぼけ眼まなこで私はポツリと呟く。

「起きたか？」

　刹那さんが横目でチラリと私を見る。

「……はい。気持ちよくてぐっすり眠ってたみたいです」

　刹那さんが運転すると車はあまり揺れないし、私のシートを彼が倒してくれたのか身体はスッキリしていて気分はいい。

「あともう少しで、今夜泊まる宿に着く。どこかサービスエリアに寄って休憩しよう」

　近くのサービスエリアに車を停めると、私たちはカフェに入った。

　刹那さんはブレンドコーヒー、私はホットレモネードを頼んで窓際の見晴らしのいい席に着く。

「富士山が見えて綺麗ですね。それに、平日で人が少なくて落ち着きます」

　私はカップを両手で持ちながら、外の景色をニコニコしながら眺める。

　だって、刹那さんとふたりで旅行って久々なんだもん。

「ああ、おかげでリラックスできる。俺の仕事が忙しかったから、遠出するのも久しぶりだし、空いててよかったよ。渋滞もないしな」

　刹那さんは優雅な仕草で、コーヒーを口に運ぶ。

　空は雲ひとつない快晴で気分は最高。都会の喧騒から逃れ、ここではふたりだけのゆったりした時間が流れているような気がする。

「あ～、なんだか……富士山がかき氷に見えてきました。イチゴシロップをかけたら美味しいだろうな。富士山を食べるとしたら、何人分でしょうね？」

　私の食いしん坊的な発言に、刹那さんは口に手を当てて噴き出す。

「富士山を食べようとするなんて桜子ぐらいだな。そんなに甘い物に飢えてるのか？」

「ここ一週間、甘いおやつを控えてるんですよ。そろそろ禁断症状が……」

　最近おやつは煎せん餅べいで我慢していて、美味しいスイーツが載っている雑誌もなるべく見ないようにしている。

「ストレスがたまりすぎるのもよくないな。ソフトクリームでも食べていくか？　ただし、半分だけな。お腹壊すといけないから」

「いいんですか？　実は抹まっ茶ちゃのソフトクリームが気になってて」

　だってカフェの前の看板に、美味しそうな抹茶ソフトの写真が貼ってあったら、食べてみたくなるでしょう？

　私は刹那さんに向かって、満面の笑みを浮かべる。

　妊婦には甘い物の食べすぎは厳禁。でも、今日は刹那さんのお許しが出たのだから、じっくり味わって食べよう。

「少し待ってろ」

　刹那さんは椅子から立ち上がると、ソフトクリームを買ってきてくれた。

　カップに入っていて、プラスチックのスプーンがふたつついている。

「わ～い、いただきます」

　ニンマリ顔で手を合わせると、スプーンを手に取ってソフトクリームを口に運ぶ。

「うん、美味しい！」

　喜んで食べている私を、刹那さんは頬杖をつきながら楽しそうに眺めている。

「本当に至福の顔で食べてるな」

「だって美味しいんですもん。刹那さんも食べてみてくださいよ」

　私がソフトクリームをすくったスプーンを刹那さんの口に持っていくと、彼は私の手をつかんでそのままパクッと口に運ぶ。

　その何げない仕草にドキッとした。

　……なんていうか、刹那さんってセクシーすぎるんだよね。男の色香が普段から漂っていて、結婚していても刹那さんがそばにいるといつもドキドキしてしまう。

　私が刹那さんに見とれている間に、彼は私の手からスプーンを奪い、私の口までソフトクリームを運んだ。

「ほら、今度は桜子の番だ」

　甘い顔で刹那さんが言うと、私もパクリと口にした。

「スプーン、ふたつもいらなかったな」

　私の顔をじっと見つめながら、刹那さんはクスッと笑みをこぼす。

　こんな風に食べるのって、美味しさが倍増する。

「確かにそうですね」

　刹那さんと目が合うと、彼と微笑みを交わした。甘くてラブラブな楽しい時間。




　三十分ほどカフェで休むと、私たちは車に戻り、今夜泊まる宿に向かった。

　東京から車で四時間。趣のある数す寄き屋や造りの建物が見えてきた。

「あれが、今日泊まる旅館だ」

　歴史ある建物だし、庭園も千坪くらいありそう。

「私……てっきりＴＡＫＡＴＵＫＡＳＡ系列のホテルに泊まるのかと思ってました」

「伊豆にもうちの系列ホテルはあるが、別のところに泊まるのも楽しいだろ？」

「そうですね。畳のお部屋でゆっくりするのも趣があっていいかも」

　刹那さんが車を駐車場に停めると、私たちに気づいた女将おかみが仲居さんと一緒に玄関の外まで出迎えてくれて、私たちはすぐに旅館の奥にある離れに案内された。

「俺が小さかった頃は、両親と毎年のようにここで正月を過ごしたんだ」

　昔を思い出しているのか、刹那さんが穏やかな顔で私に言う。

「そうなんですか？　それは素敵ですね」

　刹那さんの思い出の地に連れてきてもらえて嬉しい。

　部屋に入ると、微かに品のいい梅のお香の匂いがした。離れは十畳の和室がふた間あり、露天風呂と内風呂付きで、露天風呂からは美しい海が見える。

　寝室は、うちと同じキングサイズのフランス製の高級ベッドで、安心して眠れそう。

　居間に置いてもらったスーツケースを開けると、なぜかピンクのリボンでラッピングされた袋が一番上に置いてあった。

「これ……なんだろう？」

　手に取って開けてみると、それは透け透けのベビードールとヒモパンで、おまけにメッセージカードがついていた。

【これで、あの陰険男を悩殺してやりなさい】

「お姉ちゃん……何考えてるの！　もう、お姉ちゃんのバカ！　恥ずかしすぎるよ！」

　下着をギュッと握りしめ、真っ赤な顔で姉を罵る。

　お姉ちゃんがパッキングしたと右京さんに聞いた時から、何か嫌な予感はしたんだ。

　妊婦がこんな物着られるわけないじゃない。これ着たら、悩殺どころか興ざめされちゃうよ。これ……ゴミ箱に捨てて帰ろうか……と、ひとり赤面しながら思案していると、横から刹那さんの手が伸びてきて、メッセージカードを取られた。

　カードに目を通した刹那さんが、ニヤリとする。

「薫子らしいな。せっかくだからもらっておけばいい。そのうち、出番が来るかもしれない」

　え？

　刹那さんのセリフに、一瞬声を失う私。

　……ないない。出番なんて絶対にない。

　ブンブンとちぎれそうなほど首を振って拒否すると、刹那さんがクスリと笑った。

「冗談だ。今度、これよりすごいのを薫子に送りつけてやればいい」

　刹那さんがどこか邪悪な笑みを浮かべる。彼はお姉ちゃんと天敵関係にあるのか、お姉ちゃんに容赦ない。

「これよりすごいって……」

　どんなの？

　透けたベビードールを食い入るような目で見つめて考え込んでいると、刹那さんに手を引かれた。

「それより、こっちでひと息つこう」

　居間の横の窓際に置いてある椅子まで、刹那さんに連れていかれる。彼が障しょう子じを開けると、そこには綺麗な海が広がっていた。

　椅子にゆっくり腰かけて海を眺めると、水面がキラキラ光っていて、水平線の彼方かなたに真っ赤な夕日が見える。

　こんなにじっくり夕日を眺めるのって、いつぶりだろう？

「夕日が綺麗」

　刹那さんも慣れた仕草でネクタイを外しながら、私の対面の椅子に腰かける。

「そうだな。今度はなんの食べ物に見える？」

　刹那さんがとてもリラックスした様子で、面白そうに私に聞く。

「ズバリ、りんご飴ですね。でも、こんなに綺麗だから見てるだけで満足です」

　こんなに美しいもの……食べてしまうのはもったいない。それに、刹那さんとこうして眺めるから、より一層美しく見えるのだろう。

「確かに綺麗だな」

　深紅の夕日が青い海に溶け込むように沈んでいくのを、刹那さんとふたり、じっと眺めた。




　翌朝は目覚ましもかけずに、刹那さんも私も十時過ぎまで寝ていた。

　私は休日はいつもこんなものだけど、刹那さんが朝、ゆっくり起きるというのは珍しい。刹那さんは目覚まし時計がなくても、朝ちゃんと起きられる人なのに。昨日私が寝る前も、ノートパソコンを出して仕事してたし、運転の疲れもあったんだと思う。

　でも、ぐっすり寝たせいか、刹那さんは朝から王子様のように上品な物腰でベッドを出ると、いつものように身を屈めて私の唇にキスを落とした。

「おはよう。体調は？」

「気分いいですよ。朝食も美味しく食べられそう」

　久々の遠出だけど、疲れもなく、身体の調子はいい。

　お腹が大きくなってきたので、一度横向きに体勢を変えてから起き上がろうとすると、刹那さんが私の腰に手を当てて起きるのを手伝ってくれた。

「最近、お腹が目立ってきたな」

　私のお腹にそっと触れながら、刹那さんが目を細めてニコリとする。

　確かに、自分でもお腹が大きくなったと思う。自分の足の爪つめを切るのもお腹が大きいと大変だし、階段の昇降だって自分なりに気をつけるようになった。

　このお腹の子の出産予定日は、四月三日。きっと、その頃は、桜が見頃に違いない。

「四月になったら、ポコッて生まれて来るんですから不思議ですよね。そういえば、刹那さんに初めて会ったのは桜の時期でしたね」

　高校時代を思い出しながら、私は刹那さんに微笑む。

　去年、正式に入籍した日に、初めて出会ったのは私が高校に入学してすぐの、満開の桜の木の下だったと彼が教えてくれた。

　刹那さんに言われるまで、私はずっとそのことを忘れていたけど、なんだか運命的な出会いだと思う。綿菓子と間違えて彼の指を噛んじゃったけどね。

「そうだったな。お前の名前にも〝桜〟がついてるし、俺たち家族は桜に縁があるのかもしれない」

　その後、朝食を食べて身支度を調えると、私たちは車に乗り込んだ。

「今日はどこに行くんですか？」

　私がシートベルトをしながら刹那さんに聞くと、彼は企み顔で楽しそうに笑った。

「着いてからのお楽しみだな」

　きっと私が喜びそうな場所なんだろう。だったら、みかん狩り？　でも、それでは私が食べすぎてしまいそう。

　それとも観光船？　いや、この近くはロープウェイもあったような。

　そんなことを考えながら車に十分ほど乗っていると、水族館と大きく書かれた看板が見えた。

「もしかして水族館ですか？」

　ワクワクしながら刹那さんの答えを待つ。だって、私は水族館が大好きなのだ。小さい頃は、イルカと暮らす妄想を日々抱いていたくらい。

「そうだ」

　刹那さんは頬を緩めながら頷くと、駐車場に車を停めた。

　車から降り、館内でチケットを買うとマップのついたパンフレットも一緒に手渡され、それを広げながら水族館を回り始める。パンフレットによれば、この水族館は六百種類の海の生き物を飼育していて、国内で四番目に大きいらしい。

　矢印に沿って歩いていると、まずクラゲの水槽が見えてきた。赤と緑でライトアップされた水槽の中には、たくさんの水クラゲがフワリ、フワリと水の中を漂っている。

「なんだかすごくロマンチック！」

　私は水槽に手を当て、その幻想的な姿にじっと見入った。

　次の水槽に行くと、一メートル以上はありそうな大きなエチゼンクラゲを見て、刹那さんが私をからかう。

「これなら、調理すると百人前以上はありそうだな。食用ではないだろうが」

　エチゼンクラゲには申し訳ないが、水クラゲと違ってかわいげがない。これは見た目が怖くて食べる気にはなれない。

「……大きいですね。う～ん、さすがの私もこれはちょっと……」

　私は苦笑いしながら言葉を濁す。

　そんな会話をしながら矢印の方向に進んでいくと、水深九メートルの大きな水槽が見えてきて、体長七メートルほどの大きなジンベイザメが二匹悠々と泳いでいた。

「すごい！　潜水艦みたいに大きいですね」

　私は思わず声をあげた。

「確かに、圧巻だな」

　刹那さんは、興味深げに水槽を眺めながら頷く。

　これは実際の海で遭遇したら、かなりビックリするだろうな。

　餌やりの時間にパカッと口を大きく開けるジンベイザメを見て、私は「おおっ」と声をあげ、目を見開く。

「こんな大きいのに、食事がプランクトンってのが不思議ですよね。人食いザメだったら、かなり脅威ですよ」

「まあ、人食いザメならすぐに逃げるな」

「刹那さんなら逃げられそうですけど、私は丸飲みされそうです」

　仮想人食いジンベイザメを想像し、ひとり青くなる私。

「そうなる前に、俺が助けるから安心しろ」

　刹那さんはポンと私の頭を叩くと、私の手をギュッと握ってくれた。

　そうだ……いくら私がドジでも、必ず刹那さんが助けてくれる。彼がいれば安心だ。

　前に進むと今度はトンネル型の水槽が見えてきて、イルカたちが楽しそうに泳いでいた。癒いやしの空間だ。

　その様子を刹那さんと一緒に見ていると、二頭のイルカが私たちのほうへやってきて円を描くようにクルクル回ってみせる。

「うわぁ、ドルフィンリングだ」

　私は満面の笑みを浮かべ、水槽を見上げた。それはなんとも幻想的で綺麗で……テレビで観たことはあるけど、実際に目まの当たりにするのは初めてだった。

　私の驚きに反応したのか、お腹の中でもブクブクという泡のような動きを感じた。

「あっ」

　思わず声をあげ、お腹に手を当てる私。

「桜子、どうした？」

　そんな私を見て、刹那さんは表情を変えた。

「今、ブクブクって胎動がして」

　私は心配顔の刹那さんを安心させようと、ニコッと笑う。

　お腹の子も、私と一緒に興奮してるのかも。

「そうか」

　刹那さんはホッとした顔になり、背後から私のお腹に手を当てた。

　すると、イルカたちが再びドルフィンリングを作りだす。丸い泡の輪っかがプクプクと上っていく。とっても神秘的で、素敵！

「すごい！」

　私が感嘆の声をあげると、お腹の子もブクブクと反応する。

　その胎動が刹那さんにも伝わったようで……。

「今……反応したな？　……初めて胎動ってのがわかった」

　刹那さんが珍しく驚いた顔で私を見る。きっと感動しているのだろう。父親には、お腹の子の様子なんてわかりにくいもんね。

　私も胎動ってのが、最初はわからなかった。お腹が普通に鳴っているのかなって思っていた。胎動って認識するようになったのはつい最近で、それを感じると、お腹の子も元気なんだって嬉しくなる。

「刹那さんも感じてくれてよかったです」

　家にいて刹那さんがお腹を触っても、タイミングが悪いのかお腹の子は動いてくれないし……。

　刹那さんは少し屈んで、私のお腹に話しかける。

「お前も楽しんでるのか？」

　とびきり甘い声で、刹那さんが私のお腹をそっと撫でる。その顔はもう父親の顔。

　ああ～、この刹那さんの顔、カメラに撮りたい！

　そんなことを考えていると、まるで刹那さんの声に反応したかのように、私のお腹が小さくボコッと動いた。

「動いた……」

　まるで神秘的なものでも見たかのように、刹那さんがハッとした表情で呟く。

「刹那さんに返事をしたのかも」

　私は、刹那さんに向かってフフッと笑った。

　うん、私たち三人でこの瞬間を楽しんでるんだよね。

　実はお腹の子の性別は、もうわかっている。出産の準備もあったし、刹那さんと相談して、妊婦検診の時に担当医の先生に聞いたのだ。

　すると、先生は超音波検査の画像を見ながら『男の子ですね』とはっきり告げた。

　男の子というのは、私の予想通り。きっとお腹の子は刹那さん似の美形で頭がよくて親思いのいい子に違いない。

　奈々子にそれを言うと『親バカ』って言われちゃうかもしれないけど、つわりも貧血もなく、私のマタニティーライフは順調そのもの。だから、思わずにはいられない。お腹の子は、とっても親孝行な優しい子なんだって。

　愛おしそうに私のお腹を撫でる刹那さんの手に自分の手を重ね、彼と目を合わせる。

　刹那さんが私を愛おしげに見て、私たちは何かに吸い寄せられるように顔を近づけてキスをした。彼しか目に入らなくて、周囲のことは気にならなかった。

　胸がトクンと高鳴って、身体が熱くなると、私は目を閉じて刹那さんに身体を委ゆだねる。すると、彼は私の口を塞いだまま包み込むように抱きしめてきた。

　刹那さんの温もりも、彼の優しさも、彼の甘さも……すべてが愛おしい。最初は冷たい人だと思った。でも、一緒に刹那さんと過ごすうちに私は彼の優しさを知って恋に落ちた。刹那さんと出会って……彼に愛されて……彼の子を身ごもって……こんなに幸せなことはない。

　目頭が熱くなって思わず涙ぐむと、またブクブクッという胎動を感じた。

　刹那さんも感じたのかキスをやめてフッと笑うと、彼は親指の腹で私の涙を拭う。

「妊娠して涙腺緩くなったな。息子は俺にヤキモチ焼いてるみたいだが」

「ヤキモチ……だなんて。この子は刹那さんに似て、お利口さんで優しい子なんですよ。会うのが楽しみです」

　私はお腹の子を擁護しながら、自分のお腹をそっと撫でる。

　そんな私のお腹を見据え、刹那さんはニヤリとした。

「だが、桜子は俺のものだ」

　私のお腹に手を当て、刹那さんは独占欲むき出しの顔で意地悪くお腹の子に宣言すると、まるでその子に見せつけるように私の唇に甘いキスを落とす。

　身もとろけるようなキスに酔いしれ、ボーッとなる私。

　だが、そんな私を現実に戻すように、私のお腹がボコッと動いた。

　うっ……これは刹那さんの言うように、ヤキモチを焼いて抗議してるのかな？

　刹那さんを見れば、私のお腹を見て少し困ったように笑っている。

「生まれる前からこれでは、先が思いやられるな。今から上下関係をきっちり教えておいてやらないと」

　私のお腹に向かって刹那さんは「悔しかったらお前も早く嫁を見つけろ」と、意地悪な口調で説く。

　これも一種の胎教なのだろうか。父と息子はライバルってよく言うけど、まだ生まれていないのにすでにライバル関係が成り立っているらしい。

「刹那さん……『嫁』って、気が早すぎですよ」

　私が苦笑しながらツッコむと、刹那さんは真顔で言う。

「たとえ息子でも、桜子を独占されるのは癪しゃくに障るからな。俺の中では桜子が一番大事で……」

　刹那さんは優しく目を細めて私を見つめると、私の手を握って私のお腹に当てた。

「俺たちの宝物がお前だ」

　このうえなく穏やかで低い刹那さんの美声が、私たちの手の温もりとともにお腹の子にも届いたのだろう。また、私のお腹がボコボコッと動いて反応した。それを見て顔を見合わせ、微笑む私たち。

　ああ、なんて幸せなんだろう。

「刹那さんと、ここに来られてよかったです」

「ああ。そうだな。次は家族三人でまた来よう」

　刹那さんと再び水槽に目を向けると、イルカたちは私たちのそばをまたクルクル回り始め、ドルフィンリングをいくつも作っていく。トレーナーによく仕込まれたのかもしれないけど、私にはイルカがお腹の子に見せてくれているような気がした。刹那さんも同じことを思ったようで……。

「桜子のお腹に子供がいるのが、わかったのかもしれないな」

　刹那さんが私に微笑むと、私も顔を綻ばせた。

「そうですね」

　イルカがお腹の子と遊んでくれているみたい。

　このイルカたちのように元気に育ってほしい。私も刹那さんも全力であなたを守るから安心して生まれてきてね。

　心の中でそうお腹の子に語りかけると、私は慈しむようにお腹を撫でた。




　伊豆旅行から約二ヶ月後、無事に息子を出産した私は、桜の花びらが舞い散る春の日に、息子を抱いて無事に退院した。

　生まれたのは四月三日のお昼過ぎで、ちょうど予定日に合わせて休みを取ってくれた刹那さんも一緒に分ぶん娩べん室に入って出産を見守ってくれた。陣痛は予想していたほど痛くはなかったし、生まれる時もスポンと生まれて安産だった。

　ほんと、親孝行な息子だ。私は息子の顔を愛おしげに眺める。

　顔は刹那さんに似ていて、目鼻立ちがはっきりしていて赤ちゃんなのに美形。以前見た、刹那さんの赤ちゃんの頃の写真とそっくり。将来、刹那さんのように女の子にモテモテになるんだろうな。

　そんな私たちのお利口さんな息子はうっすら目を開けていて、粉雪のように美しく舞う桜の花びらを見ている。

「桜、ずっと病室の窓から見てたんですけど、綺麗ですね。来年は家族でお花見行けるといいな」

　隣にいる刹那さんを見上げながらそう言うと、彼は頬を緩めた。

「そうだな。産後はあまり無理はできないから、まず初夏になったらうちのホテルの蛍を見に行くか？」

「わあ、素敵ですね」

　刹那さんの提案に、私は満面の笑みを浮かべた。

　あの幻想的な蛍を見に行くのは、我が家の恒例行事になるかもしれない。





ｆｉｎ












あとがき




　こんにちは、滝井みらんと申します。このたびは『イジワルな旦那様とかりそめ新婚生活』をお手に取っていただき、ありがとうございます。おかげさまで、ベリーズ文庫では四冊目の本を出すことができました。

　六月といえばジューンブライド。結婚式が表紙になるような話を頭の中で妄想していたら、このストーリーが浮かんできました。色気より食い気の桜子とクールな刹那のドタバタラブを最後までお楽しみいただけたら嬉しいです。

　今回、主役ふたりの声を当てはめるなら、どの声優さんがいいか考えてみたのですが、桜子はアニメ『ｏｒａｎｇｅ』の高宮菜穂役の声をやっている花澤香菜さん、刹那は同じくアニメ『ユーリ！！！ｏｎ ＩＣＥ』のヴィクトル・ニキフォロフ役の声の、諏訪部 順一さんが、ピッタリくる感じです。

　おふたりともすごく素敵な声でキュンとなります。個人的には、刹那の決めゼリフを諏訪部さんのイケメンボイスで聞いてみたいです。もしアニメをご覧になることがあったら、ぜひチェックしてみてくださいね。

　このお話の主人公の桜子は書店でアルバイトをしていますが、実は私も『久世書店』のような本屋で働いたことがあります。アルバイトを含めると、塾の講師、大学教授の執筆の手伝い、事務員、秘書……などいろいろ経験しましたが、書店のお仕事は一般の書店と違って少し特殊でした。そこでの経験があって、この話ができたのかもしれません。著名人がよく店に来て、たまに雑談することもあったんですよ。昔、ある総理大臣がＳＰを従えて、視察に見えられたこともありました。

　ベリーズ文庫で本を出すようになったのは、娘が幼稚園に入園してからです。その娘も今年の春に無事に卒園しました。機関銃のようにしゃべりまくる娘が園にいる間に、コツコツとスマホで話を作ってサイトにアップし、それが本になって……。人生、何が起こるかわかりませんね。

　最後になりましたが、私を温かく支えてくださった編集部の額田様、三好様、また、素敵なイラストを描いてくださったなま様、そして、いつも私を応援してくださる読者の皆様、本当にありがとうございました。

　ハッピーな話を、またお届けできたら嬉しいです。





滝たき井いみらん
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